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ϑϥンス人өը؂ಜのδϟンʹϦϡックɾΰμールがָ҆ࢮをબ୒してࡢ年�݄にスイス

で๢くなった。学生のࠒから΄とんどの作品を見てきたେ޷きなөը؂ಜで、何かと

Өڹされてきた存在だったので、その最期に何とも言えない気分になった。作品をᩦる

ように見ていたେ学時୅の �0年୅લ൒には、もうあまりөըをࡱらなくなっていたΰ

μールだったが、ٱ々にөըؗで見たʰイϝーδのຊ 	ɦ�01�
では、ものす͝いຕ਺の

ө૾美に圧౗され、ࡀ��でまだまだݱ役であった؂ಜの生き༷を感じた。ݐஙՈの

間で一൪見られているΰμールөըと言えば、h ܰพ 	ɦ1��3
とʰΞルϑΝϏル 	ɦ1���


であろう。h ܰพ はɦ、イタϦΞのΧプϦౡにある有໊なݐஙのϚϥパルテఛ（Ξμルϕルτɾ

Ϧϕϥઃܭ）が෣୆となっているので、それを見るためにこのөըを見たݐங関係ऀも多

いであろう（ݸ人的には、ϒϦδッτɾόルυーの圧౗的な美しさあってのϚϥパルテఛだとはࢥうのだが）。

ʰΞルϑΝϏル はɦ S'өըで、S'と言ってもΰμールྲྀのϩーテクな世界観は、どん

なϋイテクな S'よりもຊ࣭をついていて໘നい。ॲঁ作であり、ψーϕルόーάの৅

௃的な存在でもあるʰউखにしやがれ 	ɦ1��0
 は何度見たか分からない΄どである。そ

のଞ、h ঁはঁである 	ɦ1��1
やʰঁとஉのいるฯ道 	ɦ1���
、h 気ڰいϐΤϩʱ	1���


やʰউखにಀげろ�人生 	ɦ1��0
など޷きなөըをڍげればΩϦがない。ΰμールのө

ըは時に੓࣏的で、時にݐங的で、時にその時୅の美ज़൷൑であり、そして常に時୅

のڸであった。

何ނ桑スϖのલॻきで、ΰμールのөըの࿩をしているかというと、ઌ݄ԣ඿のখさ

なөըؗでやっていたΰμールの௥ౣөըࡇでٱ々にΰμールөըを見たからであり、

その時に改めて感じた「新઱なແବさ」と、最ۙのएऀによる、ίϩφՒのΦンデϚ

ンυ（࿥ը）त業やөըやテレϏなどの「ഒ଎ࢹௌ」が何となくܨがり気になっていたか

らである。ΰμールのөըなんて、今のएऀが見たら、何十ഒ଎、いや何ඦഒ଎で

見られる୅物にҧいない。それ΄ど、ある意ຯ、一見ແ意ຯで຾たくなる಺༰であり、

ある意ຯ、人生をӶく言い当てている಺༰ばかりである。今のएऀは、という言い方

はあまり޷きではないが、何ނそんなにޮ཰的に時間を࢖いたいのかʁ�何を生きٸい

でいるのかʁ�といつもෆٞࢥにࢥう。「タイパ（タイϜパϑΥーϚンス）」を気にしながら生き

ていること自ମ、݁ہ୭かଞ人のՁ஋観で時間をա͝しているにա͗ない。自分のେ

学時୅など、時間のແବと言Θれそうな ど見ていた（ྫえば、"ɾ΢Υーϗー΄ࢁөըをڃ#

ルのʰΤンパイΞʱなんて、ΤンパイΞɾステーτɾϏルを � 時間 � 分の間、ఆ఺からࡱり続けただけのө

ըで、学生時୅だからこそөըؗで観続けられたような୅物であったし、そんな୅物からも自分なりに何か

意ຯを見ग़そうとඞࢮだった）。そしてそのωタを課題に࣮験的に࢖ってみたりと、今のएऀ

からしたらഒ଎ですっඈばされそうなແବな時間ばかりをඞࢮでա͝していた。だから

こそ、そのೋ十年後、શてのແବもデザインにܨがることに気付けた気がする。「タイ

パ」のような言༿がྲྀ行る世の中だからこそ、す͙に役に立つことではなく、もっともっと、

何十年か後に役に立つようなແବな時間をඞࢮにա͝してཉしい。「ഒ଎ࢹௌ」ばかり

している学生には、一度ੋඇΰμールөըを見て΄しい。まͣは、す͙に຾たくなるで

あろうh Χルϝンという໊のঁ 	ɦ1��3
から観てはどうだろうかʁ

スペースデザイン分野੹任ऀ

େ দ  ढ़ ل

΋͘͡· ͑ が き

［ ಛ ू ］ɹ ଔ ۀ ੜ ͷ ੜ͖༷
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桑沢で、未来のデザインを育Ή ࢤ ຎ � 健
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εϖʔεσβΠϯઐ߈ �ΧϦΩϡϥϜߏ੒

昼 間 部  総 合 デ ザイン 科【 3 年 制 】

� ೥ੜ͸デザインͷ基礎աఔ、�・� ೥ੜͰ専໳աఔΛֶͼ·͢ ɻ
Լهのଞ、関࿈分໺にରする知識を広く学΂る多࠼な自
由બ୒Պ目が༻意されています。

夜 間 部  専 攻 デ ザイン 科【 2 年 制 】

� ೥ੜલظʹ基礎աఔ、� ೥ੜ͔ظޙΒ専໳աఔΛֶͼ·͢ ɻ

学 शΧテΰリ˝ � ೥ 生 त ۀ � ೥ 生 त ۀ � ೥ 生 त ۀ �೥ 生 त ۀ � ೥ 生 त ۀ

［共通理論・一般教養］

ଞ専߈との合同त業で、桑沢はઃ立当ॳから「デザイン学」と
的に組まれてܥばれるデザインの理࿦講義がମݺ り͓、ಠ立し
たデザイン学分໺がΧϦΩϡϥϜฤ成を୲当しています。特にன
間෦ではデザイン学のत業がॆ し࣮て り͓、異分໺のデザイン
をԣஅ的に͙ܨ 理࿦やデザイφーとしてඞཁな知識を学びます。

デザイン֓論 A・B
ۙ代デザイン史A・B
ӳձ࿩ I
೔ຊޠձ࿩ I

จԽ論
ਓྨֶɹ
メデΟア論
ೝ஌Պֶ
ӳձ࿩ II
೔ຊޠձ࿩ II

デザインͷࢹ఺ A
デザインͷࢹ఺B
デザインͷ՝୊
デザイン๏ن / デザイン・リテϥシー

߹ಉ講ٛ

［基礎］
ۭ間をઃܭするデザイφーとして、イϝーδを形にするためにඞཁ
な立ମ造形能力やۭ間೺Ѳ能力のૅجをཆいます。

基礎デザイン［スペースデザイン］
˞そのଞ、ϏδϡΞルなど� 分໺のૅجデザイ
ン͓よび、平໘、立ମ、デッαンなど多༷なج
ૅ造形を学びます。

ද現ٕ๏［デοαン］
଄ൃܗ૝［ϋンυスΧϧプνϟー・ཱ ମ଄ܗ］

［専門講義］
デザインとٕज़、社会、จ化の関係のྺ࢙的な変ભを֓観し
つつ、؀境、౎ݐ、ࢢங、ۭ 間、Ϟϊのデザインをめ͙ るさまざま
な関係性を講義を通して学びます。ன間෦では、ೋݐڃங࢜
の受験֨ࢿにඞཁなݐங法نのत業もؚまれます。

エレメントデザイン֓論
インテリアデザイン֓論
建築・౎֓ࢢ論
現代建築論

スペースメデΟア論 III
建築๏نͱܭը
スペースデザインಛ論

建築史
インテリア史
˞ ���� ೥౓͸建築・インテリア史

デザイン史
೔ຊ建築史
空間デザインͷ現৔［レΫνϟーシリーζ］

［専門技術］
デザインプϩηスをදݱするݸ々のٕज़を、その意義や活༻方
法を意識しながら、۩ମ的な作業を通して身につけます。

υϩーインά
Ϟデϧ
インテリアCADII

プレゼンテーション
インテリアCADIII

ද現ٕ๏［υϩーインά］
CADプレゼンテーション

［デザイン演習］
ۭ間を構成するΤレϝンτ、それにより形 くͮられるインテϦΞとॅ
؀境の3つをओ࣠とし、感性、ٕ ज़、理࿦を૯動員して一࿈の
デザインプϩηスに取り組みます。Ϧαーνから発૝、構૝、制作、
プレゼンテーションまで一つͻとつのաఔをେ切にしながら、ओ
ମ的、ܭը的にデザインをల։する能力を身につけます。また、
人間ɾ社会ɾ自વとデザインの関係を学び、スϖースデザインの
ओཁテーϚであるϞϊからίτへのデザインにয఺を当てます。デ
ザインの日常性 � ඇ日常性とは何かを くਂ考え、「今日的デザイ
ン」が目指す方向性を໛ࡧします。

エレメントデザインIIA
エレメントデザインIIB
インテリアデザインIIA
インテリアデザインIIB
住環境デザインIIA
住環境デザインIIB

エレメントデザインIIIA
インテリアデザインIIIA
住環境デザインIIIA

インテリアエレメント
住宅エレメント

商空間A
住空間A

［卒業制作］
ன間෦はগ人਺によるゼミฤ成となり、教員の指導を受けながら、
デザインのௐࠪ、発Ҋ、制作を自らਐめます。ன間෦では 3 年
間の集େ成として1年間をඅやし、໷間෦では �年生後期の
൒年間で行います。いͣれもଔ業作品లにग़లする作品を制
作します。

藤森 泰司＋篠崎 隆ゼミ［エレメントデザイン］
比護 結子ゼミ［空間デザイン］

商空間B
住空間B

学
び
の
深
度

ˎೱ͍文ࣈͷतۀʜ本ࢽͰ͍ͯ͠ࡌܝΔतۀ

ன間෦は̏年制、໷間෦は̎年制となっています。桑沢ではデザインにඞཁなٕज़だけではなく、
ό΢ϋ΢スのྲྀれをټΉ「デザインのૅج教育」を重ཁࢹした専໳教育を行っています。

܂ ୔σβΠϯڀݚॴ ��� � ೥ ౓൛



志 摩  健
SHIMA, Takeshi

����೥ɺਆಸ川ݝԣਢլ市ੜまΕɻ����೥ɺனؒ部૯߹σβΠϯՊεϖʔ
εσβΠϯઐ߈Λଔ͠ۀɺࣜגձࣾ 8F�' 7JTJPOʢ���������೥ʣɺࣜג
ձࣾ BSqFY KBQBOʢ��������� ೥ʣɺࣜגձࣾ %3"'5ʢ��������� ೥ʣ
΁ۈ຿ɻ���� ೥ʹNPTT� Λઃཱ͠ɺݐஙͳͲۭؒͮ͘ りΛ࣠ʹɺଽΉ Α͢
͏ʹ༔久ͳ࣌Λաͤ͝Δ࣭๿Ͱ৺஍ͷྑ͍σβΠϯ໨ࢦ ɻ͢���� ೥Αり܂
沢σβΠϯڀݚॴࢦಋڭһɻ

www.moss-cd.com
WEB

@moss._cd
Instagram

桑沢学園では、2023年 4月より新たに校舎の運用

を開始。現校舎からほど近い場所にある地上４F、

地下 1Fの鉄筋コンクリート造の建物を全面的にリノ

ベーションし、現校舎と併用することで教育施設とし

ての機能の充足を図っている。今回新校舎のリノベー

ションを担当したのは、昼間部スペースデザイン専

攻卒業生の志摩 健さんだ。彼自身が学生時代から

今まで歩んできた軌跡を振り返りながら、新校舎のリ

ノベーションへの想いや未来のデザインを育む学び

の場の姿について語ってもらった。

ΠϯλϏϡΞʔɿ大松 俊紀ʢεϖʔεσβΠϯ෼野 ੹೚ऀʣ
����೥ �݄��೔࣮ࢪ

ʦ ಛ ू ʧ

ଔۀੜͷ
ੜき༷

桑沢で、

未来のデザイン

を育む
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が、最初は確かグラフィック志望だったのがスペースデザイン
に進路変更したということですよね。何かきっかけがあったの？
志摩：大松先生はおそらく覚えていないと思いますが、実は
大きなきっかけは大松先生なんです。課題の講評してもらいな
がら先生と雑談をしていた時に進路の話になり、僕はなんとな
くグラフィックに進もうかなという話をしていたら、大松先生が
「スペースデザインは建築やインテリアをやっていくことになる
けれど、その中でグラフィックや視覚伝達、プロダクトなど複
合的にデザインの要素が含まれているから、興味があったら
スペースデザインにきてみたら？」と。それで、そういう分野も
あることを知りました。その後も大松先生のスペースデザイン
の授業は取り組んでいて楽しかったので、2 年に上がる時に
やってみようかな、という興味本意で踏み込んでいきました。
大松：私の口説き文句に釣られたということだね（笑）。スペー
スデザインに進んでからは、どんなことが記憶に残っている？
志摩：大松先生の課題で篠原一男の住宅の隣に自分の考え
た住宅を建てる「ふたつの住宅論」は、当時随分時間をか
けて模型やスタディをして楽しかった記憶があります。それか
ら今は亡き中山定雄先生が僕にとっては、フランクに話せる
存在でした。大松先生は建築家、中山先生はインテリアデ
ザイナーとして、前線で活躍している人のもとで課題に取り組
むことで、自分が将来その業界でやっていく姿をイメージして
いけた気がします。加えて時折内田繁先生のようなレジェンド
が来てくれて、インテリアデザインの黎明期から今の流れを
丁寧に教えていただける時間もあって。そんな環境は今思うと
とても有り難かったなと思います。同級生は歳が近い人も多

大松：今日は新校舎のリノベーションを担当してくれた志摩く
んにお話を聞いていきたいと思います。まずは、桑沢に入っ
たきっかけから教えてください。
志摩：小さい頃から絵を描くのが好きだったこともあり、大学
受験時に予備校に入って美大を受験することにしました。結
果的に多摩美術大学と桑沢デザイン研究所に合格して、色々
な人に相談したところ、予備校の先生に「志摩には桑沢が
合っていると思う」と言われたことがきっかけで、桑沢に入り
ました。
大松：世間では学歴だけを考えると美大の方が箔がつくとい
うような見方もある一方で、それを蹴って桑沢を勧めた予備
校の先生の見立てはどういうものだったのだろう？
志摩：予備校には 2 年間くらい通っていて、先生が僕の人と
なりや性格を見た上での見極めだったのかなと思います。じっ
くり時間をかけて美大で 4 年間過ごすよりも、桑沢で 3 年、
課題も多くて大変だけどその密度とスピード感の中でやってい
く方が向いているんじゃないかと言われましたね。自分として
もそれに対して違和感はなくて、割とスムーズに決められたと
思います。学歴を考えても、大学の方がいいとは僕はあまり
思っていなかったので、迷いはなかったです。
大松：桑沢では昼間部の場合、1年次で４つのコースの基礎
的なことを学んでから、改めて進路を決めていく仕組みです

く、切磋琢磨できる仲間ができたのは大きかったですね。当
時のクラスメイトは今でも同じ業界にいて、刺激し合える関係
が続いています。
大松：志摩くんの学年は特に仲良かった印象があるね。卒
業制作はどうでした？
志摩： 卒 制 は、学 生に 対してそれぞれ 1/1、1/2、1/5、
1/10…と異なるスケールを割り振られて、そのスケールに見
合ったものをデザインし、1.5m 角のスペースで表現しなさい
という課題でした。複合施設のような特定の何かを作る課題
とは違い、割り振られたスケールに基づいてどこに何をつくる
のかも自分で設定していくため、とても苦労した記憶がありま
す。僕が割り振られたのは 1/100のスケールで、最終的に
は地元の横浜にある象の鼻パーク周辺の敷地に決めて、そこ
に昔のメタボリズムを想起させる、テトラポットの集合体のよ
うな海中ホテルを設計しました。
大松：結構巨大な模型を作っていたのを私も覚えているけ
れど、確かあの時は次の年から内田繁先生が所長に就任さ
れてゼミ制になるタイミングで、比護結子先生や設計組織
ADHの渡辺真理先生、木下庸子先生など、講師陣も豪華
なメンバーだったので、最後に何か変わったことをやろうとなっ
て、まず展示する模型の大きさ（1.5m 角）を決めて、スケール
を 1/1 ～１/10,000ぐらいまで学生に割り振って、スケール
をもとに何をデザインするか学生自ら考えるという内容でした。
1/10,000 の都市スケールを割り振られた学生は、悩みすぎ
たのか途中で一時期学校に来なくなったけどね（笑）。
志摩：2 年生以降はプロである先生方に講評してもらう独特

あらゆる分野を複合的に含む

スペースデザインの道へ

'��'�ɻࣷߍॴͷ৽ڀݚ沢σβΠϯ܂ ʹ͸֤部԰ͷ中ؒྖҬͱ͠ ͯίϞϯεϖʔεΛઃ͚ͨɻར༻͢Δֶੜಉ࢜ͷίϛϡχέʔγϣϯ͕ੜまΕΔۭؒʹͳ͍ͬͯΔɻ

ᶽ܂沢ࡏ੶࣌ͷଔ࡞੍ۀʰBMUFSB�HSBEB�UJPO ɻɦ୭Αり΋৭ʑͳදํݱ๏Λ໛ͨ͠ࡧɻ
ᶾ 8F�' 7JTJPO ɺσβΠϯΞγελϯτͱ࣌͠੶ࡏ ͯ୲౰ͨ͠๭大खσΟϕϩούʔͷ
ू߹ॅ୐ͷσβΠϯ؂修 � $PQZSJHIU � 8F�' WJTJPO
ᶿ BSqFYࡏ੶࣌ʹ௚ӦళͷΠϯςϦΞσβΠϯ͓ΑͼશମσΟεϓϨΠΛ୲౰ � 
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美 大にはない密 度と 
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業界にどんな動きがあるのか、知ることができました。
大松：独立するタイミングで何か意識したことや一番のきっか
けになったことはありますか？
志摩：僕は基本的に方向転換が自力というよりは他力によっ
て導かれてきたところがあります。桑沢に入ったのも予備校の
先生に勧められたのが大きいし、スペースデザインへ進んだ
のも大松先生の言葉でしたし、最初の職場から転職した時
も先輩から言われたのがきっかけでした。DRAFTでも、当
時の上司に「志摩は自分の色があるから独立する方が向い
ているのでは？」と言われたことで、それまで全然考えていな
かった独立という選択肢が浮かんできました。その時、年齢
も三十前半だったので、一度挑戦してみようと思いました。
大松：独立後の最初の仕事はどうやって見つけたの？
志摩：当時は他にツテもなく、辞めてすぐには仕事がないだ
ろうなと思っていました。そうしたこともあり、一度独立してみ
ようと考えていることを周りに素直に話していました。すると知
り合いの不動産屋さんから、代替わりのタイミングで新築の
集合住宅を建てるから、独立するならデザイン監修をしてほ
しいと声がかかったことがきっかけで独立しました。

大松：志摩くんには今、夜間部で指導教員をやってもらって
いて、指導教員をやり始めたタイミングで、新校舎をリノベー
ションする話が持ち上がったことから、今回依頼することにな
りました。リノベーションを進めるにあたって、デザインのコン
セプトやどういう思いで取り組んだのか、教えてもらえますか？
志摩：旧ヒコ・みづのジュエリーカレッジの建物だった場所に、
桑沢の教室を新たに増やして現校舎と併用して運用したいと
いうオファーがあったのが最初です。桑沢からのリクエストは、
１Fを教職員室とギャラリーに、2Fと3Fを教室にしてほしい、
そのほかは提案次第ということでした。自分自身も現校舎で
学生時代を過ごした経験をもとに、新校舎を作るにあたって
現状で足りていないものや、デザインを学ぶ学生が気持ちよ
く過ごせるのはどんな場所だろうと考えました。最初に明確な
予算が決まっていたわけではなかったので、どこまで出来る
か分かりませんでしたが、卒業生の目線から新たな関係性が
生まれるような機能や学生が喜んで過ごせる環境を考えてお
伝えしていくうちに、段 と々それに応じて予算をつけていただ
けたので、そのプロセスはよかったなと思います。
大松：バウハウスの流れも意識しましたか？
志摩：桑沢デザイン研究所は、桑沢洋子先生がドイツのバ
ウハウスのデザイン理念を日本にも伝えたいということで作っ
た日本最初のデザイン学校だったので、僕自身もそこで学ん
だ者として、その2つを繋げたいと考えていました。ドイツのデッ
サウの校舎で使われている素材やディテール、空間の使い方
などは意識したいなと思って。当時は工業製品の大量生産

ˎ 7.%ɿϏδϡΞϧϚʔνϟϯμΠδϯάͷҙɻۀاͷಠࣗੑΛදΘ͠ɺଞۀاͱͷࠩҟ
ԽΛ΋ͨ Βͨ͢Ίʹɺྲྀ௨ͷ৔Ͱ঎඼Λ͸͡ Ί͢΂ͯͷ֮ࢹతཁૉΛԋग़͠؅理͢Δ

卒 業 生の 視 点から
新 校 舎 の デザインに
込めた想い 
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の緊張感もありました。卒制に関してはそれぞれ自分が与えら
れたスケールで最適な制作物を作ることを通して、スケール
感覚そのものについて深く考えられたと思います。そういう意
味でも僕は楽しんで取り組んでいました。

大松：桑沢を卒業して、今は独立して仕事しているけど、卒
業してから独立までの流れを教えてくれる？
志摩：当時卒業するまでに就職が決まっている人はあまり多
くなく、僕も卒業制作が終わってから就職活動を始めました。
ちょうどリーマンショックの年だったこともあり、周りも就職先
が決まっていない状況で、どうやって就活したらいいかもあま
り分かっておらず、最終的に渋谷のハローワークまで行きまし
た。そこで建築事務所やインテリア事務所の求人を見て株
式会社 We+F Visionに辿り着き、アシスタントとして 2 年半
程働きました。事務所の先輩に今でも家族ぐるみの付き合い
がある方がいて、彼にデザインが好きなら志摩にもっと合って
いるところがあるから、もう少し探してみたらと言ってもらった
ことがきっかけで、arflexという家具メーカーに転職しました。
そこで 6 年弱、VMD＊やディスプレイデザインなどに携わりま
したが、楽しかった一方で設計やインテリアデザインを改め
てちゃんとやりたいという思いが芽生えて、オフィスデザイン
やインテリアデザインを手がける DRAFTという会社に入りま
した。そちらで 3年ぐらい経験を積んで、moss.として独立し
てからは 2年半ぐらいです。
大松：DRAFT代表の山下泰樹さんには、桑沢の非常勤を
担当してもらっていますが、オフィスデザインで有名になった
会社でもありますよね。将来的にオフィスデザインをやりたい
という気持ちがあったの？ 
志摩：僕が入社した当時は、オフィス空間にもしっかりデザ
インを取り入れていこうという流れができていて、その分野を
牽引してきた事務所に入ったら色々経験をさせてもらえるので
はないか、という期待はありました。クライアントのほとんど
が企業ということもあって、日本で今どんな企業に勢いがあり、

独 立までの 道 のり

他者から

導かれた先に

今の自分がいる
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を背景にモダニズムが広がっていった時代なので、工業製
品としてのコンクリートやガラス、スチールなど、バウハウス
やモダニズムデザインの空間づくりを押し進めたものを、その
ままというよりかは現代なりにアップデートして現代の桑沢に用
いるよう試みました。そうすればバウハウスの当時の校舎と現
代の桑沢の新校舎としての繋がりも出来るだろうし、新しいデ
ザイン学校としての空間の在り方にも繋がるのではないかと考
えています。
大松：本当にデザイン学校らしい空間になったなと思います。
それから現校舎だと白黒基調で外壁も黒ですが、新校舎は
グレーがベースになっていますよね。なぜグレーにしたの？
志摩：この建物自体が 1999年に建てられていて、特徴的
なポストモダンで装飾が強い印象があったので、中はニュー
トラルに作りたいという思いが最初からありました。ドイツの
バウハウスの校舎もそうですが、課題をやる、授業を受ける
という行為に対して、目の前のことにしっかり向き合えるような
ニュートラルな空間が必要なのではないかと。経験上、桑沢
の学生は結構自分の色を持っているし、一人ひとりの個性が
強いので、その学生たちの色を引き出せるような空間になった
らいいなと。そうするとはっきりした白や黒ではなくて、その中
間のグレーを使おうというのが出発点です。手すりやサッシも
全部スチールで作っているのですが、例えばこのグレーの色
は錆止め塗料の色なんですよね。だから塗っているようであっ
て、色にそこまで意味がないというか。錆止めの生っぽい普
遍的な色によって桑沢の空間をニュートラルな空間にしていま
す。学生たちはここで 2 ～ 3 年学んで社会に出ていくわけな
ので、社会と学生との中間にある校舎の存在としても、そうい
うカラートーンにしていますね。
大松：志摩くんのデザインは植栽も特徴的ですよね。今回
は内部空間ではあまり使う場所がなく、4Fのテラスに集約し
たような形だと思いますが、どんなことを意識しましたか？
志摩：単純に植物が好きだということもあるのですが、今回
でいうとまず 2Fと3Fの教室の間にコモンスペースを設けてい

て、授業時間外に学生が団欒したり軽く課題ができるような
空間になっています。ふらっと立ち寄ったりコミュニケーション
が生まれるスペースが現校舎にはあまりなかったので、エレ
ベーターホールにその機能を持たせました。4Fは元々半分以
上が屋外だったこともあり、最初話がきた時には、学校側は
ほぼ手をつけるつもりがなかったようですが、国立代々木競
技場や代々木公園の緑も臨めるような環境は絶対に活かした
くて。現校舎にも外に出られる場所はほとんどなかったので、
こだわりました。多摩美や武蔵美が郊外の自然に囲まれた場
所にあるのに対して、桑沢は渋谷と原宿の間にあって、まさに
トレンドが生まれてくるような立地の中でデザインを学べるこ
とも大きな利点の一つだと思うんです。４Fに気持ちのよいテ
ラスがあることで、都会の真ん中でも自然と繋がれるようなス
ペースになるんじゃないかなということを考えたので、先ほど
の話のように教室部分はニュートラルな空間であるのに対して、
４Fだけは雰囲気を変えて植栽が生い茂っているような形にし
ました。
大松：桑沢の立地って渋谷と原宿の駅のちょうど中間にある
ことで、渋谷の方からだと逆に一番端でデットエンドになって
いたけれど、最近は近くの北谷公園がリノベーションされてブ
ルーボトルコーヒーが入ったり、隣にあった岸体育館が壊さ
れて、渋谷区がスケボーなどの新しいストリートスポーツの聖
地を作ろうとする動きもあります。そういった PFI 事業で民間
を入れて場所を活性化することで、桑沢の周りがまた新しい
スポットになりつつある。そんな中でこの新しい新校舎も上手
く広報できていくと良いかなと思います。

大松：改めて新校舎が出来上がってみてどうですか？
志摩：出来上がってからの方が落ち着いた感じがします。こ
の新校舎のお話をいただいた時に、先輩方で活躍されてい
る方がいながら、本当に自分でいいのかという気持ちもありま
したが、色 な々タイミングが重なって声をかけていただいたこ
とが僕にとってもよかったなと思っています。
大松：そうだね。多分、志摩くんがあの時に大きな事務所で
スタッフも何人もいてバリバリやっていたら、多分頼まなかっ
たと思う。活躍し始めてこれからという志摩くんにチャンスを
与えたいなということがあったので、本当にタイミングが良かっ
たなと思います。卒業生に後からいっぱい言われたけどね、

「なんで私じゃないの」とか（笑）。
志摩：そんな声が（笑）。でも完成後の内覧会には桑沢の卒
業生の方にもたくさん来ていただいて、「こういう校舎で学べた
ら自分も良かったな」とか「今の学生が羨ましい」といった反
響があったのは嬉しかったです。それから授業を担当している
夜間部の学生に施工途中の現場も含めて案内した時に、普段
は全然喋らない生徒の目の色が明らかに変わった瞬間があっ
て。もちろん桑沢からいただいたお仕事には変わりはないので
すが、実際に使うのは今の学生なので、若い世代が喜んでく
れていたのを見た時、一番やっていて良かったなと思いました。

教員として
デザイン教 育 の 場を 
どう考えるか
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ならではの良さを

都心のデザイン学校
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大松：生きた教材として、直接見せられたのは良かったよね。
指導教員は今年で 2 年目ですが、卒業から15年近く経って
自分が母校に戻ってきて、今度は先生という立場で教えてみ
てどんなことを感じますか？
志摩：僕は昼間部で現役の世代が多く、仲がいい学年で元
気だったのを思い返すと、夜間部の1年生は良い意味でも
悪い意味でも真面目で、落ち着いている印象はあります。自
分の学生時代を振り返ると、現役で活動している先生方のお
話を聞いていたことが今にも活きているので、昨年は新校舎
だけではなく他にも何個か動いている現場を見せました。も
ちろん思想的な側面を学ぶことは前提にあった上で、今の
学生さんからするとその先輩に当たる人たちが実際に業界で
どういう仕事していて、どんなものを作っているのかを見せた
り、学生が社会と繋がれる時間も増やしていけたら良いなと
は思っていますね。
大松：私や亡くなられた中山先生もですが、リアルな現場の
仕事をしつつ教える立場にあって、中山先生のように都市を
マッピングするとか、ちょっと変わった授業をしていましたね。
直ぐには役に立たないかもしれないけど、10年後には役に立
つかもしれないことを教えていることも桑沢の面白いところだと
思っています。そういう意味でもデザイン研究の場でありたいと
思っていますが、なかなかそれを維持することも難しくなりつつ
あります。本気でこの業界にいきたい人に本気で教える場所な

のか、それともカルチャースクール的なもう少し軽い教育の場
になっていくのか。今学校自体もその瀬戸際に立っているよう
に思います。少しでも多く本気の人に来てほしいですね。

大松：これからデザインの道を志す高校生や社会人で入学
を検討している人、入学を悩んでいる人たちに向けて何かメッ
セージはありますか？
志摩：今でも思うのは、同じ志を持っていたり、好きなもの
が一緒の人たちが集って、切磋琢磨しながら卒業制作に向
けてやっていく環境というのは、社会に出るとあまりない関
係性のような気がしていて。会社に入ると、結局上司と部下、
同僚という関係になってしまうので、桑沢はそういうフラットか
つ本気の仲間に出会える場所だと思います。あとはリアルに
働いているデザイナーから近い距離で学べる場は、その後働
くことを考えても、とても貴重だと感じます。新校舎もできまし
たし、そんな環境で学びたい人にはとても魅力的な場所では
ないでしょうか。卒業してから業界で10年以上過ごして、自
分自身も今独立して仕事をする中で、自分の周りを見ている
と、どこの大学出たかはあまり関係ないし差もないなと感じて
います。ただ、この作品に惹かれるなと思って見ていたら桑

沢出身者だったということがかなり多いんですよね。そこには
美大や大学とは決定的に違う何かがある。テーブルと椅子ひ
とつとっても、形の感覚やディテールの作り方がどこか気持ち
よく感じる。その源泉は、桑沢がバウハウスから引き継いだ
基礎造形の理念によって、気持ちよい形やそれに対する探究
心を感覚的に身に付けていることなのではないでしょうか。も
ちろん大学的に論評や歴史を学んでいくことで生み出される
アウトプットもあると思いますが、桑沢は１年次からハンドスカ
ルプチャーや紙を折って形をつくる課題など、初歩的なとこ

ろから段 と々専門になるにつれて、造形感覚を自然に学べる
学校だなと思います。気持ちのよい形というのは人によって違
うと思いますが、各々の中にその感覚が芽生えて育っていく
感じがあって。それが社会に出てデザインに携わっている今
にとても活きている気がするので、それが桑沢らしさでもあり、
僕が桑沢に入って一番良かったなと思うところです。
大松：桑沢の造形教育が生み出す独特な人材が、一般的
な学歴と桑沢を別軸にしているんだろうね。今日はありがとう
ございました。

桑 沢 生に共 通する
形 への 探 究 心  
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ͯ఺͠ࡏͳ͕Β؇΍かʹͭͳ͕Δɺ本࣭తͳ๛か Λ͞ମ͢ײ
ΔΦϑΟεϦϏϯάʹͳͬͨ � 1IPUP � ,PKJ 'VKJJ c 503&"- � 
%FTJHO � NPTT�
ᶽʮ5&/5J& OBHPZBʯ
ΞʔςΟετ׆ಈࢧԉϓϩδΣΫτʮ.64*$ 1-"/&5ʯ΍ΦϦ
δφϧɾεΫʔϧιϯά੍࡞αʔϏεʮεΫιϯʯ౳ΛӡӦ͠ɺ
ָ͠Ή人ͨͪͷເΛશྗͰԠԉ͢Δۀاɺ5&/5J& ͷ名ݹ԰
ΦϑΟεɻϨϯΨͷूੵかΒͳΔγϯϘϦοΫͳϑΝχνϟʔ΍Τ
ϨϝϯτͱɺѥԖ߯൘ͷύωϧ΍ΨϥεɺϛϥʔͳͲແ࣭ػͳ
ૉࡐͱͷίϯτϥετʹ Αͬ ͯੜまΕΔΤωϧΪʔ͸ɺྗ͍ڧ২
ੴͨͪͱަΘΔ͜ܠ΍࠿ ͱͰੑݸΛ大੾ʹ͠ྗ׆ΛੜΈग़͢
 Δ� 1IPUP � ,PKJ 'VKJJ c 503&"- � %FTJHO͢ݱΛମ࢟ͷۀا
� NPTT�
ᶿʮ5&3" $0''&&  BOE  30"45&3ʯ
౦ٸ౦ԣઢɺົ ࿇ࣉͷ྘ҲΕΔެԂͷ๣ɻ元ʑ༣ศہͷ͋ͬ
ͨϏϧʹೖΔίʔώʔϩʔελϦʔͷγϣοϓσβΠϯɻݹきྑ
きۭؒͷ中Ͱɺۦମɺᖿઝػɺ಺૷ɺॄثΛ � ϒϨϯυ �͠ɺ
ͦΕͧΕͷૉྑ͕ͭ࣋ࡐ Λ͞ � நग़ � ͢ΔΑ͏ ʹམͱ͠ Ήࠐ ͱ͜
Ͱɺਅ৽͠͞ ঝ͢ΔΑ͏ܧͷͳ͍ɺဣま͍Λײҧ࿨͕ͭ࣋ ͳۭ
্ͨ͛࢓ʹؒ � 1IPUP � "LJSB /BLBNVSB � %FTJHO � NPTT�



ଔ業制作

デザインԋ習

専໳ٕज़

専໳講義

ૅج

藤森 泰司＋篠崎 隆ゼミ
P.18

比護 結子ゼミ

P.26

エレメントデザイン I I IA
P.34

インテリアCADI I I
P.52

現代建築論
P.56

基礎デザイン（スペースデザイン）

P.58

インテリアCADI I  
P.54

インテリアデザイン I I IA
P.40

住環境デザイン I I IA
P.46

エレメントデザイン I IA
P.38

エレメントデザイン I IB  
P.36

インテリアデザインI IA  
P.44

インテリアデザイン I IB
P.42

住環境デザイン I IA
P.50

住環境デザインI IB
P.48

ன ؒ ෦ ʦ ૯ ߹ σ β Πϯ Պ ʧ
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͜ͷθϛͰ͸ɺ਎ମͱؔΘΔσβΠϯΛͨ͑ߟɻͦͷͨΊʹɺまͣɺࣗ਎ͷ೔ৗΛ͢࡯؍Δ ͱ͜かΒ࢝ΊͨɻՈ۩΍ۭؒσβΠϯΛɺແ֮ࣗʹελΠϧͱ͠ ͯ
ଊ Δ͑ͷͰ͸ͳ͘ ɺࣗ਎͕Կʹڵຯ͕͋ΔͷかɺԿʹٙ໰͕͋ΔͷかΛɺͦΕͧΕͷ೔ৗͷ中かΒஸೡʹर্͍͍͛ͯͬͨɻ͜͜ ʹ͸ɺͦΕͧΕ͕͚ͭݟ
ͨςʔϚʹ͍ͯͮجಋきग़ͨ͠ʮかͨͪʯ͕͋Δɻ͜ΕΒ͸௨ৗͷσβΠϯͷ࿮ʹೲまりきΒͳ͍൴Βͷಈͦػͷ΋ͷͰ͋Δɻ࣍ͷεςʔδʹ޲か͏෍ੴʹ
ͳΔ ͱ͜Λ͍ͯͬفΔɻ

�� ࣼΊかΒࢹͨݟ఺ɹ�� 文ࣈσΟςʔϧʢ小ઇʣɹ�� 
ؑ৆͍ͯ͠Δ༷子ɹ�� ενʔϧϩουΛϥοΫͷΑ͏ ʹઃ
͑ɺ本ΛखʹऔΔ͜ ͱ͕ͰきΔΑ͏ ʹͨ͠ɹ�� 文ࣈσΟ
ςʔϧʢ݇ଵʣɹ�� 文ࣈσΟςʔϧʢເΉʣɹ�� ΤϨϝ
ϯτશମ૾

ҝΛ௨ͯ͠ɺ཭ΕΔɾ͠ΌߦΛಡΉͱ͍͏ࣈ
͕Ήͱ͍ͬͨಈ࡞Λଅ͢ɻ

P O I N T

ຊをखに取る機会がݮっているݱ୅社会で、౳身େでָしみಡめるΤレϝン
τ。3NNのスνールϩッυをۂげてจࣈを੡作した。ԣやࣼめからだと一見
何があるのかΘからないが、ਖ਼໘をҠ動しながら見ると、線と線が重なり合
いจࣈがුきग़てくる。ࠊをਾえてຊをಡΉことはԯ߷だとしても、歩いてい
る最中に目に入ってきた਺行をಡΉことから始まればෑډがԼがるのではない
だろうか。この作品がຊをಡみ始める入りޱとなることをئう。

P r o j e c t

௲Δ͙ܧ͙࣍
ฏా ཾ໵ H I R ATA ,  Ta t s u y a

Δ͜とɺͦͯ͠਎ମ΁՝͢࡯؍ ୊

藤森 泰司 ＋ 篠崎 隆 ゼミΫϥε

藤森 泰司、篠崎 隆、∁ฏ ༸ฏߨ ࢣ

ʦҾ༻ʧ中原 中也 ஶʮԚΕͭ まͪͭͨ൵͠Έʹʯɹूࢻh 山༽ͷՎ Αɦりʢ����೥ʣ

2 . 3 .

4 . 5 .

7.6 .

1 .
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�� ୯ମΛচʹฒ΂ۭͯؒΛ࡞Δɹ�� ۀ޻੡඼Ͱ͋Δ
ۚ໢Λૉࡐͱ͠ ɻϝογϡঢ়ͳͷͰ中ʹೖΕͨ༺࢖ͯ
΋ͷ͕ಁ͚ͯ͑ݟΔɹ�� ૭辺ʹू߹ͤͨ͞ΤϨϝϯτɹ
�� ੵΈ্͛ͯࣗࡏʹू߹ମΛ࡞Δɹ�� Ո۩ͷؒʹ୨
ͱ͠ ͯઃஔ

͔͚Β͸୯ମͰΦϒδΣʹͱ͠ ͯɺू߹ͤ͞Δ
ͱ͜Ͱ୨΍࢓੾ΓʹͳΔɻ

P O I N T

決まったډ場所を持たͣに動くかけらが、ݻఆ化された生活ۭ間を自由自在
にシϟッϑルする。目のલに広がるۭ間をࡉ分化し、ྠֲを༩えることで新た
なೝ識と機能を生みग़す。

P r o j e c t

ۭؒͷ͔͚Β
๺ᖒ ઘ୓ K I TA Z A W A ,  M o t o h i r o

Δ͜とɺͦͯ͠਎ମ΁՝͢࡯؍ ୊

藤森 泰司 ＋ 篠崎 隆 ゼミΫϥε

藤森 泰司、篠崎 隆、∁ฏ ༸ฏߨ ࢣ

2 . 3 .

4 .

5 .

1 .



ଔ

ۀ

੍

࡞

ன
ؒ
෦
�
೥

22

ଔ

ۀ

੍

࡞

ன
ؒ
෦
�
೥

23

඼શମ૾ɹ�� ্ʹ৐ͬͯ͘࡞ ��か͚Δɹʹݞ �� ͭΖ͙ ɹ
͏࢖ΜͰڬʹͱ࿹٭ ��

�� ࣨ಺Ͱల։ͨ͠ΤϨϝϯτɹ�� 森ͷ中ʹઃஔɹ�� 
ਫ໘Λ೷͘ ͱ森͕ුかͿ

ಛఆͷػೳʹಛԽͨ͠インςϦΞͱ͸ҟͳΓɺ
ํ͍࢖Λ݁ͼɺଟ༷ͳੑ܎ؔʹࡏਓͱࣗ͏࢖
ΛੜΈग़͢ɻ

P O I N T

ςーϒϧ͔ΒҲΕग़ͨ͠ϛϧΫ͕Ո۩Λ఻ͬ
ͯਫ平ʹ͕޿Γɺਫ໘Λҝ༷͢ࢠΛԾ૝ͨ͠ɻ

P O I N T

ॊらかいૉࡐを活༻することで、ݐ物の಺૷を、ϑレΩシϏϦテΟにҲれたイ
ンテϦΞۭ間へస化することを目指した。スΩンシップをとるような感覚でѻう、
あるいは身ମ的に作༻するॊらかいՈ۩を作ることができれば、৺に҆ら͗
を༩えるՈ۩にసじるのではないだろうか。

P r o j e c t

50,& � 50,&
཮ ॱ R I K U ,  J u n

生活ۭ間に͓いて、もののߴさはあるఔ度決まっている。࠲りやすいイスのߴ
さ、࢖いやすいصのߴさ。نఆされたߴさのなかに、ಥ೗何にもదԠしない
。れる。それに൐う生活の変化を૝૾してཉしいݱさがߴ

P r o j e c t

͋Δே
٠઒ ࣿӳ K I K U K A W A ,  S a e

Δ͜とɺͦͯ͠਎ମ΁՝͢࡯؍ ୊

藤森 泰司 ＋ 篠崎 隆 ゼミΫϥε

藤森 泰司、篠崎 隆、∁ฏ ༸ฏߨ ࢣ

ಁ໌ͳίοϓʹڇೕΛ͙ͦͦ
ͦΕΛςʔϒϧʹ͓͘

ͱɺ΋͏๨Εͯ͠まͬͨ
ගʹͿͭかͬͨ

ྫྷ͍ͨίοϓʹؾ෇͍ͨ࣌ʹ͸
ന৭͸ͱ͘ ͱ͘
 Λͭͨͬͯص

ΠεΛͭͨͬͯ
ͭまઌかΒකͷ͍͋ͩ

ਫ平ʹ ͍͕ͯͬ޿Δ

1 .

2 . 3 .

2 .1 .

3 . 4 .
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౻৿�ହ࢘���ࣰ࡚�ོ�θϛߨ ධ

ࣨ಺ʹԾ૝͞Εͨਫ໘かΒ͜ ͡Μまりͱ͠ ͨΠϯελϨʔγϣϯతͳ΋ͷʹ
ͳりͦ ͏͕ͩͬͨɺ࠷後ͷॠؒʹओ٬స౗ͤ͞ɺผ࣍元ͷΤϨϝϯτ΁ͱ
ঢ՚ͰきͨɻҜ子΍ςʔϒϧ͸ैདྷͷػೳͱ͸まͨҧ͏ৼΔ෣͍Λ͠ ͸͡
ΊɺҲΕͨϛϧΫͷΑ͏ ͳਫ໘ʹ͸ͻͱ͕ͨͬ࠲りɺ༷ʑͳ΋ͷΛුか΂
Δ͜ ͱΛͰきΔΑ͏ ʹͳͬͨɻͲΜͳ৔ॴʹஔかΕΔかΛ͑ߟ͸͡ΊΔͱɺ
ϛϧΫͷՄೳੑ͸ͲΜͲΜͱ͕ͯͬ޿ ͍͘ ɻ

ある朝
٠઒ ࣿӳ K I K U K A W A ,  S a e

P.23

ͷ಺ଆʹೖΔ͜ݾࣗ ͱ͸ɺ༷ʑͳࣄฑかΒಀ͛Δ࣮ޱʹͳり͕ͪͩɻ Β͞
ʹきͪ Μͱࣗ ෼ͷͭ͘ ͬͨϞϊΛͯ͠࡯؍ ɺࣗݾͷ֎ଆ΁ͷಓͱͭͳ͙ ͱ͜
ΛΑりҙࣝͯ͠ ΄͍͠ɻͦΕͧΕͷҾきग़͠Λ։͚Δ࣌ͷϫΫϫΫײΛ͑ࢧ
ΔͨΊʹ͸ɺҾきग़ͦ͠ͷ΋ͷ΍ɺશମɺ֤部ͷσΟςʔϧ͕ͲͷΑ͏ ʹ
͋Δ΂きͳͷかΛ͡ ͬ͘ りݕ౼ͯ͠ ੵΈॏͶͯ΄͍͠ɻ

体と記憶の話
ேా ઇ๖ A S A D A ,  Yu k i m o

τϥΠ� ΤϥʔΛॏͶͭͭɺ͋Ε͜ΕͱͲ͏ ͢ΔかΛߟ Δ͑͜ ͱ͕σβΠϯ
͕ͩɺ؊৺ͷ͕ྔۀ࡞গͳ͘ ɺͻͱͭ໨ͷ࡞ࢼͷஈ֊ͰऴΘͬͯ͠ まͬ
ͨͷ͕࢒೦ͩͬͨɻϚδοΫ͕きͪ ΜͱϚδοΫͱ͠ ͯ成りཱͭʹ͸ଟ ͷ͘
修࿅͕ඞཁͳΑ͏ ʹɺσβΠϯʹ͓͍ͯ΋͸͡ΊͷΞΠσΞ͸͋͘ まͰ΋୯
ͳΔΩοΧέͰ り͋ɺͦͷ͋ͱʹଟ͘ ͷࢼ行͕ޡࡨͳ͞ΕͯかΒ͜ ͦɺ͋Δ
΂き࢟ʹ୧りண͚Δ͸ͣͩɻ

Mag i c  B a l l  Cha i r
Ӝຊ ᣦࠫ U R A M O T O ,  R i s a

ͤͬか͘ ͷ美͠ࡐૉͨ͠ݟൃ Λ͞ɺਂ۷り͠ ͳ͍ͷ͸΋ͬ ͍ͨͳ͍ɻஸೡ
ʹ֎ଆ΁ͱΞΠσΞΛ։͍ͯ΄͠かͬͨɻ

T IME  SPACE
H U A N G ,  Q i a o  L i n g

ζϘϥͳϢʔβʔͷͨΊͷ୤衣όεέοτͷΑ͏ ͳػೳΛͨͬ࣋νΣΞɻ૝
ఆ͞Ε͍ͯΔੜ׆かΒ͢ Δͱগ͠大Ϳりʹ ΋͕ͨ͡ײɺ修ਖ਼Λ͠ ͳ͕Βͤͬ
ͤͱखΛಈか͠ଓ͚ͯͰきͨΤϨϝϯτ͸׬成ܗͱまͰ͸ݺ΂ͳ͍まͰ΋ɺ
Ͳ͜ ͱͳ͘ ༏͠ Λ͞͡ײΔ΋ͷͱͳͬͨɻ

Wate r f a l l
௠ ๅᢖ C H I N ,  H o h s h i n

ྗ͕࿈ͯ͠࠯ ͍͘ ͱ͜ͷ໘ന͞ʹͮؾきɺࣗ਎΋࿔͹Εͳ͕Βগͣͭ͠ྲྀ
ΕΛͯͬ࡞き͕ͨɺະ׬成ͷ࣮ݧ૷ஔͷΑ͏ ͳͱ͜ ΖͰऴΘͬͯ͠ まͬ ͨɻ
༷ʑͳՄೳੑ͕͋Δͱ͏ࢥͷͰɺͥͻ࣍ͷεςοϓΛͯݟΈ͍ͨɻ

ものをおくもの
B A O ,  B a i k e

ϫΠϠʔͷઌͰϢϥϢϥͱඬ͏ͨ͘ Μ͞ͷനٿ͸ɺҰͯ͠ݟ ಉܕͳ΋ͷͰ͋
Δʹ΋かかΘΒͣɺͦΕͧΕʹಠࣗͷΩϟϥΫλʔ͕͋ΔΑ͏ ͳৼΔ෣͍Λ
͢ΔɻΠϯελϨʔγϣϯతͳ΋ͷͱͳ͕ͬͨɺ΋͏ Ұา౿ΈࠐΜͰɺͦΕ
ͧΕͷੑ֨Λ Β͞ʹൃలͤ͞Δ͜ ͱʹΑりɺͻͱͭͻͱͭͷΤϨϝϯτ΁ͱ
ల։͢Δ͜ ͱ͕ͰきΕ͹ɺ Β͞ʹѪண͕༙͘ ΋ͷʹͳͬͨͩΖ͏ ɻ

正直な子
෱٢ ྮ F u k u y o s h i ,  R e i

༳ΕΔͱ͍͏ෆ҆ఆͳঢ়ଶΛ͍かʹίϯτϩʔϧ͢Δかɺͱ͍͏ͷ͸ͱͯ΋
೉͍͠ɻ࣮ࡍʹۭ中Λු༡͢ΔΑ͏ ͳ΋ͷͰͳ͚Ε͹ɺͲ͜かʹ෺理త
ʹґ͠ڌͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻࠓճ͸஍໘ʹ઀஍͢Δͱ͍͏࠷΋Φʔιυο
Ϋεͳ͕ͨͬͩࣜܗɺউखʹགྷり࢝ΊΔ֤部ΛͲ ま͜Ͱࣗ༝ʹͤ͞ΒΕΔ
かɺͲ ま͜Ͱ߆ଋ͢ΔͷかɺͦΕΛ࣮͢ݱΔͨΊͷσΟςʔϧͳͲֶͼͷ
ଟ͍ϓϩηεͩͬͨɻ

Movement
D O N G ,  Yu q i n g

大޷きͩͱ͍͏ࢻ人ɺ中原中也ͷ࡞඼ͱͷίϥϘϨʔγϣϯͱͰ΋ݺͿ΂
き͜ ͷΤϨϝϯτ͸ɺܾͯ͠ ͳ͍Α͏͑ݴͱ͸༺ث ͳϓϩηεΛܦͳ͕Β΋ɺ
Ұ文ࣈҰ文ࣈΛۚଐ๮ͰཱମԽ͢Δͱ͍͏ΞΠσΞΛ͸͡Ίʹ͍ͭ͑ߟ
ͯͤ͘ݟͷ૝૾Αり΋ɺ͸Δかʹ๛かͳද৘Λ࣌ͨ Εͨɻ文ݿ本ͱ͍͏ख
ʹऔり΍͍͢αΠζͷ΋ͷかΒಋきग़͞Εͨ文ࣈͷαΠζ͸ɺͦͷલΛ௨
りա Δ͗人ͨͪʹͱͬ ͯ΋ೃછΈ΍͍͢΋ͷͱͳͬͨɻ

次ぐ継ぐ綴る
ฏా ཾ໵ H I R ATA ,  Ta t s u y a

P.18

ଖॲ൴ॲʹస͕͍ͬͯΔۀ޻੡඼ͷۚ໢かΒஸೡʹັྗΛҾきग़͠ɺ
文ࣈ௨りʹ ๲Βまͤͨɻԕ໨かΒूͨݟ߹ମͷγϧΤοτɺͦΕͧΕ୯ମ
ͷνϟʔϛϯάͳϑΥϧϜかΒ࣮ࡍͷػೳɺ Β͞ʹ͸ۙͨ͠ࢹڽͯͬدり
৮Ε りͨ͠ ͮ͘ؾॳΊͯʹ࣌ͨ Α͏ ͳɺͦΕΒΛՄೳͨΒ͠ ΊΔϢχʔΫͳ
σΟςʔϧͷॲ理まͰ΋͕γʔϜϨεʹͭͳ͕͍ͬͯΔɻ୨ͱ͠ ͯͷػೳ͸
΋ͱΑりɺۭ͍ؒ޿Λ࢓੾りɺ͛ܨΔৼΔ෣͍΋まͨັྗతͳΤϨϝϯτͩ ɻ

空間のかけら
๺ᖒ ઘ୓ K I TA Z A W A ,  M o t o h i r o

P.20

ιϑτεΧϧϓνϟʔͷΑ͏ ͳ͜ΕΒҟܗͷՈ۩ͨͪ͸ɺ਎Λ೚ͤͯ΋ͳか
ͳか͍ࢥ௨りʹ ͸Θͨͨͪ͠Λड ͱ͚Ίͯ͘ Εͳ͍ɻҰॹʹ฻Β͠ ͍ͯ͘ ͏
ͪʹɺ͓͍ޓͷڑ཭ײ΍ؔੑ܎ͷΑ͏ ͳ΋ͷΛ௫ΈɺͦΕͧΕͷ෇き߹
͍ํΛൃݟͰきΔͷͰ͸ͳ͍ͩΖ͏ かɻ

TOKE  TOKE
཮ ॱ R I K U ,  J u n

P.22

ίϯηϓτͷপʹనΕͦ͏ ʹͳりͳ͕Β΋ɺͳΜͱか؛ʹखΛか͚ΒΕΔͱ
͜ΖまͰ͍ͬͨɻΤϨϝϯτͱ͠ ଄ɾαΠߏɾࡐ͸ద੾ͳૉʹ͢ݱΛ࢟ͯ
ζͳͲͷ࠷దԽ͕ෆՄܽͰ͋りɺͦΕΛΫϦΞ͠ ͳ͍ݶり͸ɺίϯηϓτ
͕健΍かʹଉͮ͘͜ ͱ͸ͳ͍ͩΖ͏ ɻͦͷ結Ռͱ͠ ͯɺऀ࡞ͷҙਤ΍ίϯ
ηϓτΛ௒͍͑ͯ͘ ͷ͕理૝ͳͷか΋͠ Εͳ͍ɻ

con -
७ಸ ాؠ I W ATA ,  J u n n a

田  ঘ樹ࣉɿࢣߨɻήετܠධ෩ߨऴ࠷⾢ 	 ஙՈɾσβΠφʔݐ 


篠崎 隆ߨ ධ

ήετ（インλーΦϑΟス代ද、ܭฏखઃాࣉ）ঘथ ాࣉ



工房と住居は吹き抜けを介して繋がっており工房の音や
香り、空気は住居へと流れ込み、街～工房～吹き抜け～
住居が連続して繋がる。
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ۭؒΛσβΠϯ͢Δ্Ͱʮؒ࣌ʯ͸ෆՄܽͳ֓೦Ͱ͋Δɻ͍ͯ͑ݟࠓΔ֗ʹ͸ɺࣗવ΍人ͷӦΈ͕長͍ؒ࣌Λか͚ͯͭ Β͘Εͨཁૉ͕ॏͳ͓ͬͯりɺͦ͜
Ͱଟ༷ͳ人ʑɺੜき෺͕ͦΕͧΕͷ࣌ΛࠁΜͰ͍Δɻա͕͋ڈり͕ͯͬ͋ࡏݱະདྷ΁ଓ͍͍ͯΔͱ΋ɺҰॠͷࢄ͕࣌Β͹͍ͬͯΔͱ΋ͱΒ Δ͑ ͱ͜΋ͰきΔɻ

ま͟͞まͳεέʔϧͰۭؒΛߟ Δ͑ͷͱಉ༷ʹɺ ま͟͞まͳεέʔϧͷؒ࣌Λ͑ߟɺͦΕͧΕͷ੾りޱͰɺগ͠ઌͷະདྷΛσβΠϯͯ͠ ΄͍͠ɻ࣌ΛΊ͙Δ෺ޠ՝ ୊

比護 結子ゼミΫϥε

比護 結子、େদ ढ़ߨل ࢣ

�� શମύʔεɹ�� 平໘μΠΞάϥϜ � ಈઢܭըɹ�� 
໛ࣸܕਅɹ�� ໛ܕʹΑΔશମ૾ɹ�� அ໘μΠΞάϥ
Ϝɹ�� ߏ଄μΠΞάϥϜɹ�� �ͭͷϛνɹ�� ໛ࣸܕ
ਅɻ�' ߏ ��΍かʹॏͳΔɹ؇͕ډॅ '�๪ΤϦΞͱ޻
成μΠΞάϥϜɹ��� �' ςϥεかΒ཮奥࿷Λ๬Ήɹ��� 
�'ʮԻͷϛνʯɹ��� ॅຽͱདྷ๚ऀ͕ࠞ り͡߹͏� ૚ς
ϥεɹ��� �'ʮԻɾ光ͷϛνʯ

ਧ͖ൈ͚Λհͯ͠ɺ஍Ҭॅຽ΍དྷ๚ऀɺ΋ͷ
ͮ Γ͘Λ͍ͯ͠ΔਓͳͲɺ͞·͟·ͳਓͷग़ձ
͍͕ੜ·Εɺ৽ͨͳަྲྀͷ͖͔͚ͬͱͳΔɻ

P O I N T

੨৿には༏れた఻౷ܳ޻品が਺多くある。੨৿ߓの஍理的༏Ґ性を活かし、
཮とւ、ݐஙと஍形、人とจ化を「ܧいでฤΉ」ことでབྷませる。ॅ人と来๚
ऀをೋ重ཐટ状に重Ͷ、খさな઀఺を఺在させることで఺と఺がܨがり、ز
多のࢳがฤまれていくような৬ॅ一ମのࢪઃをఏҊした。

P r o j e c t

ฤΈ͗ܧ
࿧ ࠓ K O N ,  Ya m a t o

1 .

2 . 3 .

4 .

5 .

7.

8 .

6 .

9 . 1 0 .

1 1 .

1 2 .

1 3 .



ʹব͢ΔͨΊׯʹ෺ͷϑΝαʔυͷԜತ΍؃൘ͳͲݐ
ઌ୺ͷ長 Λ֬͞保͢Δઃܭɻ長͞ͷҟͳΔೋ૚ͷઢࡐ
͕ۭؒΛғΉ ͱ͜Ͱͦͷ৔ॴ΍ݐ෺ʹىҼͨ͠زԿ
ֶ͕ੜまΕΔɻϘϩϊΠਤかΒൃ૝Λಘͨɺݐ෺ʹׯব
ͯ͠ ࣗ༝ͳزԿֶͷܗΛੜΉγεςϜɻ��ʷ��NNͷ
ਨ木̑ͭͷ長 Λ͞͏࢖ ɻ

木ޱΛന͘ ృ૷ࣉӃݐஙͳͲͰ
෗り΍͍͢部෼Λ保護 Δ͢
ͨΊʹމคͰృ૷ Δ͢

ͱ͜Λࢀরͨ͠ɻ

ʹব͢ΔͨΊׯʹ෺ͷϑΝαʔυͷԜತ΍؃൘ͳͲݐ
ઌ୺ͷ長 Λ֬͞保͢Δઃܭɻ長͞ͷҟͳΔೋ૚ͷઢࡐ

木ޱΛന͘ ృ૷ࣉӃݐஙͳͲͰ木ޱΛന͘ ృ૷ࣉӃݐஙͳͲͰ
෗り΍͍͢部෼Λ保護 Δ͢෗り΍͍͢部෼Λ保護 Δ͢
ͨΊʹމคͰృ૷ Δͨ͢ΊʹމคͰృ૷ Δ͢

ͱ͜Λࢀরͨ͠ɻͱ͜Λࢀরͨ͠ɻ

ଔ

ۀ

੍

࡞

ன
ؒ
෦
�
೥

28

ଔ

ۀ

੍

࡞

ன
ؒ
෦
�
೥

29

՝ޠΛΊ͙Δ෺࣌ ୊

比護 結子ゼミΫϥε

比護 結子、େদ ढ़ߨل ࢣ

�� શܠɹ�� ߏ成部ࡐͷઃఆɹ�� ࠩ͠ࠐΜͰ͏࢖Ո۩ ɹ
�� Մม͢ΔγεςϜɹ���� ΞΠϨϕϧͰͷ෩ܠɹ�� Մ
ม͢ΔγεςϜͷίϚࡱりɹ�� ϘϩϊΠਤΛઢࡐʹஔき
Δɹ͑ߟΔɻδϣΠϯτΛಈか༷ͯ͠ʑͳա͝͠ํΛ͑׵
�� ौ谷ͷಛ௃ͱ΋͍ Δ͑αΠϯʹ஫໨͠ ɺελσΟʔΛ
行ͬͨɻஅ໘తͳ֗ͷࣸਅʹ఺Λ͏ ͪɺ఺ͱ఺ͷ࠷୹
成ͨ͠࡞཭͕ΘかΔϘϩϊΠਤΛڑ ͱ͜ʹ Αりɺ৽͍͠Ϩ
ΠϠʔ͕෩ܠͱ͠ ͯՃΘΔɹ��� ࣮ੇͷ໛ܕͰδϣΠϯ
τͷελσΟʔ

౎ࢢͷܺؒʹՄม͢ΔΤϨϝンτΛૠೖ͢Δ
ͱ͜Ͱߏ଄Λ੒Γཱ͍ͨͤͯΔɻ

P O I N T

ௗは人のॅΉՈによく૥を作り、֗中に自分たちのڌり所を୳している。人に
とって、ެ共ۭ間である「道」は歩くためɾަ通のためだけではなく、何かを
作りग़すきっかけやڌり所にできる場所である΂きだと考える。ීஈとҧうࢹ
఺で֗を見ることができる「૥」のような新しいډ場所を、単७なૢ作で創り
たい。人とެ共ۭ間を͙ܨ ഔհとしてのԾઃݐஙが、֗の෩景をも࠶生する。

P r o j e c t

εΩϚυϦ
ԣҪ Ώ͍ Y O K O I ,  Yu i

りંͨ ͨΉ

Δ͛޿ ల։͢Δ

1 . 5 . 6 .

7.

8 . 9 .

1 0 .

2 . 3 . 4 .
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՝ޠΛΊ͙Δ෺࣌ ୊

比護 結子ゼミΫϥε

比護 結子、େদ ढ़ߨل ࢣ

�� શମ၆ᛌύʔεɹ ���� Έ  ͪ಺؍ύʔεɹ�� Έ  ͪ
෩ܠɹ�� Έͪʹ઀ଓ͢Δॅ୐部෼ɹ���� ྘ಓかΒ �
౩ͷॅ୐ͦΕͧΕͷͧΉɹ�� ྘ಓෑ஍ਤ

� ຕͷߏ଄น͸྘ಓΛ८ΔΑ͏ ʹ૿ઃ͞Εɺ
ల։͍ͯ͘͠ɻ

P O I N T

単身ऀに向けた集合ॅ୐を;たつఏҊした。಺側を֎側にۺԼをͻっくりฦ
したような形状にすることで、ෑ஍಺に಺෦のような֎෦がつくられ、もう1
ຊの「みち」を生みग़した。ଞऀの日常を自らの生活に取りࠐΉことで、日常
に変化をもたらし๛かな生活が生まれるのではないかと考えた。日々のかすか
な෩景がॅΉ人にとっても、みちを歩く人にとっても、特ผなものになることを
。うئ

P r o j e c t

͖Ζ͘ Ί Γ͘�r �ྡͷ೔ৗΛา Έͪ͘�r

ੈࣿ 藤޻ K U D O ,  S a y o

�� ύʔεεέονɹ�� ίϯίϯͷՈ໛ࣸܕਅɹ�� ΰϩ
ΰϩͷՈ ԰্໛ࣸܕਅɹ�� όλόλͷՈ ซઃݟकり
ΧϑΣεϖʔεɹ�� ෑ஍഑ஔਤ

ެԂʹΑͬͯ஍Ҭ͕分அ͞Ε͍ͯΔݱঢ়Λɺ
ੜెֶ͕ಐࢪઃʹ௨͏͜ ͱͰ৽ͨʹฤΈ௚͞
ΕΔɻ

P O I N T

学校に行く意ཉが༙かͣݽ立を感じているখ中学生に向けた学ಐࢪઃ。ෑ
஍は࡛ݝۄ新ࢢ࠲のॅ୐֗にғまれた୹冊状のެԂ。中৺にฒͿ໦ と々左
右のॅ୐のܺ間を๓うように3つのݐஙがฒͿ。֯ࡾ形を܁りฦしંりۂげ
た形の԰ࠜは、ඞཁ以্のࢹ線をःஅし、໦々へのෛ୲もݮらしている。େ
きなݢԼを作ることでݐஙの֎෦と಺෦をܨいでくれる合間のۭ間が生まれ、
そこからこどもと஍Ҭのܨがりも広がっていくよう考えた。

P r o j e c t

Ͳ͜΋ͷՈ�ΑΓ͍͋�r �஍Ҭͱ͕ܨΔୈ � ͷډ৔ॴ

ُҪ ྰಹ K A M E I ,  R e n a

1 . 2 .

3 .

1 .

2 . 3 . 4 .

5 .

5 .4 . 6 .

8 .7.
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͕Μͱͱ΋ʹੜきΔ人ͷͨΊͷ৔ॴΛ୆࿷ͷެԂ಺ʹܭը͢ΔɻެԂか
Β୭Ͱ΋ೖΕΔΪϟϥϦʔかΒೖΔͱɺऀױ΍Ո଒ͷͨΊͷڞ༻εϖʔε
΍ݸʑͷεϖʔε͕ゆͬͨりͱ഑ஔ͞Ε͍ͯΔɻ木ࡐΛͨͬ࢖ΠϯςϦΞ
͸໘ന͍͕ɺϓϩάϥϜかΒߟ Δ͑ͱ΋͏ গ͠Ժ΍かͳۭ͕ؒٻΊΒΕΔ
ͷͰ͸ͳ͍ͩΖ͏ かɻ

RE _
T S A I ,  Yu n  H s i n

ൺࢠ݁�ޢ�θϛߨ ධ

比護 結子ߨ ධ

தࢁ ӳ೭ （தࢁӳ೭建築ઃࣄܭ຿ॴओ࠻）ήετ

Ͳ͜΋ͨͪͷډ৔ॴΛͭ͘ りͨ ͍ɺͱ͍͏೤͍͍ࢥかΒελʔτ͠ ͯɺॅ୐
஍ͷ中ʹ͞࢒Εͨ྘஍ʹ஍Ҭͷ大人͕ݟकΔ৽͍֓͠೦ͷ児ಐؗΛσβ
Πϯ͠ ͨɻͳかͳかΧλν͕ܾまΒͣ ʹۤઓͯ͠ ͍͕ͨɺ樹木ɺ Ͳ͜΋ͷ༡
ͼɺ Ͳ͜΋΍大人ͷࢹઢɺप辺ॅ୐ͱͷؔ܎かΒ௚ײతʹ໛ܕΛͭ͘ Δ͜
ͱͰεςοϓΞοϓͰきɺָ͘͠ 美͍͠԰根΍಺部ۭؒʹ্͕ͨͬ࢓ɻෑ஍
΋ັྗతͳͷͰɺ൒԰֎ɺ԰֎ɺ֗まͰࢹ఺͕͛޿ΒΕΔͱΑかͬͨɻ

こどもの家 よりあい ‒  地域と繋がる第 3 の居場所

ُҪ ྰಹ K A M E I ,  R e n a

P.31

ϑΝογϣϯʹڵຯΛ͕ऀ࡞ͭ࣋ɺ原॓Λ෣୆ʹ৽ͨͳ文ԽΛදݱͰき
Δ৔Λͭ͘ Ζ͏ ͱࢼΈͨ࡞඼ɻ஛下௨りͱϒϥʔϜεͷ小࿏ͱ͍͏झͷҧ
͏̎ ͭͷ௨りΛݐஙͰ͛ܨɺ௨りൈ͚Δ͜ ͱͰଟ༷ͳੑݸΛମ͢ݧΔ৔Λ
ͭ͘ ΔɻϞϊかΒۭؒ΁ͷൃ૝ͷδϟϯϓ͕ͱͯ΋೉͠か͕ͬͨɺʮ原॓ʯ
ͱ͍͏৔ॴʹ஫໨͢Δ͜ ͱͰղܾͰきͨΑ͏ ͩɻ

とおりとおる
ᖒ ෨ S AW A ,  K a e d e

ϖοτϘτϧΛૉࡐʹۭؒΛͭ り͍ͨ͘ɺͱ͍͏೤͍͍ࢥΛ؏͍ͨ࡞඼ɻ
ۭؒͷఏҊʹ͸ࢸΒͳか͕ͬͨɺϖοτϘτϧΛׂ͘ Λͭ͘۩޻ りɺͻͨ͢
ΒʹฤΈଓ͚ͨ೤ྔʹ͸୤๧͢Δɻࠓ後ͷల։ʹ΋ظ଴͍ͨ͠ɻ

FUNGUS  OF  C I T Y
അ ᓹᖒ M A , I k u d a k u

ଟ摩川ʹՍかΔ̎ ͭͷ橋ͷؒʹܭը͢Δɺଟ摩川ͷࣗવΛ͢࡯؍Δࢪ
ઃɻڊ大ͳߏ଄෺ͱࣗ વΛܨ Α͛͏ ɺͱ͍ Ξ͏ΠσΟΞ͕໘ന͘ μΠφϛοΫ
ͳۭ͕ؒͰき͕ͨɺࣗવͱͷ޲き߹͍ํ͕෺଍りͳ͍Α͏ ɻ͏ࢥʹ

『十』メートルの隙間
H O U ,  X i n g y u

ʮ஍Ҭʹ根ࠩͨ͠΋ͷΛͭ͘ り͍ͨʯͱ͍͏͍ࢥかΒ࢝まりɺڷނͷ੨森
Λ෣୆ʹɺ఻౷ܳ޻ͷ࡞りखͷ৬ॅۭؒͱ஍Ҭͷ人΍؍光٬͕ू͍ަ
ྲྀ͢Δ৔Λͭ͘ Δ࡞඼͕׬成ͨ͠ɻ੨森Ӻલʹ͕޿Δւʹுりग़ͨ͠三
りखͱ๚໰ऀ͕ͱ͜࡞ͷܳ޻ଶ͕ҹ৅తͰɺ఻౷ܗͷܗ֯ ΖͲ͜ΖͰަ
ΘΔೋॏཐટͷߏ成΋໘ന͍ɻࠓまͰͷ՝୊Ͱ͸ະݧܦͷ大ن໛ͷݐ
ங΁ͷ௅ઓͩͬͨͱ͕͏ࢥɺϓϩάϥϜΛฒ΂ΔاըॻʹͱͲまΒͣɺܗ
ଶͷελσΟ΍ऀॅډʢ৬人ʣͱདྷ๚ऀͷࢹ఺ͰΠϯςϦΞͷࡉ部まͰऔ
り૊Ή ͱ͕͜Ͱきͨͱ͏ࢥɻ

継ぎ編み
࿧ ࠓ K O N ,  Ya m a t o

P.26

๽田۠ͷきΒきΒ঎ళ֗ʹऒかΕɺθϛͷલ൒Ͱ͸঎ళ֗ͷϦαʔνΛ
行ͬͯきͨɻͦ͜ かΒɺ঎ళ֗ͷҰ֯ͷू߹ॅ୐Λऄෲঢ়ͷΤϨϝϯτ
ʹΑͬ ͯϑϨΩγϒϧ Ϧʹϊϕʔγϣϯ͢Δ࡞඼ʹまͱまͬ ͨɻط成ͷεϖʔ
εかΒ͸Έग़ͨ͠りંりͨ ͨまΕͨり͢ΔऄෲͷΞΠσΟΞ͕໘ന ɺ༷͘ʑ
ͳ৔ॴͰల։Ͱきͦ ͳ͏࡞඼Ͱ͋Δɻ

蛇腹のフレキシブルで･生活をフレッシュ
C H E N ,  L i h o n g

θϛͷॳظかΒʮ΍ΘΒか͞ʯʹڵຯΛ͍ͨͯͬ࣋ɻ౎市ͷܺؒͰ͋ͬ
ͨりɺԾઃతͳ࡞りํͰ͋ͬͨりɺࡉかͳ部ࡐͷू߹ͱ͍ͬͨɺ͍޿ҙ
ຯͰͷʮ΍ΘΒか͞ʯཁૉ͕͜ͷ࡞඼ͷ根ఈʹ͋ΔΑ͏ 木͍ࡉɻ͏ࢥʹ
૊ΈͰɺ֗ͳかͷʮεΩϚʯʹ૥ͷΑ͏࢓ͱδϣΠϯτΛ૊Έ߹Θͤͨࡐ
ͳԾઃͷډ৔ॴΛͭ͘ Δɻौ谷ͷ֗Λ၆ᛌతʹݟΔ͜ ͱかΒɺ人ྗͰ૊
Έཱ͕ͯͰきΔΑ͏ σΟςʔϧΛݕ౼ͨ͠ ��� ͷϞοΫΞοϓまͰɺଟ༷ͳ
εέʔϧͰ͑ߟΒΕ͍ͯΔɻࠓ後ͷల։ͱ͠ ͯɺ࣮ࡍʹͲ͜かͰͯͬ࡞Έ
ͯ΄͍͠ɻ

スキマドリ
ԣҪ Ώ͍ Y O K O I ,  Yu i

P.28

࿡本木ͷ高Ս下ʹՄಈͷϑϨʔϜʹΑΔΞʔτ΍ϑΝογϣϯͳͲͷΠϕϯ
τεϖʔε͕ग़͠ݱɺ大きͳಓ࿏ʹΑͬ ͯ෼அ͞Ε͕͕ͨ֗ܨΔɻՄಈϑ
ϨʔϜʹΑͬ ͯଟ༷ͳۭ͕ؒͰきΔ͜ ͱ͕΋ͬ ͱදݱͰきΔͱΑかͬͨɻ

A r t  Tr a i l：六本木でアートと風景を楽しめるトレイル
C H E N ,  M e n g t i n g

ॅ人ͷ͞͞ ΍かͳ೔ৗͱ֗Λา 人͕͘ඍົͳڑ཭ײͰ৮Ε߹͏ॅ୐ͷఏ
Ҋɻ೔ৗΛ௲Δ೔هかΒߏ૝Λಘͯʮྡͷ人ͷ೔ৗ͕ࣗ෼ʹͱͬ ͯͷඇ
೔ৗͱͳΔʯΑ͏ ͳ฻Β͠ ͕Ͱきͳ͍かɺͱ͍͏͜ ͱΛ໛ͯ͠ࡧ ͍ͨɻͦͷ
ੈք؍Λܗʹͯ͠ ͍͘ ͷʹ͸ͱͯ΋ۤઓͯ͠ ͍ͨΑ͏ ɺ྘ಓΛา͕͘͏ࢥʹ
ͱ͍͏行ҝΛഔ介ʹ͕ܗͰき͸͡Ίͨɻܗ͍ڧଶʹҾͬுΒΕͯ͠ ま͍ɺ
଍りͳかͬͨか΋͕ؒ࣌͠部まͰͭΊΔࡉ Εͳ͍ɻ

きろくめくり ‒ 隣の日常を歩くみち ‒

ੈࣿ 藤޻ K U D O ,  S a y o

P.30

ʲ૯ධʳ
͜ΕかΒϓϩͱ͠ ͯ૥ֶཱ͍ͬͯ͘ੜͨͪʹɺଔ࡞੍ۀͰ͸ࡏݱࠓͷਖ਼ղͰ͸ͳ͘ ͯɺগ͠ઌͷະདྷ΁͚ͯ޲ԿΛ͚ͭݟΔか͕大੾ͩͱ఻͍͑ͯΔɻະ஌
ͷະདྷͷͨΊͷσβΠϯͰ͋ΔかΒਖ਼ղ͸ͳ͍ͷ͚ͩΕͲɺະདྷ͸ࡏݱͷԆ長Ͱ͋ΔかΒɺࠓΛͲ͏ ΊΔか΋ඞવʹͳͬͯͭ͘ݟ Δɻग़਎஍΍എ͕ܠ ま͟͞
まͳֶੜͨͪɺίϩφՒͰֶੜ࣌୅Λաֶͨ͝͠ੜ͕ͨͪͲΜͳະདྷΛߟ Δ͑ͷͩΖ͏ かɻͦΜͳ͍ࢥͰ̍ ೥ͷθϛΛͭݟΊͯきͨɻ

ஙՈʣݐධऀɿ中山 ӳ೭ʢߨɻήετܠධ෩ߨऴ࠷ ˛
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Ճ޻とల։՝ ୊

エレメントデザインⅢAΫϥε

େݪ Թߨ ࢣ

	Δͱ͍͏γϯϓϧͳ՝୊ɻୈҰ՝୊Ͱ͸ɺΠέΞͷҜ子ʮ*7"3͢޻੡ͷ木੡Ҝ子ΛՃط ΠʔϰΝϧ 
ʯʹՃ޻Λ͠ࢪɺػೳɾڧ౓ɾมԽΛ͢ڀݚΔɻୈ
ೋ՝୊Ͱ͸ɺୈҰ՝୊ ͷՃ޻ͷͮ͘جʹڀݚɺҜ子ͱରʹͳΔۭؒͷΤϨϝϯτΛ੍͢࡞Δɻ֮ײతʹखΛಈか͠Ճ͢޻Δ ͱ͜ʹΑΔมԽΛͲͷΑ͏ ɺ͑ߟʹ
ͦΕΒΛ෺΍ۭؒͷσβΠϯʹͲͷΑ͏ ʹԠ༻ͰきΔͷかΛ͢࡯ߟΔɻまͨɺಉ͡ର৅ʹऔり૊Ή ͱ͜ʹΑͬ ͯ人ͱͷίϛϡχέʔγϣϯ΍൷ධͷํ๏Λֶͼ
ͳ͕Βଟ֯తͳ΋ͷͷํ͑ߟΛֶͿɻ

いらなくなったϥάを΄どき、ϑΣルτχーυルでࢗすことでॊらかくܨいでいる。
自分の޷みに合Θせて΄͙ したり、ໟࢳをくっつけたりもできる。一度ฤんだ
ໟࢳ特有の「ちͫれ」がなんともいいຯをग़し、ͻと਑ͻと਑さすたびにେきく
成௕して、まるで自分が生みग़した生き物のように感じる。

P r o j e c t

͚͚΋;;
ᖒ ෨ S AW A ,  K a e d e

�� ͚͚΋;;શ ମ ૾ɹ�� ͩき͠ΊΔɹ�� ͢ΘΔɹ
�� ͶΔ �� શମ૾ɹ�� άϨʔνϯάͱ木ͷ઀߹部ɹ ໘΍࠲ ̏�

୨ͱ͠ ͰきΔάϨʔνϯά༺࢖ͯ

Ϋογϣン΍ιϑΝͷΑ͏ ʹ͔ͨͪΛม͑ɺ๊͖
͠ΊͨΓ਎ମΛҕͶΔ͜ ͱ͕Ͱ Δ͖ɻ

P O I N T

ීஈ໨ʹ͢Δ࿈ଓ͢ΔάϨーνンάͷΑ͏ ʹ͜
ͷϕンν΋͍͔ͭ͘૊Έ߹Θͤͯ࿈ଓͤ͞Δ

ͱ͜Ͱํ͍࢖Λ֦ு͍ͯ͘͠ɻ

P O I N T

֗にग़るとどこにでもあるάレーνンάをϕンνの࠲໘として、また୨として༻
్を変えながらも機能性を広げていくΤレϝンτを考えた。異ૉࡐと組み合Θ
せることで࣭感のҧいが生まれݸ性的なスπールとして্࢓げた。

5� � T UPP M
P r o j e c t

࿧ ࠓ K O N ,  Ya m a t o

3 .

1 . 2 .1 .

4 .2 . 3 .
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ΔΠϯςϦΞΤϨϝϯτ՝࠲ ୊

エレメントデザインⅡBΫϥε

ߨमฏ ࢁࣲ ࢣ

ʮ࠲Δʯͨ ΊͷΠϯςϦΞΤϨϝϯτͷσβΠϯɻҜ子͸ɺʮ࠲Δʯͨ Ίͷಓ۩ͱ͠ ͯ͸࠷΋ϙϐϡϥʔͰ਎ۙͳ΋ͷͰ͋Δɻ՝୊Ͱ͸ɺྺ史ͷ中Ͱ਺ଟ͘ੜΈ
ग़͞Εͯきͨ名࡞Ո۩౳Λࢀর͠ɺͦΕΛࣗ෼ͳりʹϦɾσβΠϯ͢Δͱ͍͏ํ๏Ͱ৽͍͠ΠϯςϦΞΤϨϝϯτΛ͑ߟΔɻૉࡐͷڧ౓ɾ࣭ײ΍Ճํ޻๏Λ
ࣗ෼Ͱௐ΂ɺσβΠϯɾ࡞ਤかΒ໛ܕʹΑΔূݕɺ原ੇ大ͷ੍࡞ͷҰ࿈ͷྲྀΕΛशಘ͢Δɻͻͱͭͷ名࡞Ո۩ͱ޲き߹͏͜ ͱͰɺ΋ͷͷ成りཱͪ΍ૉࡐɺ
଄ͳͲߏ ま͟͞まͳσβΠϯͷཁૉɾഎܠΛ理ղ͢Δ͜ ͱΛ໨తͱ͠ ͨ՝୊Ͱ͋Δɻ

ステッΩのような背もたれを「ϙンッ」と入れて࠲るΤレϝンτのఏҊである。ࢴ
ίップにࣃϒϥシがࢗさったイϝーδで制作した。背もたれがνΣΞにΩϟϥク
ター性を༩え、࠲り方をఆ義付けている状況を、૔ມ࢙࿕ࢯの静ԬϑΝχί
ンのҜ子や"QQMF�)POFZから着૝を得てデザインした。

P r o j e c t

DVQ
େԼ ߤ O S H I TA ,  K o

 ��Πϝʔδɹ�� εέονɹ�� μΠΞάϥϜɹํ͍࢖ ��
શମ૾ɹ Δɹ�� ελοΩϯάɹ�� ਤ໘࠲ ̑� ෩࡞੍ ��Ήɹࠐ଄ମͷؒʹ光͕ࠩ͠ߏɻܠ෩༺࢖ ��

ɻ໘ͱ೾൘ΛҰ૚෼ͱ͠ܠ ͯॏͶ͍ͯ͘ ɹ�� શମ૾ɹ�� 
ਤ໘

໘Ͱ͸ͳ͘ ʮԑʯʹ࠲Δͱ͍͏఺͕ಛ௃ɻഎ࠲
ͦΕͧΕ͕ಠཱͨ͠ΤϨϝンτͱͳ͍ͬͯΔɻ

P O I N T

೾൘Λτϥスߏ଄ͷΑ͏ ʹଊ͑Δ ͱ͜Ͱɺޫ΍
෩ߏ͕ܠ଄ମͷܺؒΛൈ͚ɺڥ؀ͱݺԠ͠
ͳ͕Β༷ʑͳද৘͕ੜ·ΕΔɻ

P O I N T

ஈϘールで作られたՈ۩シϦーζの΢Οάルスπール（ϑϥンクɾ0ɾήーϦー
�1��0）から、ஈϘールのτϥス構造をもとにϦɾデザインをした。ࢴと同じく
単ମでは଱性強度のない 0��NNのബいΞルミ൘を࢖༻し、ΪϦΪϦの強度で
成立するີ度のূݕを重Ͷた。

5SVT T � 4UPP M
P r o j e c t

தඌ ಏ子 N A K A O ,  To k o

4 .

1 .

2 .

3 .2 .

7.

3 .

1 .

5 .4 . 6 .
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ੜ੒͢ΔΠϯςϦΞΤϨϝϯτ՝ ୊

エレメントデザインⅡAΫϥε

ยࠜ Յ隆ߨ ࢣ

਎ۙʹ͋ΔϞϊͷߏ଄Λ͠࡯ߟɺͦͷϞϊͷ成りཱͪΛऔりೖΕͨߏ଄ϞσϧΛ木΍ࢴ౳Λ࢖༻ͯ͠ ผͷํ๏Ͱߏ࠶ங͢ΔɻͦΕΛੜ成͠೿ੜͤ͞Δ ͱ͜
ͰΠϯςϦΞΤϨϝϯτΛ੍ۭؒ͠࡞Λߏ成͢Δɻߏ଄Ϟσϧ͕͍ͯͬ࣋Δಛҟੑ͕ੜか͞ΕΔϞϊΛߟ Δ͑ ͱ͜Ͱɺߏ଄΍ૉ͕ͭ࣋ࡐಛੑΛΑ͘ 理ղ͢Δɻ
ͱΒΘΕա͗ͣʹ৽͍͠ҙຯͱࣗ༝Ͱ๛かͳ฻Β͠ʹڥ΍؀ํ͑ߟଘͷط Λͭ͘ ͍ͬͯ͘͜ ͱΛ໨తͱ͠ ͨ՝୊ͱͳ͍ͬͯΔɻ

஄力を持つ新たなૉࡐとして、ឌとϫイ
Ϡーの組み合Θせに着目した。େきさや
形の異なるٿମがܨがり、人間のൽෘが
新しいࡉ๔がݹいࡉ๔に取って୅Θる༷
を໛฿する。新しいൽෘࡉ๔を生みग़し、
ঃ々に্ঢしていくաఔをදݱしている。
このૉࡐを࢖༻することで、૝૾していた
๔のイϝーδを࣮物のΤレϝンτへとঢࡉ
՚する。

P r o j e c t

༔
ゆ う

S U N ,  D a n w e n

�� ࿈ͳりɺཱମԽ͢Δࡉ๔ɹ�� Χʔςϯɹ�� 光Λ௨ͨ͠
ΧʔςϯͷӨɹ�� γϯάϧͷૉࡐ

੾Γɺ࢓๔ΛԠ༻ͨ͠デザイン͸ɺΧーςン΍ࡉ
பͳͲΛ૝ఆ੍ͯͨ͠͠࡞ɻ

P O I N T

�� શମ૾ɹ�� ༳Β͠ ͍ͯΔ༷子ɹ�� ߏ଄ͷ֦大ࣸਅ

৮ΕΔͱੜ·ΕΔઈົͳ༳Ε͸ɺ·ΔͰੜ͖෺
ͷΑ͏ ΒΕΔɻ͡ײʹ

P O I N T

�� શମ૾ɹ�� ૉࡐɾߏ଄ͷࡉ部

੾ΓࠐΈΛೖΕטΈ߹ΘͤΔߏ଄ͷͨΊɺඞཁ
ͳॴʹύーπΛ௥Ճͯ͠ߏ଄ಉ࢜Λͭͳ͗߹Θ
ͤΔࣄ΋Մೳɻ

P O I N T

##2τンάが։ดする࢓組みである「ス
テンレス੡の取っखʴখさい൘όω」を「ΰ
ϜνϡーϒʴϙϦΧーϘωーτ൘」にஔき׵
え、平໘的なものが自立する新しい構造
Ϟデルを制作した。ΰϜνϡーϒの中にϙ
ϦΧーϘωーτ൘を入れて切れࠐみに端を
ࠩしࠐΉと自立し、ΰϜのຎࡲによって҆
ఆする構造。࿈݁していくことでパーテー
ションや༳れるΦϒδΣに変化し、人の動
作にՃえて༊しを༩える。

(PNV � T U BOE
P r o j e c t

໦ଜ ޫر K I M U R A ,  M i t s u k i

�� શମ૾ɹ�� ऩೲࣸਅɹ�� র໌部෼

๮ࡐΛೋ౳分͠ճసͤ͞Δ͜ͱͰɺ୯७ͳ͕Β
΋ଟ༷ͳද৘ΛΈͤΔΤϨϝンτͰ͋Δɻ

P O I N T

௺切りの̎つのԁபがճసして៉ྷにऩ
ೲされる఺に着目した。このΤレϝンτもま
たԁபを࣠にճసし、一ຊの๮の中にऩ
ೲできるর明になっている。ऩೲされるલ
は左右のόϥンスをٿの重さで取りながら
ۭ間を圧౗し、ऩೲされるとインテϦΞに
༹けࠐΉ。

5I JO � 4U J D L
P r o j e c t

େԼ ߤ O S H I TA ,  K o

「ંると強くなり৳ॖする特性」から構造Ϟ
デルをநग़し、ંったέンτࢴに切りࠐみ
を入れパーπを࿈݁させた৳ॖ自在なΤ
レϝンτを制作した。৞ΉとऄෲϋϦηン
のようにখさくなるが、広げるとそれぞれの
ܺ間からޫがνϥνϥと೷かせながら৳び
てΏく。

͓Γ͔͞Ͷ
P r o j e c t

઒ಸ෦ ། K AW A N A B E ,  Yu i

1 .

3 .

2 .

1 .

3 .

2 .2 .

4 .

3 .

1 .

1 .

2 .
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1BSL�$PNQMFY՝ ୊

インテリアデザインⅢAΫϥε

ߨਓ׮ อٱ ࢣ

ҿ৯Λϕʔεͱ͠ ͨҟछ༻్ͷෳ߹ࢪઃΛʮौ谷ཱ۠๺谷ެԂʯ಺ʹܭը͢ΔɻطଘίʔώʔετΞͷݐஙߏ଄Λطଘར༻৚݅ͱ͠ ɺ԰֎ར༻धཁ͕高
まΔ中ɺফඅɾ行ಈɾՁ஋؍ͷมԽɺࠓ後ͷ঎ڥ؀ͷՄೳੑΛ͑ߟɺ԰֎ͱࣨ಺ͷڥքઢɺڥ؀ɺݐஙɾΠϯςϦΞɾՈ۩ɾΞʔτ౳ͷΧςΰϦʔΛ௒
͑ͨఏҊΛ໛͢ࡧΔɻ଄ܗɾσβΠϯͷ༗ܗͷັྗ͚ͩͰ͸ͳ͘ ɺώτ΍ϞϊɺίτͳͲແܗͷࣄ৅΋Πϝʔδ͠ɺίϛϡχέʔγϣϯΛྀͨ͠ߟσβΠϯɺ
ΊΔɻٻ΍σΟςʔϧɺαΠϯʹ͍ͭͯͷఏҊ΋ࡐɺૉثॄ

ौ୩はいろんなものが混ざってるொ。ौ୩ެԂ通りの一֯に෯1�DN�のスνー
ルమ൘ɾߴさ�0DNのうͶうͶがݱれる。ࡤなのかテーϒルなのかよくΘから
ないうͶうͶ。一൪ڱい 30DNの間ִの1うͶをつくってから、どんどん広い
間ִになっていく。Ֆஃ΄どのܺ間から、গしେきいथ໦が২えられる෯になっ
て、人が1人ډられる間になって、ίンϏχをԾઃできる場所になって、広場
くらいになると、うͶうͶはもう意識されなくなる。だんだん、ࡤの役割、ֻࠊけ、
テーϒル、ళの୨、場、とその広さとともに役割を֦ுしていく。

P r o j e c t

0C KFD U
ேా ઇ๖ A S A D A ,  Yu k i m o

�� Πϝʔδεέονɹ�� ၆ᛌ͢Δɹ�� ͩΜͩΜͱ෯͕
޿ り͕ɺ人ʑͷա͢͝৔ॴͱͳΔɹ�� 平໘ਤ

�� ΩονϯΧ΢ϯλʔまΘり͸ॄثͷํ޲Λม͑ͯΧ΢
ϯλʔͷ高͞ʹ߹ΘͤΒΕΔΑ͏ ʹઃ͍ͯ͠ܭΔɹ�� 
ΩονϯΧ΢ϯλʔまΘりɹ�� Մಈࣜॄثͷ഑ஔɹ�� 
Ҝ子΍ςʔϒϧͱ͕͠ثॄ ΘΕ͍ͯΔɹ�� ళฮΛ࢖ͯ
၆ᛌ༷ͨ͠子ɹ�� طଘͷபΛ元ʹσβΠϯ͠ ͨՄಈࣜ
ྉͱ͠ࡐΛࡐɻഇثॄ ͨ΢ουνοϓͷूੵࡐΛ૝ఆ͠
ͯσβΠϯ͠ ͨՈ۩ͱɺ೾൘ͷԾઃ͕ײ中ͷ༷子͕͡
ΜΘりͱ֎ʹ఻͑Δɹ�� ΞϧϛϋχΧϜͷ԰根ͷදݱɹ
�� 平໘ɾஅ໘ਤ

ͪ͝Όࠞͥͷौ୩ͷཁૉΛͭͳ͙Α͏ ʹɺՖ
ͷΑ͏ ͳখ͞ͳ୯Ґ͔Βঃʑʹ๲ΒΜͰ͍͘͏
Ͷ͏ͶͷΦϒδΣΫτɻ

P O I N T

Ϥーϩούͷ೸ͷࢢͷ԰ࠜʹ͚͔ݟΔΑ͏ ͳɺ
༷ʑͳ഑৭ͷ෍ͷॏͳΓ΍ॊΒ͔͞ΛɺΞϧ
ϛϋχΧϜͷ԰ࠜͷු༡ײʹΑͬͯදͨ͠ݱɻ

P O I N T

CSPDBOUFとはϑϥンスޠで「೸のࢢ」。೸のࢢでは人と人のڑ཭がۙく、常
に৭々なところから会࿩が聞こえてくる。ۙྡで働く人をओなターήッτにし、
ौ୩のこの場所で、೸のࢢならではのԹかみを感じられるようなۭ間を目指し
た。શମの構成ཁૉとなっているՄ動ࣜのॄثにより、「೸のࢢ」のงғ気が
ళฮの֎෦にまでల։され、多くの人がここでग़会い集えるような新しいΧϑΣ
ۭ間を考えた。

CSPDBOUF
P r o j e c t

ԣҪ Ώ͍ Y O K O I ,  Yu i

2 . 3 . 4 . 5 .

8 .6 .
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ҿ৯ళʹ෇ՃՁ஋Λ༩͑Δ՝ ୊

インテリアデザインⅡBΫϥε

ߨܓ ాݪ ࢣ

ଟ༷ੑ͕ٻΊΒΕΔݱ୅Ͱ͸ɺ͋Δಛఆͷػೳ͚ͩͰݶఆͤͣɺԿかͱ結ͼ͚ͭΔ ͱ͜Ͱ৽͍͠΋ͷΛ૑ग़͢Δػձ͕૿͍͑ͯΔɻͦ͜ʹ͸ࠓまͰʹແ͍
ൃ૝΍ॊೈͳࢹ఺͕ٻΊΒΕɺͦͷൃ૝΍ࢹ఺͕ۭؒσβΠϯʹ΋৽͍͠දݱ΍ՄೳੑΛੜΈग़ͯ͠ ͍Δɻ֤͕ࣗߟ Δ͑ڥ؀΍ઃఆͷ中Ͱҿ৯ۭؒΛ૝
ఆ͠ɺͦ ͷ৔ॴͩかΒ͑ߟΒΕΔ৽ͨͳՁ஋Λ༩ۭ͑ͨؒσβΠϯΛఏҊͯ͠ ΋Β͏ ɻ๚Εͨ人ʹԿΛͯ͡ײ΋Β͍ɺͲΜͳײಈΛͯͬؼͪ࣋΋Β͏ かΛҙࣝ͠ɺ

ʮ఻ Δ͑ʯۭ͚ؒͩʹऴΘΒͣɺʮ఻ΘΔʯۭؒΛߟ Δ͑ɻ۩ମੑΛҙࣝ͠ͳ͕Β΋ಠ૑ੑͷ͋ΔۭؒͷఏҊΛظ଴͢Δɻ

新઱な঎業ମ験を目指し、「)PVTF�PG�'JOO�+VIM」のՈ۩ショールーϜとΧϑΣ
を合Θせてઃܭした。ډ৺஍ྑさなどをしっかりࢼせないै来のショールーϜ
とは異なり、ίーώーをखにΏっくり時間をա͝し、自分のՈでՈ۩を࢖う༷
子を૝૾するような新しいߪ入ମ験のఏڙを目指した。େきなՈの中で歩くに
つれՈ۩を発見するମ験をݱ࠶するため、ۭ間を༷々な෦԰に分けた。また
૭をઃけることにより、ଞのۭ間へもڵຯをҾくよう৺がけた。

P r o j e c t

"U�)PNF�'VSOJUVSF�4IPXSPPN�NFFUT�$PG GFFIPVTF
B R U N E T,  M u r i e l  A n n e

�� ্かΒݟ下Ζ͠ ͨΧϑΣͷϨΠΞ΢τɹ�� ಺部ͷนʹ
ઃ͚ͨ૭ͷҰྫɹ�� ֎นͷ૭Λ௨ͯͨ͠ݟ中ͷ෩ܠɹ
�� ΧϑΣ಺ͷ෩ܠΛඳࣸ͢Δύʔεɹ�� 平໘ਤ

�� ஍্ɾ#�' ΛΈΔɹ�� ύϒϦοΫεϖʔεͰա͢͝ɹ
�� ֊ஈかΒΧ΢ϯλʔΛΈΔɹ�� ஍্ύϒϦοΫεϖʔ
εɹ�� #�' ΧϑΣεϖʔεɹ�� ෑ஍ਤɹ�� 平໘ਤʢBɿ
ϑϦʔεϖʔε CɿΧϑΣΤϦΞ DɿίʔώʔΧ΢ϯλʔ Eɿ
ਥ๪ FɿελοϑϧʔϜ GɿτΠϨʣɹ�� ��� ԁΞʔν࢖
༻Πϝʔδ

'JOO +VIM ͷಛ௃Ͱ͋Δ༗ػతͳϑΥϧϜ͔
ΒώンτΛಘͯɺ׈Β͔ͳۂઢΛน΍૭ʹ൓
өͨ͠ɻ

P O I N T

ҰͭͷܗଶͷՄೳੑΛ۷ΓԼ͛ɺͦΕ͕ʮ๛
͔͞ʯʹ͕ܨΔۭؒΛ໨ͨ͠ࢦɻ

P O I N T

「ؙの಺ΦΞκ」には人通りのগない֎通࿏がある。この通࿏্に、1�� ԁ形
のΞーνで構成したۭ間をデザイン。஍্にはパϒϦックスϖース、஍Լ֊に
ίーώースタンυをઃけた。く͙ りൈける、またはֻࠊけるなど、ۭ 間によってΞー
νの機能が༷々に変化する。このΞーνをى఺にط存のࢪઃ಺に新しいա͝
し方や人々のྲྀれが生まれる。

࣌൒࢛
P r o j e c t

ຊ ๖ࢁ YA M A M O T O ,  M o e
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たんΆΆは日が௜めばつ΅んでしまう。道端に࡙くたんΆΆを見कるように、
ଠཅはいつまでもେۭにある。たんΆΆの健気さと、͓日さまのஆかさ。それ
をදݱした中ଜ఑ঁの۟は、私たちが制作したۭ間の意ਤに合கした。࢖
༻ૉࡐは໖の෍と、たこࢳ、ؙப、ίンクϦーτϒϩック。෍を៉ྷにஎませ
るため、෍の֯にタίࢳを݁び、பのてっ΃んにスϦッυを作り、タίࢳをҾっ
ֻけてίンクϦーτϒϩックでҾっுる。ு力をՃえることで構造を成立させた。

ΠϯςϦΞσβΠϯと͸Կ͔՝ ୊

インテリアデザインⅡAΫϥε

∁ฏ ༸ฏߨ ࢣ

本՝୊Ͱ͸ʮΠϯςϦΞσβΠϯͱ͸Կかʯʹ かΒ原ੇまͰͷεέʔϧΛԣஅ͠਎ମͰ໰ܕΔͷかɺ໛͢ࡏքઢ͕Ͳ͜ʹଘڥΔɻ಺部ͱ֎部ͷ͢࡯ߟ͍ͯͭ
͍ଓ͚Δ ͱ͜Λ໨తͱ͢ΔɻୈҰ՝୊Ͱ͸ɺʮ෼ׂʯʮ࿈結ʯʮ৅௃ੑʯΛςʔϚʹ࠷小ݶͷཁૉͰۭؒߏ成Λ行͍ɺ಺部かΒݐஙۭؒ΁ͱൃలͤ͞Δ ͱ͜
ͰΠϯςϦΞσβΠϯͷ原ܕΛ୳Δɻୈೋ՝୊Ͱ͸ɺʮҰྠͷՖʯΛలࣔ͢ΔۭؒΛߟ Δ͑ɻʮ݄΋Ӣؒͷͳき͸ݏʹͯީʯͱ͸ɺဧͼ஡ͷ૆ 村田च光ͷ
ΔͱΨϥΫλͷΑ͏͢ݟ༿ɻҰݴ Ͱ͋ͬͯ΋ɺϞϊΛͭͳ͗߹ΘͤΔ͜ ͱͰۭؒΛߏ成͢ΔཁૉͱͳΔɻচɾนɾఱ井ʹཔۭͬͨؒͰ͸ͳ͘ ɺϞϊΛʮཱͯݟΔʯ
Δɻ͢ܭΕΔ৔Λઃޠ成ͰՖͷ美͠͞Λߏ

�� ۭؒύʔεɹ�� ෼ׂ 平໘ਤɹ�� ෼ׂ ΞΫιϝਤɹ
�� ࿈結 平໘ਤɹ�� ࿈結 ΞΫιϝਤɹ�� ৅௃ੑ 平໘
ਤɹ�� ৅௃ੑ ΞΫιϝਤ

�� 大ۭͷ下ɺͨΜΆΆ͸ɺ太ཅʹ޲かͬͯਅͬ௚͙ ʹ
࡙ ɻ͘ࢲͱՖ͸ɺۭΛ෴͏෍かΒإΛग़ͯ͠ɺ太ཅͷ
光ʹแまΕΔɹ�� ؑ৆෩ܠɻ෍かΒإΛग़͢ɹ�� ؑ
৆෩ܠɻ෍͕ͨゆͨ͏ ɹ�� 平໘ਤɹ�� ల։ਤɹ�� Ξ
Ϋιϝਤ

นͷԿຕ͔͸চΛಥ͖ൈ͚ɺ分ׂͱ࿈݁ͷ
ۭؒͷपΓʹݱΕɺఱҪΛ͑ࢧΔ͜ͱͰɺൈ
͚͍ͯ͘෩͕ۭؒશମΛแΈࠐΉɻ

P O I N T

ؑ৆ऀ͸ɺͨΏ·ͤͨ෍ͷԼΛਐΈɺ಄্
ʹ͍͔͋ͨ݀ΒإΛग़͢ͱɺ͓͓Β͔ͳޫΛ
ड͚ͨɺͨΜΆΆʹग़ձ͏ɻ

P O I N T

「࠭඿を歩いてきた人が、1'の日ӄに༠Θれて、ஈをの΅ったઌには、෩の
৺஍のいいԫࠚのۭ間がある」というスτーϦーを分割ɾ࿈݁ɾ৅௃性のա
ఔを通して作り্げた。分割では、นやபを࢖って؇やかに࢓切ることで、
異なる時間をա͝しながらも同じۭ気を共有する。࿈݁では、ϑϩΞのレϕル
を変化させるૢ作をすることで、性࣭の異なるۭ間がԺやかにܨげた。৅௃
性では、ϥンμϜにݐったนでϑϩΞを持ち্げ、಺෦に向かうための؇やか
なஈをの΅るシークΤンスをઃけた。ൈけていく෩がۭ間શମをแみࠐΉ。

͕ͨͦΕͷؒ
P r o j e c t ʦୈҰ՝୊ɿインςϦΞデザインͷܕݪΛ୳Δʧ

ཬࣚ ݹࠤ S A K O ,  S h i o r i

ϙϙɺϙ
P r o j e c t ʦୈೋ՝୊ɿʮҰྠͷՖʯΛలࣔ͢Δۭؒʧ

ཬࣚ ݹࠤ S A K O ,  S h i o r i தඌ ಏ子 N A K A O ,  To k o

ঃ ळٓ J O ,  C h u i H U A N G  Y i s h a n

ͨΜΆΆ΍ɹ೔͸͍ͭまͰ΋ɹ
大ۭ ʢʹ中村఑ঁʣ

෼ׂ ৅௃ੑ࿈結
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՝ ୊

住環境デザインⅢAΫϥε

খߨޫ ࢁ ࢣ

௞ିू߹ॅ୐ͷઃܭ՝୊ɻઃۀࣄ͕ऀܭओʹґཔ͞Εͯઃ͢ܭΔϓϩηεΛ࣮ࡍͷෑ஍Ͱମ͢ݧΔ ͱ͜ͰɺͲͷΑ͏ ͳܭۀࣄըͰۚࢿΛ౤ೖɾճऩͯ͠
͍Δͷかɺ۩ମతʹ理ղ͢Δɻෑ஍͸ӺかΒెา �� ෼ఔ౓ͷগ͠ऐΕͨ঎ళ֗ʹ໘͢Δɻଞͷ෺݅ͱࠩҟԽ͢ΔͨΊʹʮ�ЋͷΞΠσΞʯʢళฮͳͲผ
ͷ༻్͕ೖΔ ͱ͜΋ڐ༰͢ΔʣΛ͑ߟɺʮप辺஍ҬʯͷՁ஋΋্͛ͯɺ঎ళ֗Λੑ׆Խ͢ΔΑ͏ ͳ௞ିॅ୐ͷ͋りํΛ୳Δɻ

ターήッτは学生と単身社会人とし、ॅΉ人の「Ոにؼる目的を作る」ことにつ
いて考え、「ാ」をॅ୐に取り入れた。ॅ୐の౩の間を๓うように૭ઌۭ஍を
ෑ஍の中৺にઃけ、ۭ஍ɾೋつのॅ୐౩の԰্ɾ෦԰の૭ઌにാを確อし
た。ാにख間をかける行ҝが生活の一෦になるだけではなく、૭ઌから見え
るଞのॅ人のാをも気にかける、ྡ人同࢜のίミϡχέーションが自વと生ま
れるような集合ॅ୐を目指した。

P r o j e c t

� � C S BODIFT
ԣҪ Ώ͍ Y O K O I ,  Yu i

�� ϝΠϯύʔεɹ�� ಺؍ύʔεɹ�� Τϯτϥϯεύʔ
εɹ�� ೆଆύʔεɹ�� 平໘μΠΞάϥϜɻ༻్஍Ҭͷ
高੍͞ݶͷ৚݅Λੜかͯ͠ɺॅ୐౩ " ͸ �' চΛ஍໘
かΒ ���N 下͛ɺ༰ੵ཰΋ॅྀͯ͠ߟ୐౩ #ͱϨϕϧ
ࠩΛ͚ͭͨɹ�� શମ၆ᛌύʔεɻ԰্ͷാ͸ॅຽಉ
ͷަྲྀͷ৔ͱͳΔɹ�� அ໘μΠΞάϥϜ࢜

�� ϝΠϯύʔεɹ�� �' ໘͍ͯ͠Δಛ௃Λʹ֎͕ށॅ
ར༻ɻ大きͳ։ޱ部Ͱೖり΍͍͢ڥ؀Λ࡞りग़͢ɹ�� 
ୗ児ॴɹ�� ಠཱΩονϯϧʔϜΛށॅͭ࣋ɺϨϯλϧ
Ωονϯ΍ྉ理ࣨڭΛ։࠵Մೳɹ�� Ԃܳ΍ࣂҭͳͲɺ
大きͳ԰֎ۭ͕ؒར༻ͰきΔ�' '��'� ��ɹށॅ 平໘
ਤɹ�� அ໘ਤɹ�� ΞΫιϝਤ

ෑ஍ͷݶ੍͞ߴΛར༻͠ɺೋͭͷ౩ʹϨϕϧ
ࠩΛ͚͓͍ͭͯޓͷࢹઢ͕ؾʹͳΒͳ͍Α͏
ʹ഑ྀͨ͠ɻۭ஍΍֤ॅށ΁ͷޫ࠾Λ͑ߟɺ
นͷ͖܏Λ֊͝ͱʹมԽͤͨ͞ɻ

P O I N T

ୗࣇॴΛഔհͱͯ֗͠ͱॅډΛ͛ܨΔ΄͔ɺ
΋Ԃܳ΍ྉཧΛָ͠Ή͜ͱ͕Ͱ͖Δཁʹށॅ
ૉΛͤͨ࣋ɺࢠͲ΋΋େਓ΋ָ͠ΈΛ͚ͭݟ
ΒΕΔۭؒΛ໨ͨ͠ࢦɻ

P O I N T

集合ॅ୐にୗࣇ所を༥合させた。౦ԣ線の༞ఱࣉӺからె歩10分のޒຊ
໦঎ళ֗にҐஔする#MPDL�)PVTFは、ݸ性のある人々を寄せ集める魅力を
持つ。ϙスτίϩφ時୅ならではの多༷な働き方と同༷に、子どもたちがຊ֨
的にϦΞルとग़会うνϟンスになるのではないだろうか。

# MP DL �)PVTF
P r o j e c t

അ ᓹᖒ M A ,  I k u d a k u

ෆಈ࢈ͷՁ஋Λ࠷େԽ͢Δ
ΞΠσΞ௞ିू߹ॅ୐
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平面図

੺͍部෼͸஍下ʹ۷ͬͯ ɺচΛςʔ
ϒϧʹ͢ΔઃܭͰɺͭかͣ཭Εͣؾ
ΛՈ଒ͨͪʹ༩ͪ࣋ Δ͑ϦϏϯάϧ
ʔϜͩɻ

̎֊平໘μΠΞάϥϜ
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kitchen
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pantry

kitchen

Dining

ੜ׆ͷ行ҝͷ৔Λ
ଳঢ়ʹ͙ܨ

ˠ

ˣ

˝

˝

�N

ਧきൈ͚ਧきൈ͚ ਧきൈ͚

ਧきൈ͚ਧきൈ͚ਧきൈ͚

υϨοαʔΫϩʔθοτμΠχϯά

όεϧʔϜ
ϥϯυϦʔ

Ωονϯ

ύϯτϦʔίʔτΫϩʔΫ ෩࿊
ऩೲ

खચ͍

τΠϨ

下ବശ

Ϋϩʔθοτ

ਧきൈ͚ ਧきൈ͚ ਧきൈ͚

ॻݿ

ϦϏϯά

ϦϏϯά

部԰ۀ࡞

ਧきൈ͚ਧきൈ͚ ਧきൈ͚

αϯϧʔϜ
ΧϑΣ
εϖʔεॻࡈ

֎部ʹ͸։ޱ部ͳ͠ ͷઃܭͰɺ中৺ͷ中
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;ͨͭͷॅ୐࿦՝ ୊

住環境デザインⅡBΫϥε

େদ ढ़ߨل ࢣ

ա܂ʹڈ沢Ͱ΋ڭฬΛऔ͍ͬͯͨݐஙՈɾ篠原Ұஉͷॅ୐ڀݚΛ௨ͯ͠ ɺઓ後ͷॅ୐史ΛֶͿɻまͣஶ࡞ʰॅ୐࿦ ΛɦಡΉ ͱ͜かΒ࢝まりɺ໛ܕͱਤ໘
ʹΑΔτϨʔεɺۭؒ෼ੳɺͦ͠ Δɻ՝୊ͷ໨త͸ɺܾͯ͢͠ܭऴతʹׂ֤͕ࣗり౰ͯΒΕͨ篠原ॅ୐ͷྡʹɺ৽ͨͳॅ୐Λઃ࠷ͯ 篠原ҰஉͷσβΠϯΛ
ίϐʔ͢Δ ͱ͜Ͱ͸ͳ͘ ɺ͋͘ まͰݱ୅ͷॅ୐ઃܭʹର͢Δ໰୊ҙࣝΛ໌֬ʹ͢Δ ͱ͜ʹ͋Δɻ

ॅ୐を取りյす時には、中৺の中ఉを࢒したいと最ॳから決めていた。ಁ明
な入れない中ఉは、「ࢁ৓さんのՈ」の中ఉにରして強いίンτϥスτをҝす。
中ఉをғみながら、ดじたྠの中で生活シーンが܁りฦし動いていく。時間
と共に、ࡶ૲などは成௕していく。時はա͗ていくが、新しいものがݱれてくる。
生とࢮの共存というテーϚで、このྠの฻らしが始まる。

P r o j e c t

ޫӄͷྠ
G U ,  H a o t i a n

�� 光ӄͷྠ அ໘ਤɹ�� ॻࡈかΒΩονϯΛݟΔɹ�� 
৸ࣨかΒμΠχϯάΛݟΔɹ��ʮ山৓ Μ͞ͷՈʯͱʮ光
ӄͷྠʯɹ�� 平໘ਤɹ�� அ໘ਤɹ�� μΠΞάϥϜ

�� ύʔεɹ�� μΠΞάϥϜɾਤ໘ɹ�� ֎؍ɹ�� �' ಺
؍Λ၆ᛌͯ͠ΈΔɹ�� ೆଆ಺؍

ਓ͕ೖΕͳ͍Α͏ ͳதఉΛ͋͑ͯத৺ʹͭ࣋
͜ͱͰɺதఉͷมԽ͕ͦͷपΓͷੜ׆ʹେ͖
͘Ө͍ͯ͘͠ڹɻ

P O I N T

౦੢ͷ௨Γʹରͯ͠ɺ�ɾ�' ͦΕͧΕͷੜ׆
ͷߦҝΛଳঢ় ʮʹ৫Δʯ͜ ͱͰੜ׆Λཱମత
ʹฤΈ্͛ͨɻ

P O I N T

ྉ理をしたり、ચ୕したり、͓෩࿊に入ったり、Ոの中ではたくさんの活動が
同時にىきている。౦੢に� ຊの「通り」を通して、生活ۭ間を3つに分けた。
そこをՈ଒が行き来しながら、生活の行ҝを৫っていく。生活ۭ間をԣஅす
る通りのۭ間に、それぞれの時間がগしͣつ࿐ग़して、人がいた気഑が࢒り、
いるかもしれないという期待が生まれ、ۮવのίミϡχέーションが生まれる。
「通り」を༻いた、新しいՈ଒のڑ཭の形をఏҊしたい。

฻Β͠Λ৫ΔՈ
P r o j e c t

ཬࣚ ݹࠤ S A K O ,  S h i o r i
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੾Βͳ͍Ոɾ։͍ͨՈ՝࢓ ୊

住環境デザインⅡAΫϥε

ҏ藤 ߨ׮ ࢣ

Ոͷ಺ଆͱ֎ଆͷ྆ํͷࢹ఺かΒઃ͢ܭΔɻまͣ಺部ͷࢹ఺ͱ͠ ͯɺՈΛࡉか 夫͢Δ͜޻りํΛ࡞Խͤͣʹۭؒͷࣨݸ෼Խɾࡉ͘ ͱʹΑりɺΦʔϓϯͳ中ʹ
৔ॴΛͲ͏ډ৺஍ͷ͍͍ډ͕֤ࣗ ͭ͘ りग़͢かΛ୳Δɻ࣍ʹ֎ଆͷࢹ఺ͱ͠ ͯɺͲͷΑ͏ ͳܗͰ֎ʹ։͍ͨՈͱ͠ ըͰきΔかܭͯ ʕʕͦΕ͸಺部ۭؒʹ͓͍
ΈΑ͏ࢼͯ ͱ͠ ͍ͯΔՈ଒ͷؔ܎Λ։͍͍ͯ͘ ΈΛɺͦͷまま౎市తͳεέʔϧまͰԆ長ͤ͞Α͏ࢼ ͱ͍ ΋͏ͷͰ΋͋Δɻतۀͷલ൒͸ଞͷݐஙͷֶݟ΋ؚΊج
ૅతͳࢹ఺΍଄ܗͷτϨʔχϯάʹ౰ͯɺ後൒͸۩ମతͳෑ஍ͷ中ͰҰݢͷॅ୐Λ࣮ࡍʹઃ͢ܭΔ͜ ͱΛ௨ͯ͠ 人ͱۭؒͷ৺஍Α͍ؔ܎Λ୳͍ͬͯ͘ ɻ

�つのϘϦϡーϜ、3つの֊ஈ、�つのϑϦースϖースを持つՈをઃܭした。Ո
ఉと社会、Ո଒とՈ଒、�つの関係から考え、ϘϦϡーϜ同࢜はڑ཭感をอ
ちながらも、ϑϦースϖースによってܨがっている。1'のϑϦースϖースはࣨ಺
だが、�つのग़入ޱで֎෦とܨがっている。�'のテϥスは֎෦ۭ間であるが、
ϘϦϡーϜの間にはプϥイϕーτなงғ気が感じられる。ᐆດな入りޱのઃܭ
で、ॅ୐はఔよくίミϡχテΟに༹けࠐんでいく。

P r o j e c t

౦޲ౡͷͭࡾͷ֊ஈ
G U ,  H a o t i a n

�� ਖ਼໘֎؍ɹ�� ໛্ܕ部かΒ �' ΛྟΉɹ�� ࠨଆ֎
'� ��ɹ؍ ษڧίʔφʔ಺؍ɹ�� ഑ஔਤɹ�� அ໘ਤɹ
�� 平໘ਤ

�� ๺ଆかΒݐ෺શମΛݟΔɹ�� 西ଆΑりݐ෺શମΛ
Δɹ�� ೆଆかΒ၆ᛌ͢ΔɻϕϥϯμかΒ֊ஈΛ介͠ݟ
ͯ中 '̏ͱ̏ ' ͷ৸ࣨ΁͕ܨΔɹ�� �' ͷ子ڙ部԰Λ၆
ᛌͯ͠ΈΔɹ�� அ໘ਤɹ�� ഑ஔਤ݉平໘ਤ

೔ৗͷੜ׆ʹ͓͚ΔϓϥイόγーΛอͪͭͭɺ
༗෦Ͱ͸৽઱ͳग़ձ͍Λָ͠Ήڞ ͱ͕͜Ͱ Δ͖ɻ

P O I N T

֎นΛߏ଄ͷபͱ໘Ͱ分ׂͯ͠ૉࡐΛม͑ɺ
֎ଆ͔Βͯݟ΋ۭ͕ؒมԽ͢Δ༷Λָ͠ΊΔ
Α͏ ʹͨ͠ɻ

P O I N T

ೆ๺側とਖ਼໘が道࿏にڬまれたෑ஍にରして、ࣼめのนとスΩップϑϩΞで構
成し、すれҧうொの人とのަྲྀスϖースが生まれるՈをઃܭした。生活ۭ間̐
ϑϩΞʴϕϥンμ̍ ϑϩΞで、�'のϕϥンμは֊ஈで中 '̏と̏ 'の৸ࣨへと઀
続して͓り、Ոのなかશମを८るܭըにした。֤々が৺஍よいڑ཭感をอち
ながらも、্Լでのࢹ線がަΘる。

ର֯໘ͷՈ
P r o j e c t

໦ଜ ޫر K I M U R A ,  M i t s u k i
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広ければ広いほどよいという言葉のように、中心
の広い空間と大梁が象徴となって人と人の間に距

離を感じさせる。
大きな塊を分割するように部屋が成り立っている

ため、廊下はほとんどない

Diagram

大屋根の家 テーブルが繋ぐ家

中心の大きな共有空間が 周りへ広がっていく

レベル差をつけることで、限られた空間にも様々な距離を生み出す
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՝ ୊

インテリアCADⅢΫϥε

தౡ ਸߦ、౔Ҫ ஐߨت ࢣ

͜ΕまͰֶशͨ͠දݱεΩϧΛ׆か͠ϓϨθϯγʔτΛ࡞成͢Δɻࣗ෼ͷ࡞඼Λ 7FDUPSXPSLT Ͱ੡ਤ͠ɺਤ໘Λཱମʹ͜͠ى ͯ �%$( ύʔεඳࣸɻૉࡐ
成ͯ͠ܗ部ͷੵΈॏͶ͕શମͷΫΦϦςΟΛࡉͳͲݱ΍光ͷදײ ͍Δ ͱ͜ΛֶͿɻ Β͞ʹͦΕΒΛ 1IPUPTIPQ ΍ *MMVTUSBUPS ͳͲͰՃ͠޻ɺਤ໘΍ίϯηϓ
τ文ͱͱ΋ʹϨΠΞ΢τ͠ Λཆ͏ɻྗݱかͤΔ๛かͳද׆Δɻকདྷ࣮຿Ͱ্͛࢓ͯ

ॅ؀境デザインᶘ#でઃܭしたॅ୐課題作品の̏%パースを制作。ਤ໘とパー
スをඥͮけてレイΞ΢τしたり、৭を࢖ってϚーΩンάすることでจষをશてಡ
まなくてもίンηプτが఻Θることを意識した。

P r o j e c t

ςʔϒϧ͕͙ܨՈ
ੈࣿ 藤޻ K U D O ,  S a y o

���� ϓϨθϯςʔγϣϯγʔτ

���� ύʔεɹ�� 平໘ਤ

දࢴʹ͸͋͑ͯ಺෦͕分͔Γʹ͍͘ ၆ᛌ͔Β
ͷ֎؍ύースΛ഑ஔ͠ɺ� ຕ໨ͷύースͰ಺
Λେ͖͘؍ ͳ͕͑ߟΔͳͲɺ఻͑Δॱ൪Λͤݟ
Β੍ͨ͠࡞ɻ

P O I N T

ύϒϦοΫͱϓϥイϕーτ͕؇͍͕ͯͬ͘ܨ Α͘
͏ͳۭؒΛҙࣝͯ͠ �%$( Λ੡ͨ͠࡞ɻ

P O I N T

౦ژ౎目ޒ۠ࠇຊ໦をෑ஍とした集合ॅ୐のఏҊ。αイクϦンάϢーザーが
集う場をいくつかઃけ、ຊܭըのେきなίンηプτである一ຊの࣠を通す。

࣠Λ௨ͯ͠ Δू߹ॅ୐͕ܨ
P r o j e c t

࿧ ࠓ K O N ,  Ya m a t o

�%$(ιϑτʹΑΔύʔεɺ
ϓϨθϯγʔτͷ੍࡞
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重り（真鍮なし）
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ヒノキ（球体）
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篠原一男の大屋根の家 平面図
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篠原一男の大屋根の家 断面図・南立面図
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՝ ୊

インテリアCADⅡΫϥε

தౡ ਸߦ、౔Ҫ ஐߨت ࢣ

7FDUPSXPSLT Λجͨͬ࢖本తͳਤ໘දݱΛֶͿɻલ൒͸ࢪओ΁ͷϓϨθϯΛ૝ఆ͠ɺۭ͕ؒ૝૾͠΍͍͢Α͏ ૉײࡐ΍Ո۩ͷΠϝʔδͳͲΛଟ͘औりೖ
Εͨਤ໘Λ࡞成͢Δɻ後൒͸Ո۩ͷൃ஫Λ૝ఆ͠ɺ࡞りखʹඞཁͳ৘ใΛ͑ߟͳ͕Βɺ� 本ͷઢ͕΋ͭҙຯΛҙࣝͯ͠ 成͢Δɻ༻్΍૬खʹΑͬ࡞ਤΛࡉৄ
ͯඞཁͳ৘ใ͸มΘΔͨΊɺʮ୭ʹର͠ԿΛ఻ Δ͑かʯΛҙࣝ͠ɺ࣮຿Λ૝ఆٕͨ͠ज़शಘΛ໨͢ࢦɻ

んで、できるだけਖ਼確にࠐの「େ԰ࠜのՈ」のਤ໘をよくಡみܭ一உઃݪࣰ
7FDUPSXPSLTで੡ਤした。ҹ࡮したਤ໘だけでなく、デδタルϑΝイルでの分
かりやすさも考ྀし、਺年後もࢀরできるようにきれいに੔理੔಴されたਤ໘
を目指した。

P r o j e c t

「େ԰ࠜͷՈ」ͷ੡ਤ
B R U N E T,  M u r i e l  A n n e

���� ϓϨθϯςʔγϣϯγʔτ ���� ϓϨθϯςʔγϣϯγʔτ

7FDUPSXPSLT ͷޮ཰ྑ͍ํۀ࡞๏Λ͍Ζ͍Ζ
ͱ୳Γͳ͕Βɺਖ਼֬ͳਤ໘ʹͳΔΑ͏ ৺͕͚ͨɻ

P O I N T

ਊΛத৺ʹճస͢ΔͷͰ֎ଆ͔Β͸͑ݟͳ͍
ਤʹ΋͜ࡉ΍ৄݱ଄ͷදߏ ͩΘͬͨɻ

P O I N T

Τレϝンτデザインᶘ"の課題で制作した「5IJO�TUJDL」という作品の੡ਤであ
る。このΤレϝンτはԁபの಺側を࡟ったり、くりൈいたりとෳࡶなՃ޻をして
いるのでඳき方を޻෉してਤ໘を作成した。ෳࡶながらも、ಡみखに఻Θり
やすいਤ໘になるよう৺ֻけた。

5I JO � T U J D L
P r o j e c t

େԼ ߤ O S H I TA ,  K o

7FDUPSXPSLTʹΑΔ
ΠϯςϦΞɺՈ۩ͷ࡞ਤ

2 .

1 .1 .

2 .
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ஙεʔϕχΞΛͭݐ Δ͘՝ ୊

現代建築論Ϋϥε

ү ୡ༤ߨ ࢣ

Ͱ͸ͳ͘ܕΔ՝୊Ͱ͋Δɻ୯ͳΔॖ小໛͢࡞ஙΛϞνʔϑʹͨ͠εʔϕχΞʢ͓Έ΍͛඼ʣΛ੍ݐΔ͢ࡏ࣮ ɺԿΒかͷ࣮༻ੑΛ΋ͬͨ঎඼Ͱ͋Δ ͱ͜ΛٻΊ
͍ͯΔɻૂ͍͸̎ͭɻͻͱͭ͸ݐஙͷΩϟϥΫλʔΛͭかΉྗΛ෇͚Δ ͱ͜ɻશܠɺ部෼ɺࡐྉͳͲɺͲ͜Λऔりग़ͤ͹ͦͷݐஙΒ͠ ͞ΛදͤΔͷかɺ͜Ε
Λత֬ʹ೺Ѳ͢Δ ͱ͕͜ɺݐஙͷ理ղʹͭͳ͕Δɻ΋͏ ͻͱͭ͸ɺػೳͱܗͷؔ܎Λ࣮ײͱ͠ ͯͱΒ͑௚ͯ͠ ΋Β͏ ͱ͜ɻϞμχζϜ͕৴ไͨ͠ػೳओٛͰ͸ɺ
ಋきग़͞ΕΔͱ͏͕ܗೳかΒػ ͕ͨͬͨɺطଘݐ෺ͷίϯόʔδϣϯͰ͸ɺܗかΒػೳ΁ͱٯʹͨͲΔɻݐஙΛઃ͢ܭΔ ͱ͜͸ɺಉ࣌ʹϓϩάϥϜΛͭ Δ͘͜
ͱͰ΋͋Δͷͩɻ

��@�� �%&4*(/�4*()5
�ίʔϜ

P r o j e c t

҆౻஧༤のઃܭによる֯ࡾ形の԰ࠜがՍ
かったϢχークな形状のల示ࢪઃの立໘
を、そのまま؆ུ化してίーϜにしている。
Ψϥスࢧえる方立が۳のࣃになっている。
プϥスνックのՃ޻も美しく、खにもった感
じもよい。

໦ଜ ޫر K I M U R A ,  M i t s u k i

৿ͷผ૳
�นֻ͚ܭ࣌

P r o j e c t

ຓౡ和世がઃܭしたผ૳の֤֊プϥンを
重Ͷて、นֻけ時ܭのจࣈ൫にしている。
造形としてす͙ れている。์ࣹ状にԆびる
όスルーϜやテϥスを、そのまま௕਑と୹
਑にしていたら、さらに໘നいものになっ
たのではないか。
（講ධɿү�ୡ༤、以Լ同じ）

઒ಸ෦ ། K AW A N A B E ,  Yu i

ඒΒւਫ଒ؗ
�ফ͠ΰϜϋϯί

P r o j e c t

1$B（プレΩϟスτɾίンクϦーτ）のபྊ
෦をスタンプにしたもの。ฒ΂てԡしていく
ことにより、ݐஙのஅ໘ਤをいくらでも֦
ுしていくことがՄ能。ܕを造って෦ࡐを
ෳ੡すれば、合理的にݐஙをつくれるとい
う1$Bの特௃をϋンίでදしている。

S U N ,  D a n w e n

๛ౡඒज़ؗ
�Ұྠૠ͠

P r o j e c t

੢沢立Ӵがઃܭしたྨྫのない美ज़ؗݐ
ஙを一ྠૠしに。ਫణがసがるচ෦に、
࣪らせたࢁ݋がஔかれている。݀がۭい
た一ຕのϑΣルτをંりۂげて、҆શϐン
で̎Օ所をࢭめるというそれだけのૢ作で
。めているۃミχϚルを。ݱஙをදݐ

ຊ ๖ࢁ YA M A M O T O ,  M o e
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8*/(4 �$"'&
P r o j e c t ʦۭؒ՝୊ʧ

ֲ ઍᓹ K A K U ,  S e n i k u

� ೥࣍͸ɺ� ೥࣍Ͱઐ߈ʢεϖʔεɺϑΝογϣϯɺϓϩμΫτɺϰΟδϡΞϧʣʹ෼かΕΔલʹɺશͯͷૅجͱͳΔ଄ܗԋशʢ平໘ɺཱମʣΛ � ೥ֶؒͿɻ
͜ͷतۀ΋ͦͷҰͭͰɺ՝୊͸ೋͭ͋Δ͕ɺڞʹಉ͡ "� αΠζ � ຕͷ平໘ʢࢴʣΛεέʔϧΛม͑ͯଊ Δ͑ɻ平໘Λ੾ͬͨりંͬͨりͨ͛ۂり͠ ͳ͕Βཱ
ମԽ͠ɺॖई ��� ͷϥϯϓγΣʔυɺͦ͠ ͯ ���� ͷۭؒΛσβΠϯ͠ɺΤϨϝϯτかΒۭؒσβΠϯͷྲྀΕΛֶͿɻ

ฏ໘͔Βཱମɺ
ۭͦͯؒ͠σβΠϯ΁

՝ ୊

基礎デザインΫϥε

େদ ढ़ل、∁ฏ ༸ฏ、੢ඌ ݈史、Ԟ໺ Ώ͔Γ、
ຊڮ ຑҥ、ӬҪ ݈ଠ

ߨ ࢣ

ΘΜ
P r o j e c t ʦϥンϓγΣーυ՝୊ʧ

২ా Ե༿ U E D A ,  O t o h a

10 *-
৚ଠ࿠ ވࡾ M I M ATA ,  J o t a r o

)*-- 4 *%& �$"'&
େੴ ೔࿨ O I S H I ,  H i y o r i

DB GF �ಓ૲
খ໺ ਯ O N O ,  M i d o r i

3FG MFDUJPO�PG �4BLVSB
ँ തٛ S H A ,  H a k u g i

৫
٢ా ΈͷΓ Y O S H I D A ,  M i n o r i

.".03 *
Ԧ ӻ O U ,  E t s u
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巻頭の特集では、新校舎のリノベーションを担当した

志摩 健さんに自身の学生時代から今に至るまでの道のりを

語ってもらった。ここでは、今回完成した新校舎の魅力を、

図面やスケッチ、ディテールを通して紹介する。

桑沢新校舎大解剖

シンプルなアールの手すりや特注のカーテ
ン、ファブリック、既存の大理石をアップ
サイクルした研ぎ出しの天板などを要所に
配した。機構や機能が素の姿として空間
を形成していく中で出てくる直線による強
さを柔和し、人間の手仕事と自然素材に
よる暖かみを空間に持たせた。4Fの壁面
の一部は解体したままの躯体を顕にしてい
る。リノベーションによって全てを綺麗にし
てしまうのではなく、桑沢デザイン研究所
の持つ歴史と合わせて新旧の対比を随所
に見せるような空間となっている。

【壁面の仕上げ・細部】

細かいデザインを決める前のコンセ
プトスケッチ。新校舎の環境の特
徴や、素材感、共用部の家具の
イメージ、バウハウスの流れを汲ん
だディティール表現などをまずはコ
ラージュ的に落とし込んで全体の
空気感を掴むイメージで作成した。

【コンセプトスケッチ】

さらに詳しく見たい方は YOUTUBE へ

完成した
建物の記録

建設途中
の記録

写
真
コ
ラ
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3rd Floor

4th Floor

0 1 2 5

0 1 2 5

1 : Hall 
2 : Classroom for 40 people
3 : Classroom for 30 people

1 : Hall 
2 : Lounge
3 : Outdoor Terrace

1 23

4,5 : Conference room 

タラップ

12

3

4 5

1st Floor

2nd Floor

0 1 2 5

0 1 2 5

1

23

6

4 5

1 : Entrance
2 : Entarance Hall
3 : Reception

4 : Staff room
5 : Event Space / Gallery
6 : Restroom

1 : Hall
2 : Classroom for 40 people
3 : Classroom for 30 people

1 23

1st Floor

2nd Floor

0 1 2 5

0 1 2 5

1

23

6

4 5

1 : Entrance
2 : Entarance Hall
3 : Reception

4 : Staff room
5 : Event Space / Gallery
6 : Restroom

1 : Hall
2 : Classroom for 40 people
3 : Classroom for 30 people

1 23
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1F から３Fは、中央にコモンスペースを設け、その両側にイベ
ントスペースや教室など機能を持つスペースを配置している。1F
はエントランスであるコモンスペースから、イベントスペースとスタッ
フルームへ繋がる。イベントスペースは学校と外とを繋げるパブリッ
クでフレキシブルなスペースにしたいという要望により、ファサー
ドからの視認性を考慮し明るく開放的な空間になっている。

【エントランス·イベントスペース】

1 F

2Fと3Fのコモンスペースには、ベンチとハイテーブルを配置。学生同士の繋がりを生むスペースとしても機能し、授業の隙間など
校内で過ごす時間をより有意義なものにする。教室は、エレベーターホールとは照明の色温度を変え、躯体を白を基調に塗装し
てエアコンの高さや配線などを見えないように処理することで、開放的に。アルネ・ヤコブセンやエンツォ・マーリのチェアが並び、日々
往年のデザインに触れることができる。

【コモンスペース（エレベーターホール）· 教室】

2F/ 3F

2F

3F



3rd Floor

4th Floor

0 1 2 5

0 1 2 5

1 : Hall 
2 : Classroom for 40 people
3 : Classroom for 30 people

1 : Hall 
2 : Lounge
3 : Outdoor Terrace

1 23

4,5 : Conference room 

タラップ

12

3

4 5
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面積の半分以上は屋外になっており、国立代々木競技場と緑豊かな
代々木公園を借景として臨みながら、デッキ貼りのテラスとし造作のベ
ンチや大きなテーブルやカウンターを設けた。豊かな植栽を植えること
で外との繋がりを意識した気持ちのよい場所として都会にいながらも自
然を享受できる場所になっている。外部空間との繋がりを意識したラウ
ンジエリアは、特徴的な建物の形状を生かしてベンチをリズムよく配置。
段差に沿っているため、利用する学生が横に並んだ時にも視線が気に
ならず各々の作業へ集中することができる。

【ラウンジ · テラス】

4F



ଔ業制作

デザインԋ習

専໳ٕज़

専໳講義

住空間 B ＋商空間 B
P.68

商空間 A
P.84

住空間 A
P.86

インテリアエレメント
P.88

住宅エレメント
P.90

CADプレゼンテーション
P.92

空間デザインͷ現৔（レΫνϟーシリーζ）

P.94

建築 ・インテリア史
P.96
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ઐ༗部ͱڞ༻部͕͓
ব͠৽͍͠ׯʹ͍ޓ
ग़ձ͍΍ൃ͕ݟੜま
ΕΔ

άϦου಺Ͱ۠੾ΒΕ
࢖ఆతͳۭؒͷݻͨ
͍ํ

؇΍かʹۭ͕͕ؒܨ
り͕޿りͷ͋Δۭ͕ؒ
ੜまΕΔ

Ｎ

CH2400

3 6 9m0配置図兼１F平面図

商店 (cafe)商店 (Flower)

ギャラリー
ギャラリー

ギャラリー

コワーキングスペース

コワーキングスペース

住居3
住居2住居1

住居4
コリビング /ダイニング

住居5 住居6 住居7 住居8

3 6 9m0
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�� શମ໛ܕɹ�� ڞ༗部͕಺֎ͷճ࿏Λ結Ϳɹ�� 
�'��' 平໘ਤɹ�� μΠΞάϥϜɹ�� ഑ஔਤ݉ �' 平໘
ਤɹ�� அ໘ਤɹ�� ߏ଄μΠΞάϥϜɹ�� ڞ༗部ͱ઎
༗部ͷۭؒͷܨ り͕ɹ�� ΪϟϥϦʔɹ��� ίϫʔΩϯά
εϖʔεかΒ͸ΪϟϥϦʔͷϧʔόʔ͕֞ؒ͑ݟɺ大֊
ஈͰ͸ηϛφʔΛ࣮͢ࢪΔ͜ ͱ΋Մೳɹ��� ڞ༻Ωον
ϯɻ֤ॅډͱ΋͕ܨΔɹ��� �' ౦ଆかΒݟΔɹ��� �' 
西ଆ֊ஈ下かΒ্͛ݟΔ

ܨʹԠ͠ɺ؇΍かݺ部͕ઐ༗部ϘϦϡʔϜͱ༺ڞ
͕͍ͬͯΔɻಉ ϑ͡ϩΞΛ౦西ʹ͙ܨ ͷ͸΋ͪ ΖΜɺ
෼அ͞Ε͍ͯΔ྘ಓͱ঎ళ֗ͷೆ๺ํ޲΋ڞ༻部
Λ介͢Δ͜ ͱͰɺൈ͚ͯܨ り͕͕ ੜまΕΔɻ

ப
प辺ͱϘϦϡʔϜΛ߹Θͤɺݐ෺

ϦʹζϜͱن則Λ΋ͨΒ͢

専༗ϘϦϡーϜ
ϘϦϡʔϜͨͬ࣋ೳΛػͷݶ小࠷
人ͷू中͢ΔۭؒΛ۠੾Δݸ͕

༗ͷচڞ
ま͟͞ まͳ人͕行きަ ʮ͏ಓʯͷػೳΛ಺

部ʹऔりࠐΉɻҰ部ઐ༗部෼ʹ΋ೖりࠐ
Ή ͱ͜ͰަྲྀΛଅۭؒ͢ߏ成ͱͳΔ 

௨ৗͷू߹ॅ୐ΑΓ΋ڞ༻෦Λେ͖͘ औΓɺ
専༗෦ʹ΋৵ೖͤ͞Δ͜ͱͰͦΕΒͷڥքΛ
ᐆດʹͨ͠ɻ

P O I N T

ྡの྘道をோめながら᩵沢な時間をָしめるॅ୐、一ଉつきながらࣄ࢓をす
ることができるίϫーΩンάスϖース、;らりと立ち寄れる঎ళやΪϟϥϦーを
ซઃしたࢪઃをઃܭした。共༻෦と専有෦の関係性を見つめ௚し、ॅΉ ŋ
๚れるŋ 働くなど、異なるଐ性の人が؇やかにܨがり、ަྲྀが生まれる場を
つくりだす。

P r o j e c t

DPNNPO � TQBDF
ʑ໦ ळ೫ࠤ S A S A K I ,  A k i n o

,".*:"."�$)0�
$0.1-&9

ॅ ۭ ؒ #

঎ ۭ ؒ #

௨՝୊ڞ

住空間B ＋ 商空間BΫϥε

ԡඌ ষ࣏（住空間B）、޾ ࢁٱ੒（商空間B）ߨ ࢣ

ौ谷۠ਆ山ொʹɺॅۭؒͱ঎ۭؒΛෳ߹ͤͨ͞ݐஙΛΠϯςϦΞۭؒまͰઃ͢ܭΔɻݐஙશମʹ͓͚Δॅۭؒͱ঎ۭؒͦΕͧΕ͕઎ΊΔׂ߹΍഑ஔ͸ࣗ
༝ɻॅۭؒ͸ू߹ॅ୐ɺまͨ͸ݐ෺ͷΦʔφʔઐ༻ͷॅ୐ͳͲɺෳ਺ͷ人ؒ΍ݸ人͕೔ৗతʹॅΉۭؒͱ͢Δɻ঎ۭؒͱ͸঎ۀతརӹΛੜΉۭؒͰɺ
ҿ৯ళ΍෺ൢళɺΪϟϥϦʔɺͦͷଞԿͰ΋ྑ͍΋ͷͱ͢Δ͕ɺ֤छֶߍ΍大ֶɺެࢪڞઃ͸ෆՄͱ͢Δɻ
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�� ಺部ͷ大ۭؒɹ�� μΠΞάϥϜɻ平໘ͷΞʔτ࡞
඼ΛೖΕΔϑϨʔϜͷεέʔϧΛ֦大 u ΩϡʔϒԽ͠ɺ
ɹܠશͨݟΉɹ�� άϦʔϯαΠυかΒࠐ඼ͷ中΁ೖり࡞
�� λ΢ϯαΠυかΒͨݟશܠɹ�� 平໘ਤɹ�� அ໘ϝΠ
ϯύʔεɹ�� ΪϟϥϦʔϑϨʔϜ಺部ύʔεɹ�� ॅډ
಺部ύʔεɹ�� άϦʔϯαΠυͷϑϨʔϜかΒݟ Δ͑಺
部ۭؒɹ��� அ໘ύʔεʢάϦʔϯαΠυʣɹ��� அ໘
ύʔεʢλ΢ϯαΠυʣ

ෑ஍ͷάϦーンαイυͱλ΢ンαイυͰɺҟͳ
ΔϚςϦΞϧʹΑΔ֮ࢹతͳ � ໘ੑ΍ɺ֗ͷ
ܠޫ u Λ੾Γൈࢠ෺಺ͷ༷ݐ ϑ͘ϨーϜ͕ݐ
෺ͷଟ༷ੑΛද͢ɻ

P O I N T

ϑレーϜを८り౉り、Ξーτの「創造性」をより「感覚的」にମ験するେۭ間Ϊϟ
ϥϦーをઃܭした。�つの のนからಥग़するϑレーϜを८り歩くことで、1ࣈ-
つ1つのΞーτ作品を身ۙに感じ、ؑ৆するだけでなくମ験することがग़来る
ۭ間を目指した。ݐ物্෦にはେۭ間ΪϟϥϦーの಺と֎のڱ間にු༡する
ようにॅډ෦分がҐஔする。

P r o j e c t
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௨՝୊ڞ

住空間B ＋ 商空間BΫϥε

ԡඌ ষ࣏（住空間B）、޾ ࢁٱ੒（商空間B）ߨ ࢣ
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TL�TIPQ
͝Έஔき৔ɹ
ցࣨػ

Ξϓϩʔν

ϝʔϧ
ϘοΫε

ࣗసंஔき৔

住
戸

住
戸

住
戸

住
戸

住
戸

住
戸 ށॅށॅ
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�� அ໘ਤɹ�� ໛ܕஅ໘ɹ�� ֗ͷ 4L�QBSLɻ֗ͷ༻
్ͷ中Ͱ༡Ϳɻ4L�DP⒎ FF ͷ԰根Λか͚߱りొΔɹ�� 
ॅ人ͷ 4L�QBSLɻى෬Ͱ༑人͕ͨͪ༡ͼɺ্下ͷؔ
りͩ࡞Λੑ܎ ͢ɹ�� ಺؍ύʔεɹ�� 平໘ਤ

4L�QBSL ͷͭ Γͩ͘͢ى෬͸্Լ֊Λ࿈ಈ͞
ͤɺԼ֊ʹ͍ͳ͕Β্֊ͷͨͷ͠͞Λ͡ײΒ
ΕΔΑ͏ ͳۭؒͱͳ͍ͬͯΔɻ

P O I N T

スέーτϘーυを࣠としたSL�QBSLに、人が集うެԂとॅډをֻけ合Θせたۭ
間をఏҊした。「֗のSL�QBSL」では、スέーτϘーυがΧϑΣの԰ࠜをかけ߱
り、ショップの԰ࠜをの΅る。ى෬のある։かられた֗のۭ間で༡΂る。「ॅ
人のSL�QBSL」では、ى෬のある԰ࠜの্で同じझຯをもつ༑人たちが༡び、
がれる。完݁した෦԰ではなく、関係ܨ場所にいながらその஥間とډ人のݸ
しあえるډ場所を生みग़す。

P r o j e c t

4L�IPVTF
҆藤 ྋ A N D O ,  R y o
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ॅ ۭ ؒ #

঎ ۭ ؒ #

௨՝୊ڞ

住空間B ＋ 商空間BΫϥε

ԡඌ ষ࣏（住空間B）、޾ ࢁٱ੒（商空間B）ߨ ࢣ
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�� શܠύʔεɹ�� μΠΞάϥϜɹ�� ΞΫιϝਤ ɹ�� ε
ΫϦʔϯࣨͰͷؑ৆ମݧʢਤ� ᶃʣɹ�� �'ΧϑΣͷΧ΢
ϯλʔΛྟΉʢਤ� ᶄʣɹ�� ๺ଆかΒ�'ΧϑΣΛྟΉʢਤ
� ᶅʣɹ�� ॅ୐部෼ͷϕϥϯμかΒө૾౤Өʢਤ � ᶆʣɹ
�� ॅ୐ڞ༗部ͷϥΠϒϥϦʢਤ� ᶇʣɹ�� �'ΧϑΣ͸྘
ಓʹ໘ͯ͠ り͓ɺ֎部ʹ։かΕ͍ͯΔʢਤ� ᶈʣ

଄ͱͳ͍ͬͯΔนΛେ͖ͳスΫϦーンߏஙͷݐ
ͷϕϥンμ͔ΒϓϩδΣΫށɺ֤ॅཱͯ࢓ʹ
λー౳Ͱ౤Ө͢Δ͜ͱͰɺՈʹ͍ͳ͕Βөը
ؗͷΑ͏ ͳؑ৆ମ͕ݧՄೳɻ

P O I N T

今日私たちはαϒスクϦプションでखܰにөըを観られる時୅にいて、ݸ々
のスϚーτϑΥンやタϒレッτ౳で場所 u 時間を問Θͣؑ৆できる。その൓໘、
өըؑ৆という行ҝのՁ஋も変化しているといえる。そこでもう一度、「өը
を見る」ということの意ຯを考え௚し、େきなը໘とԻで作品にເ中になれる
ようなۭ間を作りग़すことを目指した。

P r o j e c t

4) *#6:" � 4$3&&/
ࡃ ઒ࢢ I C H I K AW A ,  A y a
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ॅ ۭ ؒ #

঎ ۭ ؒ #

௨՝୊ڞ

住空間B ＋ 商空間BΫϥε

ԡඌ ষ࣏（住空間B）、޾ ࢁٱ੒（商空間B）ߨ ࢣ
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住宅 1

水耕菜園
テラス

水耕菜園
テラス

住宅 2

住宅 3

住宅 4

住宅 5

住宅 6

収穫する収穫する 料理する たべる保存する種苗店エントランス

住宅
住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

八百屋

レストラン

シェアキッチン

水耕菜園
テラス 水耕菜園

テラス

収穫する 料理する
たべる

商う

黄色部分を商業、ピンク部分を住宅とする圧迫感を取り払うためコア部分の壁を取り払う緑部分に階段とエレベーターを設置しコアとする
水耕菜園テラスを設置する

棚田を模して南向きに傾斜をつける
屋上部分を畑にする

黄色部分を商業、ピンク部分を住宅とする圧迫感を取り払うためコア部分の壁を取り払う緑部分に階段とエレベーターを設置しコアとする
水耕菜園テラスを設置する

棚田を模して南向きに傾斜をつける
屋上部分を畑にする

黄色部分を商業、ピンク部分を住宅とする圧迫感を取り払うためコア部分の壁を取り払う緑部分に階段とエレベーターを設置しコアとする
水耕菜園テラスを設置する

棚田を模して南向きに傾斜をつける
屋上部分を畑にする

黄色部分を商業、ピンク部分を住宅とする圧迫感を取り払うためコア部分の壁を取り払う緑部分に階段とエレベーターを設置しコアとする
水耕菜園テラスを設置する

棚田を模して南向きに傾斜をつける
屋上部分を畑にする
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�� ϝΠϯύʔεɹ�� μΠΞάϥϜɹ�� શମஅ໘ਤɹ�� 
�' 平໘ਤɹ�� ॅ୐部෼அ໘ਤ

ԂςϥスΛ͓͖ɺॅࡊߞஙίΞ෦分ʹ͸ਫݐ
ਓ΍঎ࢪۀઃͷར༻ऀʹʹ͗Θ͍͕ੜ·ΕΔ
Α͏ ઃ͍ͯ͠ܭΔɻ

P O I N T

೶をテーϚにしたॅ୐݉঎業ࢪઃをఏҊする。ौ୩۠ではੵۃ的に྘化੓
ઃでは、一ൠ的に྘化に༻いられる観༿২物でࢪに取り組んでいる。このࡦ
はなく、育てて৯΂ることができる໺ࡊを࠾༻した。ॅډはচを࿓Լと同じߴ
さの౔間にした。動線にஈࠩをなくすことで、ऩ֭からௐ理、৯ࣄまでのա
ఔをスϜーζに行うことができる。೶に取り組Ήことで、ै来の౎会的生活と
は異なり、֗や人々の฻らしが๛かになるࢪઃを目指した。

P r o j e c t

"(3 *)00% � 4) *#6:"
ౡా ઍܙ子 S H I M A D A ,  C h i e k o
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ॅ ۭ ؒ #

঎ ۭ ؒ #

௨՝୊ڞ

住空間B ＋ 商空間BΫϥε

ԡඌ ষ࣏（住空間B）、޾ ࢁٱ੒（商空間B）ߨ ࢣ

�� ྘ಓかΒ؍֎ͨݟɹ�� ΠϯςϦΞγϣοϓかΒίϫʔ
Ωϯάεϖʔεͷํ֯ΛྟΉʢ�'ʣɹ�� ΠϯςϦΞγϣο
ϓΛ্かΒோΊΔʢ�'ʣɹ�� ॅډ # かΒॅډ $ ͷํ֯
ΛྟΉʢ�
�'ʣɹ�� ॅډ $ ಺؍ύʔεʢ�'ʣɹ�� εΩο
ϓ͢ΔϑϩΞͱϥ΢ϯυύʔςΟγϣϯʹΑΔۭؒߏ成 � 
֗࿏ͷݱ࠶ɹ�� ݐ෺͸ɺ��� ϝʔτϧ֯ͷϒϩοΫ͓Α
ͼϥ΢ϯυύʔςΟγϣϯͰߏ成͢Δ

಺؍෦分͸ϥ΢ンυύーςΟγϣン͕ೖΕࢠ
ঢ়ͷݐஙͷΑ͏ ʹͳ͓ͬͯΓɺύーςΟγϣン
Ͱ੾ΓऔΒΕͨスΫΤΞͷ࢒Γͷ෦分Λ֗࿏
ͱཱͭͨͯ͘ݟ Γʹͳ͍ͬͯΔɻ

P O I N T

ौ୩ɾਆࢁொという֗のなかに、খさな֗のようなݐ物をつくる。���ϝーτル
֯のスクΤΞ͓よび、൒ܘ�ϝーτルのϥ΢ンυパーテΟションをجຊ的なཁૉ
にし、֗をイϝーδした造形を構成。಺෦は֗をࢄ歩するときのように、寄り
道しつつճ༡できるようにした。༷々な方֯にઃけられた։ޱ෦からは多࠼な
景৭がྟめる。

P r o j e c t
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�� શܠύʔεɹ�� ྘Ͱ෴ΘΕͨ঎ۭؒۀͱू߹ॅ୐
͕ゆΔ΍かʹ͕ܨΔɹ�� ๺ଆίϯΫϦʔτ౩ʢू߹ॅ
୐ʣ಺部ɹ�� ٰ಺部ͷ঎ۭؒۀɹ�� ྘ಓଆかΒͷΞ
ϓϩʔν

େڊஙͷತԜΛٰͱଊ͑ɺ঎ళ֗ʹಥ೗ݐ
ͳࣗવΛग़ͨͤ͞ݱɻ

P O I N T

ौ୩にڊେなٰを作ったらどうなるだろうか。एऀが多く࣏҆が くྑないイϝー
δのौ୩だが、ෑ஍のۙくにはখ学校があることから、਌子がपғを気にせ
ͣա͝せるよう、ٰをシンϘルとして঎業ۭ間 u 集合ॅ୐ u ֗をܨげるような
ۭ間をઃܭした。ٰの಺෦にはスーパーやຊ԰など਌子がར༻できるࢪઃ、
๺側のίンクϦーτ౩には集合ॅ୐を഑ஔ。྘道側はϒϦーζɾιレイϢによっ
て෩と日ࠩしを通し、౎会にいながら自વを感じて฻らすۭ間を目指した。

P r o j e c t

ਆࢁ (SFFO �) J M M T
ླ໦ ๖ҥ S U Z U K I ,  M o e

,".*:"."�$)0�
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ॅ ۭ ؒ #

঎ ۭ ؒ #

௨՝୊ڞ

住空間B ＋ 商空間BΫϥε

ԡඌ ষ࣏（住空間B）、޾ ࢁٱ੒（商空間B）ߨ ࢣ

�� அ໘ύʔεɹ�� 平໘ਤɹ�� μΠΞάϥϜɹ�� ΞΫι
ϝਤɹ�� ϦτϦʔτεϖʔε಺ͷϒοΫΧϑΣɹ�� 下֊
かΒ্͛ݟΔɻϢχοτͷؒかΒ光͕ࠩ͢

ʹࡶͱ͕ΩϡーϒͷۭؒͰෳۭؒۀͱ঎ډॅ
ࠞ͟Γ߹͏͜ ͱͰɺདྷΔਓʹͱͬͯ΋ɺ֎ͷੈ
քͱ͸ҟͳΔɺ·ΔͰനனເΛ͍ͯ؍Δ͔ͷΑ
͏ͳମݧΛ༠͏ɻ

P O I N T

౎ࢢの中で気ܰに日常からগし཭れて、༊しのある、かつඇ日常的なۭ間を
ମ験することができる場所をテーϚにした。ෑ஍は、೐やかな「ൟ՚֗」（ौ
୩）と、ؓ 静な「ॅ୐֗」（୅々໦पล）の、まさに「あいだ」（Ԟौ、ਆࢁொ）
にҐஔし、༷々なΧルνϟー、֗ฒみが؇やかに混ざり合っていると感じた。
そこから、「ॅΉ人」と「来る人」の関係性やॅډと঎業の混ざり合うݐஙを
考えた。

P r o j e c t

)",6 � 56 �.6
দຊ ͘ ΒΒ M AT S U M O T O ,  C l a r a
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ॅۭؒ#���঎ۭؒ #ʢ߹ಉߨධʣߨ ධ

ԡඌ ষ࣏（住空間B）、޾ ࢁٱ੒（商空間B）ߨ ධ


໺ ΋΋（ίンϚࠤ Ұڃ建築ࣄ຿ॴDPNNB）ήετ

ʲॅۭؒ #ɹ૯ධɿ押尾 章治ʳ
՝୊ෑ஍͸ɺʮ奥ौʢΦΫγϒʣʯʹ͋Δɻʮ奥ौʯͱ͸ɺੈքతͳ෺ྲྀ
u 人ྲྀΛތΔൟ՚֗Ͱ͋Δʮौ谷ʯͷɺ͞ Βʹ౿ΈࠐΜͩʮ奥ͷौ谷ʯͱ
ͯ͠ ஌ΒΕΔɺ松ᔶɺਆ山ɺ෋ϲ谷ͳͲͷɺϋΠΤϯυͳ߽ఛཱ͕ͪฒ
ͿΤϦΞʹ઀͢Δʮམͪண͍ͨࢄาͷͰきΔ঎ళ֗ʯͩ ɻ࣮ࡍʹӺप辺か
Βา͍ͯΈͯ΋ɺηϯλʔ֗ͷ૽݌Λൈ͚ɺ౦ٸ本ళΛ͗ͨ͢辺りかΒ͸ɺ
งғ͕ؾҰม͢Δɻࠓճͷ՝୊͸ͦͷΑ͏ ͳɺ͍ΘゆΔʮौ谷ʯͱ͍͏ཱ
஍͚ͩͰ͸ಡΈղ͚ͳ͍ෑ஍प辺ͷڥ؀ʹɺ঎ڥ؀ۀͱॅڥ؀ΛͲͷΑ
͏ʹͭ͘ りࠐΉかͱ͍ ͱ͏͜ ΖかΒ࢝まͬ ͨɻ奥ौͷϝΠϯετϦʔτͱɺӺ
प辺かΒͭͮ ྘͘ಓʹڬまΕͨೆ๺ʹ長͍ෑ஍ܗঢ়΍ɺͦ͜ Λ行きަ͏
ゆͬͨりͱ͠ ͨ人ͷྲྀΕ΋ɺͲͷΑ͏ か͢かͱ͍͏఺Ͱɺ༷ʑ׆ʹըܭʹ
ͳΞΠσΞ͕ग़͞Εͨɻ

ʲ঎ۭؒ #ɹ૯ධɿ久山 幸成ʳ
୯ʹͲ͜ʹͰ΋͋ΔΑ͏ ͳ঎඼΍αʔϏεΛఏ͢ڙΔͨΊͷ঎ۭؒΛσβ
Πϯ͢ΔͷͰ͸ͳ͘ ɺݐஙతʹ౎市తʹ঎ۭؒͷ͋りํͦͷ΋ͷ΍ɺॅ
ۭؒ΍֗ͱͷͭͳ͕りʹ ରͯ͠ ࣗ໰ࣗ౴͠ͳ͕Βͦ ΕͧΕͷࢹ఺Ͱ՝୊ʹ
औり૊Μͩɻ͸͡ΊかΒελσΟΛ࢝ΊΔͷͰ͸ͳ͘ ɺ਺ճʹ渡ͬͯϒϨΠ
ϯετʔϛϯάͱͳΔΑ͏ ͳηογϣϯΛ行͍ɺͦΕͧΕͷ志޲΍৔ॴ u ۭ
ؒʹ͍ͭͯͷํ͑ߟΛर্͍͛ͳ͕ΒঃʑʹۭؒσβΠϯ΁ͱਐΊͨɻ
��ʹࡍ࣮ िͷ中ͰͲͷΑ͏ ʹ঎ۭؒΛѻ͏ͷかɺ৔ॴͱͷͭͳ͕りɺॅ
ま͍ͱͷͭͳ͕りͳͲ༷ʑͳ՝୊ʹ޲き߹͏ݧܦΛͰきͨ ͱ͜͸ɺࠓ後ͷ
σβΠϯ׆ಈʹ͓͍ͯ༗ӹͳͩݧܦΖ͏ ɻ঎ۭؒ͸୯ʹද૚ͷσβΠϯ
͚ͩͰ͸ͳ͘ ஙͱҰମͱͳͬͨ਎ମੑΛ֫ಘ͢Δ͜ݐ ͱ͕ॏཁͰɺͦΕΛ
σβΠϯϓϩηεΛ௨ͯ͠ ͯ͘͡ײ Εͨʹҧ͍ͳ͍ɻͦΕ͸Ͳͷ࡞඼かΒ
΋࢈Έͷۤ͠Έ͕֞ؒͭͭ͑ݟ΋ɺਸ਼ʑ͠ ͞Λͨͬ࣋ఏҊʹ͡ײΒΕͨ
かΒͩɻॅۭؒͱ঎ۭؒΛԣஅ͠ͳ͕ΒݐஙΛ͢ߟࢥΔ͜ ͱͷ大੾͞Λ
վΊ͍ͯͯ͡ײΔɻ
ஙؚΊσβΠϯΛ͢Δͱ͍͏͜ݐ ͱ͸ଞऀͱͷؔ܎ʹ͓͍ͯͲͷΑ͏ ʹৼ
Δ෣͍ɺ͍かʹײڞΛ֫ಘ͢Δかͱ͍͏ߟࢥͷϓϩηεʹ΄かͳΒͳ͍ɻ
͜ΕかΒ΋大͍ʹσβΠϯͷੈքͰ͑ߟଓ͚ͯ΄͍͠ɻ

,".*:"."�$)0�
$0.1-&9

ॅ ۭ ؒ #

঎ ۭ ؒ #

௨՝୊ڞ

住空間B ＋ 商空間BΫϥε

ԡඌ ষ࣏（住空間B）、޾ ࢁٱ੒（商空間B）ߨ ࢣ

�� ໛ࣸܕਅɹ�� அ໘ਤɹ�� ू߹ॅ୐಺ͷཋࣨɹ��ɹ
α΢φࣨɹ�� ֗ͷܠ৭ͱ͕ܨΔ大ཋ৔ɹ�� ਧきൈ͚
かΒۭʹൈ͚Δ࿐ఱ෩࿊ɹ�� 光͕ࣹࣨ͢಺෩࿊ɹ

ੜ׆ͷதʹ͋Δ͓෩࿊ۭؒΛಓʹཱͯݟΔ͜
ͱͰɺ঎ళ֗ˠ෩࿊ˠू߹ॅ୐ͱஈ֊తʹ
֗ͱݐஙΛ͍ܨͰ͍Δɻ

P O I N T

ौ୩にྡ઀するਆࢁொに、༷々な人が混ざり合い、多༷なԹઘをָしΉこと
ができるԹཋࢪઃ「౬歩道」と、͓෩࿊ۭ間を中৺とした集合ॅ୐のෳ合ࢪ
ઃをઃܭした。ਆࢁொの人々を͙ܨ ͓෩࿊ۭ間によって、౎ࢢでの生活の中
で๨れڈられた、๛かな入ཋ行ҝを取り໭した新しい͓෩࿊ۭ間をఏҊした。

P r o j e c t

าࠞ͘ ཋࢪઃͱ͓෩࿊Λத৺ͱ͠ ށॅͨ
தଜ ༸ฏ N A K A M U R A ,  Yo h e i

εέʔτϘʔυͱ大きͳՈͱ͍͏εέʔϧʹମ౰ͨりతʹऔり૊Μͩϓϩ
δΣΫτɻεέʔτϘʔυͷͨΊͷۭؒૢ࡞ʹΑͬ ஙશମΛμΠφϛοݐͯ
ΫʹมԽͤ͞ͳ͕Βಈͱ੩ɺॅۭؒͱ঎ۭ͕ؒಉ࣌ʹଘ͢ࡏΔັྗΛ大
きͳՈͱ͠ ͯදͨ͠ݱɻՈͱύʔΫͱ͍͏ίϯηϓτΛࠐͪ࣋Ή ͱ͜Ͱɺଟ
༷ͳ人ʑ͕݉ؾͶͳ͘ ू Δ͑แ༰ྗͷ͋Δڥ؀ͱ͠ ͯσβΠϯ͠ Α͏ ͱࢼΈ
͍ͯΔͱ͜ Ζʹ൴Β͠ ͕͞ʹ͡Έग़͍ͯΔɻۭؒͷγʔϯΛ༷ʑʹඳきग़
ͨ͠ͱ͜ ΖかΒࣗ෼ͷݐஙͷ中Ͱͷա͝͠ํΛ͍ࢥඳ͚͍ͯΔͷͩΖ͏ ɻ
σβΠϯΛ͢Δ্Ͱ࣮ײΛ΋ͭ ͱ͜͸ඇৗʹ大੾Ͱɺࣗ਎ͷ࣮ײͳ͘ ͯ͠
人ʹײڞΛ༩ Δ͑͜ ͱ͸Ͱきͳ͍ɻ͜ΕかΒ΋ͦ ͷ֮ײΛ大੾ʹσβΠϯ
Λଓ͚ͯ΄͍͠ɻ

Sk 8hous e
҆藤 ྋ A N D O ,  R y o

P.72

શମͷߏ成ͱ͠ ͯɺബ͍চεϥϒͱॅۭؒϢχοτ͕ɺඍົʹζϨΔΑ͏
ʹ഑ஔ͞ΕɺͦΕΒͷؒΛɺΦʔϓϯͳڞ༻εϖʔε͕ɺϘϦϡʔϜΛแ
བྷͤ͞ͳ͕Β高͞ํ޲΁ͱͭͳ͙ ɻ֎؍ʹ഑ஔ͞ΕͨϏʔϜঢ়ͷεϥϒ΍
ςʔϒϧɺϕϯνɺ͍ࠇ൒ಁ໌ͷεΫϦʔϯ΍২࠿ͳͲ΋ɺۭؒΛͭͳ͛
Δཁૉͱ͠ ͯޮ͍͍ͯΔɻͦ͏ ͨ͠大小 ま͟͞まͳɺ։์ܥͷۭؒσβΠ
ϯΛ៛ີʹ行͏͜ ͱͰɺ྘ಓଆͱϝΠϯετϦʔτଆͱ͍͏ର比తͳ人ͷྲྀ
ΕΛɺ্खʹҰମతʹ༥߹͍ͤͯ͞Δɻ྆ଆͷ௨りͷʹ͗Θ͍͸ఔΑ͘
্֊΁ͱͭͳ͕りɺਆ山ொʹ͋Δゆͬͨりͱ͠ Λͱͯ΋Α͘ײؾۭͨ ද͢
ஙͱͳͬͨɻݐ

common  sp a ce
ʑ໦ ळ೫ࠤ S A S A K I ,  A k i n o

P.68

ධɿ押尾 章治ߨ

ΪϟϥϦʔͱ੍࡞εϖʔεɺγϣοϓΛ΋ͬ ͨΞʔςΟετu Πϯ uϨδσϯεɻ
σβΠϯతͳಛ௃ͱ͠ ͯɺ྘ಓଆɺϝΠϯετϦʔτଆɺͦΕͧΕͷ֎؍
ʹɺ྆ ଆΛݟ௨ͤΔΑ͏ ͳϘοΫεঢ়ͷʮϑϨʔϜʯΛଟ਺σβΠϯ͠ ͍ͯΔɻ

Β͞ʹ྆ଆʹ͋ΔʮϑϨʔϜʯ͸ɺݐஙͷ಺部ۭؒΛ介ͯ͠ ɺͦΕͧΕΛ
௨ͤΔΑ͏ݟ ͳʮೋॏϑϨʔϜʯͷߏ成ʹͳ͍ͬͯΔɻͦΕΒ͸ɺϘοΫε
ͷ中ʹೖΔ༷ʑͳΞʔτ΍੍࡞෩ܠΛɺဣま͍ͷҟͳΔ֗ฒΈΛഎܠʹ
͠ ʮͨݟΔ � ͓͘ʹͷ中܎ΒΕΔʯͷؔݟ ɻ֗ฒΈͱΞʔτؔ܎Λഔ介ʹɺ
ਆ山ொͱ͍͏஍ҬΛ੝り্ Α͛͏ ͱ͍͏野৺తͳ࡞඼ͱͳͬͨɻ

FL AM ING
ۚ୩ ඦՖ K A N ATA N I ,  M o m o k a

P.70

ධɿ押尾 章治ߨ

ධɿ久山 幸成ߨ
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P.77

೶ۀΛ΋ͬ ͱ਎ۙʹੜۭؒ׆ͷ中ʹऔりࠐΈɺ૽݌Λ཭Εͨਆ山ொʹ५
͍Λ΋ͨΒͦ ͱ͏͍͏Ҋɻಛ௃తͳͷ͸ɺ৽͍ۭؒ͠ͱ͠ ͯɺਫ࠿ߞഓε
ϖʔεʹғまΕͨ &7 ֊ஈίΞ͕͍ܜͷۭؒͱͳりɺͦΕͱ࿈ಈͨ͠ॅށ
಺ͷऩ֭εϖʔε͕༻ҙ͞Ε͍ͯΔ͜ ͱɻ౎市ͷॅۭؒͱ೶ۀͷϋΠϒϦο
υͳ͕ؔ܎σβΠϯ͞Ε͍ͯΔɻώʔτΞΠϥϯυ΍温ࣨޮՌΨεͳͲͷ
඼ͱͳ͍ͬͯΔɻ࡞໰୊΁΋ҰੴΛ౤͡Δڥ؀

AGR IHOOD  SH IBUYA
ౡా ઍܙ子 S H I M A D A ,  C h i e k o ධɿ押尾 章治ߨ

C i t y  i n  t h e  C i t y
܆ ໦ࡾ M I K I ,  K a o r u

ਆ山ͱ͍͏֗ͷΠϝʔδΛɺݐஙͷ中ʹߏ࠶成తʹ͠ݱ࠶ɺۭؒΛߏ成
͢Δ原理ΛఆΊͯղ͜͏ ͱ͍͏ۃΊͯίϯηϓνϡΞϧͳ࡞඼ɻݐங͸௨
ৗɺচ΍นͱ͍͏ਫ平త � ਨ௚తͳཁૉΛɺ৔ॴͷঢ়گʹԠͯ͡ૢ࡞
͠ͳ͕Β଄Δ͕ɺࠓճ͸ͦΕΒΛॎԣ̒N ֯ͷըҰతͳཁૉʹؐ元ͯ͠ ɺ
高͞ํ޲΁εΩοϓͤ͞ͳ͕Βల։͢Δ͜ ͱͰɺ্૚΁ͷ࿈ଓײ΋࡞りग़
ͯ͠ ͍ΔɻՃ͑ͯɺ಺部ͷॾࣨͷؒ࢓੾りͱ͠ ͯɺۂ໘ঢ়ʹϥ΢ϯυ͢Δ
ύʔςΟγϣϯ΋૊ΈࠐΉ ͱ͜Ͱɺࠨӈํ޲ʹ΋小ؾຯΑ͘ ۭؒΛ࿈Ͷͯ
͍Δɻ͜͏ Αͬʹ࡞ૢͨ͠ ͯɺ৽ͨͳݐஙۭؒͱɺஅ片తʹ੾りऔΒΕͨ
֗ฒΈ͕ߏ࠶成͞Εɺਆ山ͷັྗΛ੝り্͛Δ࡞඼ͱͳͬͨɻ

P.76

ධɿ押尾 章治ߨ

キッチン · コア
ழ໺ ߒथ I N O ,  H i r o k i

ौ谷ͱ͍͏֗ͷܭըΛޠΔ্ͰɺΑ͘ ස༻͞ΕΔʮΞʔόϯίΞʯͱ͏ ֓
೦ɻ஍Ҭ΍人Λ結ͼ͚ͭΔʮֻ͚࢓ʯͷΑ͏ ͳ΋ͷɻͦΕΛʮΩονϯί
Ξʯͱ͠ ͯɺʮ৯ʯΛ中৺ʹɺॅ人ͱ஍Ҭͷ結ͼͭきΛσβΠϯͨ͠ɻ஍
Ҭʹ։かΕͨϑΝαʔυʹ໘͢ΔΦʔϓϯΩονϯ΍中ԝͷ大֊ஈɺηο
τόοΫ͠ ͨςϥεͷߏ成ͳͲɺ小ن໛ళฮ͕ฒͿ௨りԊ͍ʹɺʹ͗Θ͍
Λ΋ͨΒ͢ まΕ͍ͯΔɻࠐ૊Έֻ͕͚࢓

ධɿ押尾 章治ߨ

Իָϗʔϧͱγϣοϓ౩ɺͦΕΒͷؑ৆ʹ΋ಛԽͯ͠ ͍Δू߹ॅ୐౩ɺͦ
ͯ͠ まΔɺ྘ಓͱϝΠϯετϦʔτΛͭͳ͙ڬʹؒ ύϒϦοΫͳ޿৔ɻ࢐৽
Ͱூ઼తͳݐ෺ϘϦϡʔϜͱ྘ಓͱετϦʔτΛͭͳ͙ ըܭ৔͕ɺ౎市޿
తͳʮΦʔϓϯεϖʔεʯͷ֓೦ͰσβΠϯ͞Ε͍ͯΔɻ޿৔Λݟ下Ζ͢
ࣼΊʹ੾りऔΒΕͨ։ޱかΒ͸ɺ౎市ۭؒͷ͍ܜΛݟ下Ζ͢৽ͨͳ࠲ࢹ
͕֫ಘ͞Εɺ৽͍͠஍Ҭͷ੝り্͛ํ͕ࣔ͞Ε͍ͯΔɻ

SK I P  A  B EAT
ඒ࡙ ݪ֟ K A K I H A R A ,  M i s a k i ධɿ押尾 章治ߨ

t e to r i s
֯ా ཮ S U M I TA ,  R i k u

ςτϦεͱ͍͏ɺ૊Έ߹ΘͤܥͷϒϩοΫύζϧήʔϜͷ֓೦ΛԠ༻ͨ͠ɺ
મ౬ࢪઃΛซઃͨ͠ू߹ॅ୐ͷܭըҊɻςτϦεͷΑ͏ ͳ୯७ͳܗۂʹ
ΑΔ֓೦తͰૢ࡞తͳ૊Έ߹Θͤͷ഑ྻͰ͋ͬͯ΋ɺ਎ମతͳεέʔϧ
΍৭ͳͲͱΛײࡐ΍ɺύϯνϯάϝλϧ΍ϧʔόʔͳͲͷ൒ಁաతͳૉײ
夫ͯ͠޻ ૊Έ߹ΘͤΕ͹ɺ஍Ҭͷ͍ܜͷۭؒΛσβΠϯ͠ಘΔ͜ ͱ͕ࣔ
͞Ε͍ͯΔɻ

ධɿ押尾 章治ߨ

དྷ๚ऀʹΑΔ௿૚ͷ঎ۭؒۀͱɺॅ人ʹΑΔ্部ͷॅۭؒϢχοτͷߏ
成ʹ෼かΕΔɻͦ͠ ͯ �ͭͷྖҬͷݐஙతͳʮ͍͋ͩʯ͕ ɺന೔ເͷΑ͏
ͳݬ૝Λऒき͜͠ى ɺඇ೔ৗతͳϦτϦʔτޮՌΛੜΈग़͢ ͱ͜Λҙਤͯ͠
͍Δɻ্͛ݟͷύʔεʹөΔɺۭؒͷॎͷ͕޿り͕ͭ͘ Δʮ͍͋ͩʯͷ
Λͭ͘ײ成͸ɺ౎市ۭؒʹ৽͍͠։์ߏ りग़͠ɺ਎ମ֮ײʹ根ͨ͟͠ෆ
Δɻ͢ࡧΛ໛ݧͳମٞࢥ

HAKU  TU  MU
দຊ ͘ ΒΒ M AT S U M O T O ,  C l a r a

P.78

ධɿ押尾 章治ߨ

SH IBUYA  SCREEN
ࡃ ઒ࢢ I C H I K AW A ,  A y a

P.74

中ؒൃදҎ߱΋ࣼΊͷนΛ؏き௨͠ɺ࡞඼ʹまͱΊ্͛ͨɻݐஙΛߏ成
͢ΔۭؒΤϨϝϯτΛ௥͢ٻΔ͜ ͱ͸͜ΕまͰʹͳ͍ମݧ΍෩ܠΛங Մ͘
ೳੑΛ։͍ͯ͘ ΕΔɻෳ਺ͷεΫϦʔϯཱ͕ͪฒͼɺͦͷؒʹ༷ʑͳ෩ܠ
ӅΕ͢Δͱ͍͑ݟ͕ Ξ͏ʔςΟεςΟοΫͳݐங͕ͦͷݱΕͩͱͤ͞͡ײΔɻ
本人ͷөը޷きかΒ঎ۭؒͱॅۭؒͷίϯηϓτʹਾ͍͑ͯΔ͕ɺͲͷ
ۭؒ΋ετʔϦʔੑΛͤ͞͡ײɺ人ͱ人͕ग़ձͬͨͱきͷ৺஍Α͞ Λ௥ٻ
ͨ͠ɻશମͱ͠ ͯ΋άϥϑΟΧϧͰϒϧʔλϧͳݐஙͱͳͬͨͷ͸൴ঁͷڧ
͞かɺまͨ͸өըѪかΒͳͷか΋͠ Εͳ͍ɻ

ධɿ久山 幸成ߨ ධɿ久山 幸成ߨ

光が灯る場所
େ௩ Ұਅ O T S U K A ,  K a z u m a

঎ۭؒΛ֗ʹ͋͑ͯදग़ͤͣ͞ɺݐங಺部ʹىきΔମݧͱ͠ ͯσβΠϯ͠
Α͏ ͱࢼΈͨண؟఺͸ྑかͬͨɻళฮ΍ΪϟϥϦʔͱ͍ͬͨ΋ͷ͕୯ʹू
߹͢Δ͚ͩͰͳ͘ ɺ֤ʑͷؔੑ܎かΒશମ͕ුかͼ্͕Δͱྑかͬͨɻ

ϖοτͱ͓૜ࡊͱ͍ ೔͏ৗΛ๛かʹ͢Δ঎ۭؒΛཐટঢ়ʹॅۭؒͱ΋༥߹
ͤ͞Α͏ ͱ͢Δ大୾ͳఏҊͩͬͨɻۭؒͱίϯηϓτΛ੔理ͰきΔϩδΧϧ
ͳߏ଄͕͍ͤͩݟΕ͹໘ന͍Ҋʹঢ՚ͨ͠か΋͠ Εͳ͍ɻߟࢥͷ੔理
΋σβΠϯͷҰ部ͱ͍͏͜ ͱΛҙࣝ͢Ε͹มΘΔͩΖ͏ ɻ

S l o ooope s !
子ܟ ʑ໦ࠤ S A S A K I ,  K e i k o ධɿ久山 幸成ߨ

後まͰۭؒͱίϯηϓτͷෆҰகʹ೰ΜͰ͍ͨΑ͏࠷ ͩͬͨɻελσΟΛཱ
্ͪ͛ΔͳかͰࣗ෼ͷσβΠϯͷ࣮ײΛڧ ͭ࣋͘ ͱ͕͜ͰきΕ͹ɺ΋ ͱͬ
ੜきੜきͱ͠ ͨσβΠϯ͕ͰきͨͷͰ͸ͳ͍ͩΖ͏ かɻࠓ後ʹظ଴͍ͨ͠ɻ

Roa s te r y
Ӌཱ ࣿ໻ H A D AT E ,  S a y a ධɿ久山 幸成ߨ

神山 Green  H i l l s
ླ໦ ๖ҥ S U Z U K I ,  M o e

P.79

౎市ۭؒʹ஍ํͷ෩͕ܠΦʔόϨΠ͠ ͨΑ͏ ͳෆٞࢥͳݺ͕֮ײͼ͜ى
͞ΕΔ࡞඼ʹͳͬͨɻ঎ۭ͕ؒ྘ʹ෴ΘΕͨ༗ػతͳۭؒͰɺੜき෺
ͷ૥ͷΑ͏ ͳΠϝʔδ͕ɺ਌子ΛςʔϚʹͨ͠঎ۭؒΛັྗ͋Δ΋ͷͱ͠
͍ͯΔɻٰΛͭ͘ Δͱ͍͏͍ڧҙ志かΒॅۭؒͷσβΠϯͷϙΠϯτͱͳͬ
͍ͯΔϒϦʔζ u ιϨΠϢͷγϟʔϓ ͱ͞ͷίϯτϥετɺͦͷ྆ํΛͭͳ͗
߹ΘͤΑ͏ ͱ͢Δͱ͜ ΖͳͲɺ൴ঁΒ͠ ͍όϥϯε֮ײʹҲΕͨݐஙʹͳͬ
ͨͷͰ͸ͳ͍かͱ͏ࢥɻ

ධɿ久山 幸成ߨ

歩く混浴施設とお風呂を中心とした住戸
தଜ ༸ฏ N A K A M U R A ,  Yo h e i

P.80

ਆ山ொͷίϛϡχςΟײΛ͏ ま͘ औり্͛ͨ೔ৗΛΑり๛かʹָ͠ΊΔݐங
ۭؒͷఏҊɻ温ཋࢪઃ͕人ʑͱ֗ͱΛͭͳ͙ ͱ͍͏γϯϓϧͳίϯηϓτ
Λɺ4 ͷཱମతͳετϦʔτۭؒʹΑͬܕࣈ ͯॅۭؒͱ঎ۭؒΛቕ߹ͤ͞
ͭͭɺ౎市ʹ΋։かΕͨ෩ܠʹͳΔΑ͏ σβΠϯ͞Ε͍ͯΔͱ͜ Ζ͕໘ന
͍ɻ෩࿊ͱ͍ ϓ͏ϥΠϕʔτͳݐ͕ؒ࣌ஙۭؒͱ͠ ͯίϛϡχςΟʹ ઀ଓ͞
ΕΔੜ૾׆ͱ͍͏ͷ͸ɺݱ୅ͷ人 ϦʹΞϦςΟΛ΋ͬͯड͚ೖΕΒΕΔͷ
Ͱ͸ͳ͍かͱ͍͏આಘྗΛͯͤ͘͞͡ײ Εͨɻ

ධɿ久山 幸成ߨ

ஙՈʣݐ野 ΋΋ʢࠤධऀɿߨɻήετܠධ෩ߨऴ࠷ ˛
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商空間AΫϥε

∁ฏ ༸ฏߨ ࢣ

౦ژɾ西麻෍ʹ࣮ͨ͠ࡏෳ߹ࢪઃΛ෣୆ʹ঎ۭؒۀΛઃ͢ܭΔɻୈҰ՝୊Ͱ͸ΪϟϥϦʔΛ෣୆ ʮʹ美ज़ɾܳ޻ɾσβΠϯʯΛςʔϚͱ͠ ͨɺʮలཡձձ
৔ߏ成ʯΛ行͏ɻలཡձͷاըॻかΒ࡞成͠ɺͦͷ՝ఔͰଟ ͷ͘࡞ՈΛ஌りɺ࡞඼͕ྗັͭ࣋ΛͲͷΑ͏ ʹ఻ Δ͑ ͱ͕͜ద੾かΛ੔理ͨ͠ͷͪɺ۩ମతͳ
σβΠϯʹऔりֻかΔɻୈೋ՝୊͸中ఉʢύςΟΦʣΛڬΜͰಉ͡ϑϩΞʹҟछۀଶͷςφϯτ̎ ళฮΛઃ͢ܭΔɻಠཱͨ͠ళฮ͕ͩڞ༻部΋ؚΊͨʮͭ
ͳ͕りํʯͷσβΠϯΛ͑ߟΔɻ಺部ۭؒͰ͋ͬͯ΋ʮ಺ʯͷػೳͷσβΠϯʹऴͣͤ࢝ɺৗ ʮʹ֎ʯͱ࿈ଓ͢Δؒ࣌Ͱ͋りɺۭؒͰ͋Δ ͱ͜Λ;ま͑ɺ۩
ମੑΛͨͬ࣋Χλνʹঢ՚͢Δ͜ ͱΛ໨తͱ͢Δɻ

ؓ静なຑ෍にҐஔする-F�CBJO。そこから、人々の༊しとなるようなۭ間をつ
くることを目的としながら、「Ӆす」「෴う」「切り։く」という̏ つのϫーυをίン
ηプτにઃܭをした。ઃܭしたのはΧϑΣと美༰αϩン。ళฮ಺に͓けるݸ人
の「༊し」となるようなۭ間はΏるく෴ΘれるようにӅしながら、֎とのܨがりも
感じられるཁૉとして、શମには切り։かれたような道をઃけた。

P r o j e c t

4"-0/ �� � 30:"- � #-6& � 5 &"
দຊ ͘ ΒΒ M AT S U M O T O ,  C l a r a

�� ΧϑΣ಺؍ɹ�� ΧϑΣͷΞΫιϝਤ͓Αͼ࢖༻ૉࡐɹ
�� 美༰αϩϯ಺؍ɹ�� 美༰αϩϯͷΞΫιϝਤ͓Αͼ
ʹɹ�� ʮಓʯࡐૉ༺࢖ ͍ͭͯͷμΠΞάϥϜɹ�� 平໘
ਤ

�� ΞύϨϧγϣοϓɻ։ޱ部かΒ奥ͷۭؒΛҙࣝͤ͞
Δίʔϧςϯ߯ͷน͕؇΍かʹۭؒΛ۠੾Δɹ�� ۀ࡞
ͷͻͱίϚΛ੾りऔͬͨΑ͏ ʹ։ޱ部Λઃ͚ͨΞτϦΤɹ
�� ΧϑΣɻྲྀΕΔΑ͏ ʹ奥ʹଓ͘ ࿏஍ΛΠϝʔδͨ͠௨
࿏ͱ઀٬εϖʔεΛஈࠩͰ؇΍かʹ࢓੾Δɹ�� ࠐ͍ٵ
まΕΔΑ͏ ͳΤϯτϥϯεɻӈख͕ΧϑΣೖりޱɹ�� 平
໘ਤ

ҟͳΔళฮͷڞ௨ཁૉͱ͠ ͯচ΍ςーϒϧɺ
นͷૉࡐΛ౷Ұ͍ͯ͠Δɻ·ͨύςΟΦΛத
৺ʹಉ͡ૉࡐɾಉ͡෯ͷʮಓʯΛઃ͚ɺ� ͭ
ͷۭؒͷ࿈ଓੑΛڧௐͤͨ͞ɻ

P O I N T

ϒϩοΫੵΈௐͷน໘ͱίーϧςンߝͷૉࡐ
Ͱ֤ళฮͷイϝーδΛ౷Ұ͍ͤͯ͞Δɻ͍࢖

P O I N T

「ྲྀれるɾཷまるɾ切り取る」をテーϚにΧϑΣ͓よびΞパレルショップのデザイ
ンをܭըした。人の行動を自વとଅし、ཹまる時間にԠじた場所 くͮりを意識
した。また、景৭を切り取ることで、Ԟにあるものやۭ間を意識させ、それを
魅力的に見せるよう޻෉している。日ຊの఻౷的なϚテϦΞルを中৺に࢖いな
がら、ݐ物のϞμンさとௐ和するデザインを目指した。

M F � C B JO � 4)01 �%&4 *(/ʢΧϑΣͱΞύϨϧγϣοϓʣ
P r o j e c t

ʑ໦ ळ೫ࠤ S A S A K I ,  A k i n o

ʹઃΛ෣୆ࢪۀͷ঎ࡍ࣮
۩ମੑͷاۭ͍ؒߴըΛఏҊ͢Δ
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࣌
㈊ ㇮

とؒ
㈠

Λॅ͙ܨ୐࿦՝ ୊

住空間AΫϥε

େদ ढ़ߨل ࢣ

篠原Ұஉ͕ ���� ೥ʹɺࣸਅՈɾ大௰ਗ਼司ͷͨΊʹઃͨ͠ܭผ૳ʮ土ؒͷՈʯ͕ ܰ井沢ʹ͋ΔɻΉ り͘ͷ෇͍ͨ԰根ͱɺͦΕͱ૬൓͢ΔかͷΑ͏ ͳਖ਼ํ
平໘͸ɺ൒෼ʹ෼ׂ͞Ε片ํ͸土ؒʹɺ΋͏ܗ 片ํͷ৞ͷ部԰͸ Β͞ʹ൒෼ʹ෼ׂ͞Ε͍ͯΔɻ͜ͷʮ土ؒͷՈʯ΋ɺࡏݱ͸長ঁՈ଒ͷͨΊͷීஈͷॅ
ま͍ͱͳ͍ͬͯΔ͕ɺ大௰Ո͸͜ͷՈΛࠓ後΋ผ૳ͱ͠ ஙՈɾਗ਼ՈݐΒΕͨͯݐ࣌ըΛܾΊͨɻपりʹ͸ɺ౰ܭɺෑ஍಺ʹ৽͍͠Ոͷ͑ߟͱ͍ͨ͠༺࢖ͯ
ਗ਼΍宮࿬இΒͷผ૳͕܈ɺࠓ΋Ұ部ഇᆣͷΑ͏ ʹͳりͳ͕Β΋ཱͪฒΜͰ͍ΔɻͦΜͳʮ࣌ͱؒʯͷஅ૚ʹͲͷΑ͏ ͳॅ୐࿦Λඳ͚ΔͷͩΖ͏ かʁ

԰֎ɾ౔の間ɾচのۭ間が混じり合うॅ୐をઃܭした。ここで฻らすにはඞ
ͣ౔を౿Ήඞཁがある。౔஍とのܨがりを感じ、ࢥいを८らせることで๛かな
生活を創ग़する。テーϒルのΤレϝンτがそれぞれのۭ間を͙ܨ役割をし、そ
れをきっかけにίミϡχέーションが生まれることを期待している。

P r o j e c t

౔͕͙ܨՈ
ʑ໦ ळ೫ Sࠤ A S A K I ,  A k i n o

༗͢Δɹ�� ഑ஔਤ݉平ڞ৔Λ޿ɻ土ؒͷՈͱ؍֎ ��
໘ਤɻ土஍ͷࣼ܏ʹԊͬͯ؇΍かʹΧʔϒͨ͠ॅ୐ɻ
ςʔϒϧͷ͋Δ土ͷۭؒ͸Ո଒ಉ࢜΍དྷ๚ऀͷίϛϡ
χέʔγϣϯΛଅ͢ɹ�� ϦϏϯά΍μΠχϯάͷচͷۭ
߹Δ人ɺΩονϯͷ土ͷۭؒʹཱͭ人ͷ໨ઢ͕࠲ʹؒ
͏ɹ�� ςʔϒϧΛきͬ か͚ʹ๚໰ऀͱͷίϯλΫτ͕औ
Εɺ土ؒͷՈͱ΋ܨ り͕Λͤͨ࣋Δɹ�� அ໘ਤ

 ��ʮ土ؒͷՈʯɺӈ͕ʮ࿈結ͷՈʯɹ͕ࠨɻ؍֎ ��
ษڧ部԰ɹ�� μΠχϯάɹ�� 土ؒͷՈଆかΒݟΔɹ
�� அ໘ਤɹ�� ഑ஔਤ݉平໘ਤ

ࣨ಺ʹେ஍ΛԆ௕͠ɺߋʹதͱ֎Λ؏௨͢Δ
ςーϒϧΛ֤ॴʹ഑ஔ͢Δ͜ͱͰɺΑΓେ஍
Ͱͷ฻Β͠ Λҙࣝͤ͞Δɻ

P O I N T

ॅ୐ͷத৺ʹೋॏͷಈઢΛ༻ҙ͠ɺۭؒΛ
দঢ়ʹ഑ஔ͢Δࢢ ͱ͜Ͱɺදཪͷͳ͍ॅ୐Λ
デザインɻ

P O I N T

౔間のՈの分割による平໘構成とରとなる࿈݁による平໘構成のॅ୐である。
人の行ҝに満ちたۭ間をࢢদ໛༷状に഑ஔし、ೋ重の通࿏によって࿈݁して
いる。これによって、಺෦と֎෦や౔間のՈと࿈݁のՈを࿈݁し、ॅ୐಺だ
けで完݁しない生活を期待している。

࿈݁ͷՈ
P r o j e c t

தଜ ༸ฏ N A K A M U R A ,  Yo h e i
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ΠϯςϦΞΤϨϝϯτ՝ ୊

インテリアエレメントΫϥε

∁ฏ ༸ฏߨ ࢣ

本՝୊Ͱ͸ΤϨϝϯτʢϞϊʣかΒ೿ੜۭؒ͠まͰΛઃ͢ܭΔɻલ൒Ͱ͸ �ຕͷ "�έϯτࢴかΒ原ੇͷϥϯϓγΣʔυΛͭ り͘ɺ後൒͸ "� Λࢴ༺ ���� ͷ
ෑ஍ͱཱͯݟɺ୅ʑ木ެԂ಺ʹΧϑΣΛઃ͢ܭΔۭؒ՝୊ͱ͠ ͨɻۭؒ՝୊Ͱ͸୯ʹ಺部ͱ͠ ͯͷΠϯςϦΞΛઃ͢ܭΔͷͰ͸ͳ͘ ɺڥ؀ͱϞϊͷʮؒʯʹ
͋ΔۭؒΛର৅ͱ͠ σβΠϯΛਐΊΔɻ֤͚ࣗͨͭݟ৔ͷಛੑΛʮཱͭɾ࠲Δɾͭ͘ Ζ͙ ʯ行ҝかΒϦαʔνΛॏͶɺۭؒσβΠϯͷώϯτΛ୳͢ɻήετΛ
΋ͯͳͨ͢ΊʹඞཁͳΤϨϝϯτΛσβΠϯ͠ɺͦ͜かΒۭؒɾػೳΛ֦ு͠ɺ人ͱΠϯςϦΞɺͦ͠ ͯΤϨϝϯτͷؔ܎ΛσβΠϯ͢Δ ͱ͜ʹ௅ઓͨ͠ɻ

さɾやΘらかさɾߗ、の特௃であるࢴかいંり目のパターンをつくり、έンτࡉ
しなやかさɾܰさをͻとつのかたちにදݱした。

$I J G GPO
藤ݪ ྙ F U J I W A R A ,  R i n

ɻંܠ඼શ࡞ �� り໨かΒੜまΕΔણࡉͳώμ͕ಛ௃ɹ�� 
ల։ਤ

�� ಺؍ɻ三֯ܗͷΧϥʔ൘͸ϓϥΠόγʔ֬保ͱϦζ
Ϝײͷԋग़ɹ�� ֎؍Πϥετɻਫ辺ͷ΄ͱりʹ  ��ɹͭݐ
τοϓϥΠτかΒͷ光ͷೖりํɹ�� μΠΞάϥϜɻτοϓ
ϥΠτͷ光ઢʹಋかΕɺͦΕͧΕ͕͓͍ޓͷަઢͱͳり
ͳ͕Β奥ͷग़ޱΛ໨͢ࢦɹ�� 平໘ਤ

ΏΒΊ͘ ͱ෍ͷΑ͏ ʹɺ·ͨɺԼ͔Β೷্͖͛
Δͱ২෺ͷΑ͏ ͳද৘ʹ͑ݟΔɻ

P O I N T

Ԟʹ͋Δग़͔ޱΒग़Δ·Ͱͷߦҝͷ༠ಋͱɺ
ग़ͨͱ͖ ΔࣗવΛΑΓΑ͘ݟʹ ΒΕΔΑ͏͡ײ ʹ
͢ΔͨΊʹɺޫઢ΍ಈઢɺࢹઢͷަΘΓΛデ
ザイン͢Δ ͱ͜ΛࢼΈͨɻ

P O I N T

ޫ線とަ線、�つのί΢ηンによって୅々໦ެԂの自વをよりָしΉことのでき
るΧϑΣをઃܭした。ޫ線とはτップϥイτからのے状のޫ。Ԟに向かうにつれ
ఱҪをߴくし、ޫにԊってਐΉ͝とに։์感をߴめる。ަ線とは、まじΘるも
のʹࣨ಺でա͝す人のࢹ線とτップϥイτやそれにしたがって歩く人の動線、ま
じΘらないものʹ͓ޓいのࢹ線。�つの状態を࢖い分けて気഑を感じつつも
。বしない、されないۭ間を目ඪとしたׯ

ί΢ηϯ
P r o j e c t ʦΧϑΣઃܭ՝୊ʧP r o j e c t ʦϥンϓγΣーυ՝୊ʧ

தଜ ࠼೫ N A K A M U R A ,  A y a n o
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୨Λ׆༻ͨ͠ॅ·͍ͷՄೳੑ՝ ୊

住宅エレメントΫϥε

篠崎 隆ߨ ࢣ

ॅ୐ʹ͓͍ͯϞϊΛऩೲ u ௠ྻ͢Δҙຯ΍໾ׂͱ͍ͬͨ根本తͳ ͱ͜ɺԿΛͳΜͷͨΊʹऩೲ͢ΔͷかΛվΊͯͯ͠ߟ࠶ ΋Β͏ ɻલ൒͸ॅ୐ʹ͓͍ͯڞ௨͠
ͯଘ͢ࡏΔݐஙతͳΤϨϝϯτͱ͠ ͯͷʮ୨݉ؒ࢓੾りʯͷϓϩτλΠϓΛσβΠϯ͠ɺ後൒͸ߟҊͨ͠ϓϩτλΠϓΛ֤ۭؒݻ༗ͷσβΠϯͱ͠ ͯൃలͤ͞ॅ
୐Λઃ͢ܭΔɻίϩφՒҎ߱ɺಇきํ΍฻Β͠ ͕ܹมͯ͠ ͍͘中Ͱ୨ʢʹ࢓੾りɺนʣΛ׆༻͢Δ ͱ͜ͰՈ଒ͱͷੜ׆΍ॅま͍ํΛݟ௚͠ɺ஍Ҭͷ中ͰͲ
ͷΑ͏ ʹ฻Β͠ ͍ͯ͘͜ ͱ͕ͰきΔͷかΛఏҊ͢Δɻ

組み立てࣜあいがき୨の十ࣈをนとして発లさせ、ݐ物中ԝから֎へと広が
るՈをઃܭ。֎に広がるࢹ線をར༻することで、֎とのつながりやۭ間の広
がりを感じさせる。「ա͝してָしΉ」ఉと「見てָしΉ」ఉの̎側໘。μイχン
ά側にはϋーϒྨを২え、࠿ഓ、ௐ理、৯ࣄをָしΉ。ϦϏンά側にはਂい
྘を২えることでམち着いた景৭をோめる。

P r o j e c t

ΔՈ͕޿ʹ֎
௕ྮ ժҥ N A G A M I N E ,  M e i

「᪢᪕」はデΟスプレイを目的とした୨で重ੴのஔき方やઃஔする場所によって
く。そのόϥンスをָしみながら、Ϟϊをஔき০ることを通して、物理的な重܏
さだけでなくϞϊのՁ஋についても見つめな͓す機会になればと考えた。「ճ
࿓のՈ」は୨の「όϥンスが取れること」を生かすことができるスϩープでۭ間
をғうような構成とし、ෑ஍がॅ୐ີ集஍にあることから、広ԑのような֎と
಺の؀境の中間ྖҬにもなるよう考えた。

P r o j e c t

᪢
よ ろ め き

᪕ � ճ࿓ͷՈ
ยࢁ ཅհ K ATAYA M A ,  Yo s u k e

���� ૊Έཱͯલͷύʔπɹ�� ୨ͷ׬成ܗɹ�� ʮ֎ʹ
部かΒఉΛோΊޱΔՈʯϦϏϯάϧʔϜɻ大きͳ։͕޿
Δɹ�� ֎؍ɹ�� μΠΞάϥϜɹ�� 平໘ਤ

�� ʮ᪢᪕ʯͷશܠɹ�� ࣼ໘ʹஔ͍ͨΠϝʔδɹ�� 三
໘ਤɹ���� ʮճ࿓ͷՈʯ಺؍ɻεϩʔϓͰ֤εϖʔε
Λͭͳ͙ ɻεϖʔεಉ࢜͸ஈࠩ΍ϒϨʔεͰ؇΍かʹ
ɹ�� 平໘ਤ؍֎ ��੾ΒΕ͍ͯΔɹ࢓

ΩーͱͳΔʮेࣈʯͱۣܗΛճసͤͯ͞ੜ·
Εͨ֯౓Ͱܗ֯ࡾͷ෦԰Λͭͬ͘ ͨɻେ͖ͳ
։ޱΛऔΕΔ͜ ͷ޻෉Ͱ֎෦΁ͷࢹઢͷ͕޿
ΓΛڧௐ͍ͯ͠Δɻ

P O I N T

᪢᪕ͷ୨൘ͱଆ൘͕ҰମԽ͍ͯ͠Δಛ௃Λந
ग़͠ɺスϩーϓͰ � ֊ͱ � ֊Λ్੾Εͳͭ͘
ͳ͛ͨɻスペースΛนͰ۠੾ΒͣɺՈ଒ͷଘ
ͳ͕Βաͤ͝Δۭؒͱ͠͡ײʹ͍ޓΛࡏ ͨɻ

P O I N T
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՝ ୊

CAD プレゼンテーションΫϥε

தౡ ਸߦ、౔Ҫ ஐߨت ࢣ

લ൒͸ࢪओ΁ͷϓϨθϯΛ૝ఆ͠ɺۭ͕ؒ૝૾͠΍͍͢Α͏ ʹૉײࡐ΍Ո۩ͷΠϝʔδͳͲΛଟ͘औりೖΕͨਤ໘Λ࡞成͢Δɻ後൒͸લ൒ʹ࡞成ͨ͠ਤ໘
ͷ �%$( Λ࡞成͠ɺϓϨθϯγʔτͱ͠ ͯまͱΊΔɻݐ෺ͷಛ௃ΛදݱͰきΔΞϯάϧΛݫબ͠ɺ1IPUPTIPQɺ*MMVTUSBUPS ͳͲͷج本తͳํ͍࢖΋ؚΊલ
൒ͷਤ໘ͱ߹ΘͤͨϓϨθϯγʔτͷ࡞成ํ๏ΛֶͿɻকདྷ࣮຿Ͱ׆かͤΔ๛かͳදྗݱΛཆ͏ɻ

ਤ໘へ着࠼するࡍ、ૉࡐなどの৭ຯは抑え、ਤ໘としての役割である「৘ใ
఻ୡ」を๦げないように৺がけた。ఉに続くେ։ޱαッシとࣨ಺の関係性や
魅力を示すために̎ࢹ఺の಺観パースを作成。プレゼンテーションシーτでは
Ӿཡऀにとってۭ間のイϝーδがより௚感的に理解できるようࣸ真などのレイΞ
΢τをௐ੔している。

P r o j e c t

λςϤίͷՈ
ஐ੖ ࢁ޲ M U K A I YA M A ,  C h i h a r u

���� ϓϨθϯςʔγϣϯγʔτɹ���� ύʔε ���� ϓϨθϯςʔγϣϯγʔτɹ�� ֊ஈ部ͷύʔεʢன
ؒʣɹ�� ֊ஈ部ͷύʔεʢ໷ؒʣ

ύースʹ͸ɺઃ࣌ܭʹҙࣝͨ͠ਓʑͷίϛϡ
χέーγϣン΍ߦಈ͕ΑΓ఻ΘΔΑ͏ ɺޮՌత
ʹਓ෺΍খ෺Λ഑ஔͨ͠ɻ

P O I N T

֊ஈ෦ͷύースͰ͸னͱ໷྆ํͷγーンΛ༻
ҙ͠ɺͦͷۭؒͷมԽΛ分͔Γ΍͘͢ ఻͑Δ͜
ͱΛ໨ͨ͠ࢦɻ

P O I N T

֊ஈに特௃があるॅ୐であるため、େきい֊ஈと通常の֊ஈとのҧいをどの
ように分かりやすく఻えられるかを޻෉してプレゼンテーションシーτを作成し
た。֊ஈۙくにはޫを༏しくࣨ ಺に࠾りࠐΉ֨子૭をઃஔして͓り、னと໷と
で֊ஈपりのޫのԋग़を変えている。

֊ஈͷՈ
P r o j e c t

᪅ ܛ C H O U ,  K e i

7FDUPSXPSLTΛͨͬ࢖
ݱຊతͳਤ໘දج

2 .
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εϖʔεσβΠϯɾ
ϨΫνϟʔγϦʔζ

՝ ୊

空間デザインͷ現৔Ϋϥε

େদ ढ़ل、∁ฏ ༸ฏ、ү ୡ༤、໐઒ ഹ、
比護 結子、ԡඌ ষ࣏

ا ը

ύτϦοΫŋϨΠϞϯ͞Μ

h
ttp

s
://w

w
w

.a
te

lie
r-o

i.ch
/

1

σβΠφʔ � ΞτϦΤ☲ΦΠ

⾨तۀͷৄࡉ͸ͪ͜ Β
https://kds-sd.com/report/spotlight/
lectureseries_20221022

ΞτϦΤ☲ ΦΠ͸εΠεΛڌ఺ʹɺۭؒかΒ文๪۩まͰεέʔϧͷ大小ʹؔ
ΘΒͣ෯ྖ͍޿ҬͰσβΠϯΛ行͏ελδΦɻ͜ͷϨΫνϟʔͰ͸ɺࠓま
Ͱखֻ͚ͯき࣮ͨྫΛ௨ͯ͠ ʮૉࡐʯΛ஌り޲き߹͏ॏཁੑͳͲΛͯͬޠ

Εͨ͘ɻγΣϑͷΑ͏ ྉͷʮຯʯ΍ʮಛ௃ʯかΒͻΒΊきΛಘͯ৽͍͠ࡐʹ
ྉ理ΛੜΈग़͢ ͱ͜͸σβΠϯ΋ಉ͡ɻ܂沢Ͱͷૅج଄ܗɾσβΠϯڭ
ҭ͸͜ͷΑ͏ ͳश׳Λ਎ʹ͚ͭΔͷʹదͨ͠ϓϩάϥϜͰ り͋ɺՃ͑ͯ ৗʹ

ʮح޷৺ʯΛੈͯͬ࣋քΛݟΔ͜ ͱ΋大੾Ͱ͋Δͱઆ͘ ɻ

ே૔ߦ�એ͞Μ

h
ttp

s
://w

w
w

.s
h

o
w
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n

-g
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m
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4 2022/12/10 ͷήスト

ॅ৬ � রԸࣉ

⾨तۀͷৄࡉ͸ͪ͜Β
https://kds-sd.com/report/spotlight/
lectureseries_20221126-2

朝૔ Μ͞͸ςΫϊα΢ϯυ΍ςΫϊϩδʔΛۭؒͨ͠࢖ۦԋग़ͳͲʹΑΔɺ
৽͍͠ελΠϧͷ๏ཁʮςΫϊ๏ཁʯͷൃҊऀɻࣜݹΛଚॏͭͭ͠΋޻夫
ΛॏͶͨྺ史͕͋Δ෹ڭʹରͯ͠ ɺ࣌୅΍ঢ়گʹԠͯ͡มԽ͢Δ͜ ͱ͕
ࣗવͩͱ͍͏෹๏ࢥ૝ʹ後押͠͞Εɺ͜ͷ௅ઓʹ౿Έ੾ͬͨɻςΫϊ๏
ཁͷσβΠϯϓϩηεɺपғͷ൓ڹɺफڭ΍फ೿ͷ り͋ํͳͲͷ͓࿩͠
Λ௨ͯ͠ ʮৗࣝ΍౰ͨりલʯʹ റΒΕΔ͜ ͱͳ͘ ɺड͚͕ܧΕΔࢥ૝ͷ根
ΛҾき͗ܧͳ͕Β΋ɺ৽͍͠දݱʹঢ՚ͤ͞Δ࢟੎ΛֶΜͩɻ

Μ͞ߦ࿨ઘ�ོࠓ

h
ttp

://w
w

w
.ch

irijin
.co

m

2 2022/11/26 ͷήスト

ۭ૝஍ਤ࡞Ո � ஍ਤ人

⾨तۀͷৄࡉ͸ͪ͜ Β
https://kds-sd.com/report/spotlight/
lectureseries_20221126

࿨ઘࠓ Μ͞͸͋ΒゆΔ೔ৗͷஅ片Λ૝૾͠ ʮۭͨ૝஍ਤʯͷ੍࡞Λ行ͳͬ
͍ͯΔɻ஍ਤσβΠϯ΍ςϨϏυϥϚͷ஍理؂修ͳͲɺ஍ਤΛ௨ͯ͠ 人ͷ
ӦΈΛಡΈղきɺ৽ͨͳ౎市ͷํݟɺ఻͑ํͮ͘ りΛ࣮ફɻۭ૝஍ਤ͸
֤஍ͷ美ज़ؗͰͷలཡձʹ΋ग़ల͞Ε͍ͯΔɻۭ૝౎市͸理૝తͳ౎市
Λඳ͘ ͱ͜Ͱ͸ͳ͘ ɺ࣮ݱతͳ౎市ͷγϛϡϨʔγϣϯͰ͋Δɻ೔ৗੜ׆Ͱ
ฉき͠ݟ ͨ΋ͷΛઌೖ؍ͳ͘ ɺͦ͜࡯؍ かΒಘͨ৘ใΛ元ʹൃ૝͠஍ਤΛ
ͭ͘ ͬͯ ͍͘ ɻ͜͏ ੎͸σβΠϯʹ΋ඇৗʹ大੾ͳ࢟ͨ͠ ͱ͜Ͱ͸ͳ͍かɻ

ۙ౻�Ҏ͞ܙٱΜ

h
ttp

s
://a

rch
i-d
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5 2022/12/17 ͷήスト

σΟϨΫλʔݿங૔ݐ � 8)"5 .64&6.

⾨तۀͷৄࡉ͸ͪ͜Β
https://kds-sd.com/report/spotlight/https-kds-sd-com-
report-spotlight-lectureseries_20221217

ʮݐங૔ݿʯ͸ݐங໛ܕΛ保؅͢Δ৔ॴΛͭ͘ ΔͨΊʹ࢝まͬ ಈͰɺ׆ͨ
ʮ૔ݿΛղ์ɺීஈݟΒΕͳ͍ΞʔτΛ೷き͢ݟΔʯͱ͍͏ίϯηϓτͷ
΋ͱɺ࡞Ո΍ίϨΫλʔかΒ༬かͬͨݐங໛ܕͷ保؅ͱలࣔΛ行ͳͬͯ
͍Δɻ໛ܕΛݐங文Խ఻ঝͷͨΊͷϝσΟΞͱ͠ ୅ͷՈ࣌෿ݹɺ͑ߟͯ
లܕங໛ݐΔʰͤݟʹͱͱ΋ܕ଄໛ߏ୅ͷݱ৥ྠ΍ܗ ᴷᴷ文Խͱߟࢥ
ͷมભʱలΛ͸͡Ίɺ子Ͳ΋͕ࢀՃͰきΔɺੈ࣍୅ͷݐஙքͷժΛҭͯ
Δ׆ಈͳͲɺݐங໛ܕΛΊ͙ Δ͞ ま͟ まͳࢼΈʹ͍ͭͯͨͬ࢕ɻ

ؘ�஌͞޺Μ

h
ttp

s
://o

rig
a

m
i.c.u

-to
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3 2022/12/3 ͷήスト

ऀֶ޻ցػ � ౦ژ大ֶ大ֶӃڭत

⾢तۀͷৄࡉ͸ͪ͜ Β
https://kds-sd.com/report/spotlight/
lectureseries_20221203

ʮࢴંࢉܭɺΞʔτɾαΠΤϯεڠಇʯͱ͍ λ͏ΠτϧͰɺؘ Μ͕ͯ͞͠ڀݚ
͍Δંࢴͱͦ ͜ʹ಺͢ࡏΔزԿֶͷൿີʹ͍͓ͭͯ࿩Λͨͬ࢕ɻʮかͨͪ
ͱػೳͷؔ܎Λ理ղͯ͠ Ԡ༻Մೳʹ͠ ͍ͨʯͱ͍͏ڀݚΛ঺介ɻまͨϘϩ
ϊΠਤΛੜ成͢ΔΞϓϦͳͲΛͯͬ࢖ ؆୯ͳંࢴϫʔΫγϣοϓΛ行ͳͬͨɻ
Մม͢Δંߏࢴ଄Λར༻ͨ͠ΞʔτϫʔΫͳͲͷ࣮ྫ࡞඼ɺ౦ژΦϦϯϐο
Ϋ ����ͷϩΰΛσβΠϯͨ͠野࿝朝雄 Μ͞ͱͷۀڠͷ͓࿩ͳͲ΋঺介ɻ
ۭؒσβΠφʔ͕ආ͚ͯ͸௨Εͳ͍زԿֶͷັྗ͕理ղͰきͨ ɻ

໺ޱ�ཧࠫ͞ࢠΜ�Ұ੉�݈ਓ͞Μ

h
ttp

s
://is

n
a

d
e

s
ig

n
.co

m

6 2023/1/14 ͷήスト

ஙՈɾέϯνΫΠϥετϨʔλʔݐ � ΠεφσβΠϯ

⾨तۀͷৄࡉ͸ͪ͜Β
https://kds-sd.com/report/spotlight/
lectureseries_20230114

野ࢯޱͱҰ瀬ࢯ͸ɺʮ� �ͱΠϥετͳͲͷʮܭஙઃݐ元ʯͷ࣍ 元ʯͷ࣍
ฒ行͢Δ࣌͜Λಉ࡞੍ ͱͰʮ��� ɾܭஙઃݐɺ͠࡯ߟ元ͷέϯνΫʯΛ࣍
ΠϯςϦΞɾΠϥετɾཱ ମ଄ܗͳͲ෯׆͍޿ಈΛ行ͳ͍ͬͯΔɻϨΫνϟʔ
Ͱ͸ݐஙࣄ຿ॴͰഓͬͨݧܦ΍֮ײΛଞͷ෼野ʹԠ༻͢Δ͜ ͱɺ大੾
ʹ͞Ε͍ͯΔίϯηϓτʮόϥόϥʯͱʮશମʯͷؔ܎ͳͲͷ࿩Λ中৺ʹɺ

ま͟͞ まͳ࡞඼΋঺介ɻʮौ谷ͷ֗ʯΛςʔϚʹ࣮ͨ͠ࢪϫʔΫγϣοϓͰ
͸ଞͷֶੜ͕ॻ͍ͨΩʔϫʔυΛ΋ͱʹࢴͰ֤ʑͷʮौ谷ʯΛදͨ͠ݱɻ

ଟ֯తͳࢹ఺Λ΋ͬͯʮσβΠϯͱ͸ԿかʁʯΛଊ͑௚͢ϨΫνϟʔγϦʔζɻຖճεϖʔεσβΠϯͱؔΘりͷ͋Δଟ࠼ͳήετ
Λটきɺֶੜɺࢣߨ΋ؚΊͯٞ࿦͢Δ৔ͱͳ͍ͬͯΔɻ͜͜Ͱ͸֤ճͷ֓ཁΛ঺介ɻৄ͘͠ ͸܂沢εϖʔεσβΠϯͷ΢ΣϒαΠτ
XXX�LET�TE�DPN Λͯݟ΄͍͠

www.kds-sd.com

2022/10/22ͷήスト
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ஙεʔϕχΞΛͭݐ Δ͘՝ ୊

建築・インテリア史Ϋϥε

ү ୡ༤ߨ ࢣ

Ͱ͸ͳ͘ܕΔ՝୊Ͱ͋Δɻ୯ͳΔॖ小໛͢࡞ஙΛϞνʔϑʹͨ͠εʔϕχΞʢ͓Έ΍͛඼ʣΛ੍ݐΔ͢ࡏ࣮ ɺԿΒかͷ࣮༻ੑΛ΋ͬͨ঎඼Ͱ͋Δ ͱ͜ΛٻΊ
͍ͯΔɻૂ͍͸̎ͭɻͻͱͭ͸ݐஙͷΩϟϥΫλʔΛͭかΉྗΛ෇͚Δ ͱ͜ɻશܠɺ部෼ɺࡐྉͳͲɺͲ͜Λऔりग़ͤ͹ͦͷݐஙΒ͠ ͞ΛදͤΔͷかɺ͜Ε
Λత֬ʹ೺Ѳ͢Δ ͱ͕͜ɺݐஙͷ理ղʹͭͳ͕Δɻ΋͏ ͻͱͭ͸ɺػೳͱܗͷؔ܎Λ࣮ײͱ͠ ͯͱΒ͑௚ͯ͠ ΋Β͏ ͱ͜ɻϞμχζϜ͕৴ไͨ͠ػೳओٛͰ͸ɺ
ಋきग़͞ΕΔͱ͏͕ܗೳかΒػ ͕ͨͬͨɺطଘݐ෺ͷίϯόʔδϣϯͰ͸ɺܗかΒػೳ΁ͱٯʹͨͲΔɻݐஙΛઃ͢ܭΔ ͱ͜͸ɺಉ࣌ʹϓϩάϥϜΛͭ Δ͘͜
ͱͰ΋͋Δͷͩɻ

άοήϯϋΠϜඒज़ؗ
�ςʔϓŋσΟεϖϯαʔ

P r o j e c t

ϑϥンクɾϩイυɾϥイτがઃܭした美ज़
ؗの֎観は、ԁ౵がੵみ重なったように
見える。その形状からテープɾデΟスϖン
αーをつくったもの。࣮༻性も問題なさそ
う。৭々なछྨのテープを同時にηッτす
ることができてศརだ。

ླ໦ ࢤ໺ S U Z U K I ,  S h i n o

େݪඒज़ؗຊؗ
�ֆͷ۩ύϨοτ

P r o j e c t

ྻபがϖデΟϝンτをࢧえるݹయओ義の
ϑΝαーυがパレッτになっていて、あらか
じめ਺छのֆの۩がηッτされている。そ
の഑৭は、所ଂする໊作ֆը͝とに異なっ
ていて、͓気に入りのֆのパレッτをങっ
てؼれるようになっている。
（講ධɿү�ୡ༤、以Լ同じ）

藤ݪ ྙ F U J I W A R A ,  R i n

ਿݪ ྯಸ S U G I H A R A ,  R e i n a

* * 5Ϋϥ΢ϯϗʔϧ
�Φηϩ

P r o j e c t

మࠎとΨϥスから成るݐ物֎観を໛した
έースを։けると、その中にάϦッυの平໘
が広がる。これこそミースɾϑΝンɾデルɾ
ϩーΤのۭ࣭ۉ間をදしたものだ。Φηϩ
のήーϜでനとࠇの໘がͻっくりฦっていく
༷は、**5 のΩϟンパスܭըをなぞるかのよ
うだ。

໦ͷ఼ಊ
�ίϯϕοΫε

P r o j e c t

҆౻஧༤のઃܭによる໦造ݐஙをもとに
ίンϕックスをつくったもの。ԁ؀状平໘
のݐ物ຊମ෦にרきईがऩೲされている。
そのઌ端෦をҾっͺってԆばすと、Ξプ
ϩーνを構成するϒϦッδがݱれて、ݐங
શମが完成する。

ኍ੉ ߳ಸ H I R O S E ,  K a n a
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Topics లཡձͳͲͷイϕンτ։࠵ɺड৆ͳͲओཁͳχϡースΛ͓஌Βͤ͠·͢ɻ

Τレϝンτデザインᶘ"（1�3��3�）で制作した作品をさらに
ϒϥッシϡΞップし、లཡ会を։࠵しました。はじめに身ۙ
にあるϞϊの構造や日常でىこるݱ৅を多༷なࢹ఺から観
察します。その成り立ちを取り入れながらΤレϝンτデザイ
ンの֩となる構造Ϟデルを࠶構ங。࣮ࡍにखを動かし構
造Ϟデルの形を変化させながらデザインを生成していくこと
で、ط存とは異なる新しい意ຯや機能を創ग़し、人とϞϊ
との間に新たな関係性やۭ気感が生まれることを制作とల
示を通して学びます。さまざまなϦαーνや࣮験を重Ͷなが
ら、ط存の考え方や؀境にとらΘれա͗ͣに自由で๛かな
฻らしをつくっていくインテϦΞΤレϝンτをల示しました。

「生成するインテリア
エレメント」展を開催
会期 ���� ೥ �݄�೔（໦）ʙ �೔（౔）

会場 �ॴڀݚ୔デザイン܂ ֊ϗーϧ

主催 ன間෦૯߹デザインՊ�೥ੜスペースデザイン専߈༗ࢤ

Topics 1.

レϞンలは関౦を中৺にશࠃのେ学、専໳学校のݐஙɾ
インテϦΞ学Պ（今年は ���校ࢀՃ）の୅ද作品がग़品さ
れ、有໊ݐஙՈらによって৹ࠪされるలཡ会です。今ճ、
桑沢୅දとしてன間෦のᜊ౻日和さんがग़品しました。今
年の৹ࠪҕ員は、ా 中༑ষ（明࣏େ学）、中ଜ୓ࢤ（N"1
຿所ࣄܭ੉ྒ子ઃؠ）੉ྒ子ؠ、（຿所ࣄܭஙઃݐ � ژ
౎େ学）、઒添ળ行（౦ژେ学 � ۭ間構૝）の֤ࢯ。ᜊ
౻さんの作品は「ݐஙࢹ఺さんΆのススϝ」（桑沢スϖー
スデザイン年ใ �0�1���、Q������ に掲載）。いΘΏる
ۭ間ઃܭのଔ業制作とは異なり、何気ない日常的な෩景
から୭しもがࢥいもよらないۭ૝のۭ間や౎ࢢをデザイン
できるख法を研究。その成Ռを最終的にຊにまとめた༷子
をల示しました。

第 45回

「学生設計優秀作品展-建築･都市･環境-」
（通称：レモン展）に出品
会期 ���� ೥��݄�೔（ਫ）ʙ �೔（ۚ）

会場 アΧデミーίϞンࣷߍେֶ ॣՏ୆࣏໌ �'

主催 ֶੜઃܭ༏ल࡞඼ల૊৫ҕһձ・レϞンըਯ

Topics 2.

Kuwasawa Space Design 2022-2023तۀ෩ܠ
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日ຊେ学理޻学෦ଔ業後、ઃࣄܭ຿所ۈ຿。その後 *$SΧレッδΦϒΞーπイン
テϦΞデザインՊᶘ෦にてデザインを学び、インテϦΞデザインࣄ຿所ۈ຿を経て、
。会社スϖースΧ΢Ϙーイઃ立ࣜג

［非常勤講師］インテリアCADⅡ、インテリアCADⅢ、
CADプレゼンテーション

中 島  崇 行 N A K A JIM A ,  Takay uk i

桑沢デザイン研究所を経て7JFXQPSU�SUVEJP（ӳ）、'VUVSJUZ� JOD�、S6110S&�
%&S*(N�0''*$&�$P�
-UE� にてݐஙからՈ۩デザインまでさまざまなプϩδΣクτ
にܞΘる。�0�0 年より,&N5"�N"("*�S56%*0として自身での活動を։始。物
ൢళ、ΦϑΟス、ҿ৯ళฮ、ϗテルなど෯広い分໺のデザインを行う。(FSNBO�
%FTJHO�"XBSEなど受৆。

［非常勤講師］基礎デザイン（スペースデザイン）

永 井  健 太 N AGA I ,  Kenta

桑沢デザイン研究所ଔ業後、ઃࣄܭ຿所を経て、�01� 年「%":S�」としてಠ
立。インテϦΞ、లཡ会などのۭ間ઃܭからՈ۩、プϩμクτのデザイン、プϥイ
ϕーτϫークまで多ذに౉るデザインをखがけている。(00%�%&S*(N�"8"3%、
:06N(�%&S*(N&3�"8"3%受৆。

［非常勤講師］基礎デザイン（スペースデザイン）

西 尾  健 史 NISHIO ,  Takeshi

インテϦΞデザイφー。50N&3*$0�*N$�（τωϦί）でνーϑデザイφーを຿めた後、
�01� 年 %0�%0�（υυ）ઃ立。インテϦΞデザインをओにݐங、Ո۩、プϩμクτ
デザインのઃܭを行う。J'�%&S*(N�"8"3%�(PME、*$0N*$�%&S*(N�"8"3%�
#FTU�PG�#FTUなど受৆ྐྵ多਺。

［非常勤講師］インテリアデザインIIB

原 田  圭 H A R A DA ,  Kei

1��� 年౦޻ژ業େ学େ学Ӄम࢜課ఔमྃ。��年一ݐڃஙࣄ࢜຿所 JLNP ઃ
立。桑沢デザイン研究所、ࣳ Ӝ޻業େ学、日ຊ޻業େ学ඇ常ۈ講師。�00�年「Ω
ν001」にて౦ݐژங࢜会ॅ୐ݐங৆、1� 年「DPUPJSP」にてάッυデザイン৆
�01�、�0 年「௴҇」にてઍ༿ݐݝஙจ化৆最༏ल৆。

［非常勤講師］比護 結子ゼミ

比 護  結 子 HIG O,  Yuko

1��� 年ԣ඿ࠃ立େ学޻学෦ݐઃ学Պݐங学ίースଔ業。��年ʙクϥイン�μイ
αϜ�ΞーΩテクπ、ݱ在シχΞΞーΩテクτ。�00�年ʙ関౦学Ӄେ学ඇ常ۈ講師。
ओな作品には୅�5ࢁ׭�S*5&、(*N;"�1-"$&、੕໺ϦκーτϦκφーレീϲַの
。ஙプϩδΣクτなどݐ

［非常勤講師］商空間 B

久 山  幸 成 HIS AYA M A , Yuk inar i

1��1 年౦ژ造形େ学ଔ業後、Ո۩デザイφーେߊڮ࿕に師ࣄ。�� 年ʙ௕୩
઒ҳ子ɾݐஙܭը޻๪にۈ຿。��年౻৿ହ࢘ΞτϦΤઃ立。Ո۩デザインを中
৺にਾえ、ݐஙՈとのίϥϘレーション、プϩμクτɾۭ間デザインをखがける。
ۙ年はެ共ࢪઃへの特஫Ո۩をはじめ、ϋイϒϥンυの੡品から、ΦϑΟス、খ
中学校の学ಐՈ۩まで෯広く活動。άッυデザイン特ผ৆など受৆多਺。

［非常勤講師］藤森 泰司＋篠崎 隆ゼミ

藤 森  泰 司 FUJIMORI ,  Ta i j i

桑沢デザイン研究所ଔ業。ίクϤϚーέテΟンάࣜג会社でΦϑΟスのઃܭをखֻ
け、デザインだけではなくϫークスタイルのఏҊを行う。�01�年、ϩンυンへҠॅ
し、ϑϦーϥンスとしてΦϑΟスやίϫーΩンάスϖース、Ϛンションのデザインにܞ
Θる。�0�0年にࠃؼしจ঵ಊにてΦϑΟスઃܭを続けݱ在に至る。

［非常勤講師］基礎デザイン（スペースデザイン）

本 橋  麻 衣 MO T OH A SHI ,  Mai

�00�年ものつくりେ学ٕ能ܳ޻学෦ݐઃٕ能ܳ޻学Պଔ業。10年桑沢デザイ
ン研究所デザイン専߈Պスϖースデザインίースଔ業。1�ʙ1�年（ג）ੴ޻ר๪。
1�年 :0S)*5","�,"5"N& ઃ立。

［非常勤講師］エレメントデザインⅡA

片 根  嘉 隆 K ATA NE ,  Yoshi taka

桑沢デザイン研究所ଔ業。಺ాデザイン研究所に在੶し಺ాൟに師ࣄ。ϗテル
やレδデンスのインテϦΞデザイン、లཡ会会場構成、Ո۩ઃܭ౳をखがける。
ओな୲当作品ɿ.6N*�,:050（ژ౎ཛྷࢁ）、'MFVS�1BWJMJ B（߳ߓ）、8"N%&3�
'30.�8*5)*N ల（ミϥϊɾι΢ルɾ౦ژ）౳。J'�%&S*(N�"8"3%、S,:�%&
S*(N�"8"3%受৆。

［専任講師］インテリアデザインⅡA、基礎デザイン（スペース
デザイン）、インテリアエレメント、藤森 泰司＋篠崎 隆ゼミなど

髙 平  洋 平 TA K A HIR A ,  Yohei

�00� 年桑沢デザイン研究所をଔ業。インテϦΞデザインࣄ຿所を経て10 年ʙ
"N%"SS0$*"5&Sにて活動。1� 年ʙ桑沢デザイン研究所、�0年ʙত和ঁ子
େ学ඇ常ۈ講師。��年に TPFMMをઃ立。シンプルでॊೈ、そこにগしのϢχーク
さをՃえたデザインを目指し、ۭ間ɾプϩμクτデザインをओにखֻける。

［非常勤講師］インテリアCADⅡ、インテリアCADⅢ、
CADプレゼンテーション

土 井  智 喜 D OI ,  Tomok i

౦ژ᥁ज़େ学にてݐஙを学び、同େ学Ӄ͓よびϰΣωπΟΞにてݐங࢙を学Ϳ。
ஙɾインテϦΞɾプݐ、຿を経てΞスタϦスクスタδΦをઃ立しۈ຿所ࣄܭஙઃݐ
ϩμクτɾάϥϑΟックなど֤छઃܭ中。άッυデザイン৆など਺ճ。ࠃ಺֎ϝーΧー
からのプϩμクτが਺఺。ඇ常ۈ講師も਺校。

［非常勤講師］藤森 泰司＋篠崎 隆ゼミ、住宅エレメント

篠 崎  隆 SHINOZ A K I ,  Takashi

�00� 年໊৓େ学理޻学෦ݐங学Պଔ業。0�ʙ1� 年（ג）ఱಐ໦ۈ޻຿後、
1�ʙ1�年（ג）πクルό。1�年ʙࢁの形共同୅ද。1�年ʙࡾ஡ϫークΧンパχー
立্げϝンόー。�0年（ג） [FMU（πΣルτ）ઃ立。

［非常勤講師］エレメントデザインIIB

柴 山  修 平 SHIB AYA M A , Shuhei

1���年日ຊେ学理޻学෦ଔ業。�� ʙ �00�年クϥインμイαϜΞーΩテクπۈ
຿。1�年ʙࣜג会社インαイυΞ΢τ୅ද取క役。スϙーπ、ϑΝッションϒϥン
υなどの物ൢళฮやҿ৯ࢪઃ、ϫークスϖースなどのݐங、インテϦΞ、ॄثデ
ザインなどをखがけている。

［非常勤講師］インテリアデザインⅢA

久 保  寛 人 KUB O,  Hir o to

1��0 年生まれ。�� 年౦ژ౎立େ学ଔ業。�� 年ϩンυンେ学όーτレッτ校ݐ
ஙम࢜課ఔमྃ。�� 年౦޻ژ業େ学ݐங学म࢜課ఔमྃ。�00� 年Ωー uΦ
ϖレーションઃ立。ӳొࠃ࿥ݐஙՈ、ӳࠃԦ立ݐஙՈڠ会会員。

［非常勤講師］住環境デザインIIIA

小 山  光 KOYA M A , A k ir a

1���年ژ౎ܳ޻ણҡେ学ଔ業。同େ学Ӄ入学。��ʙ �� 年ϕルϥーϔɾイン
ステΟテϡーτɾΞϜステルμϜमྃ（��ʙ��年จ化ிܳज़Ո在֎೿ݣ研म員）。
��年ϥ΢ルɾϒンショーテン�$)03"、ϩンυンۈ຿。�001ʙ0�年0."�"S*"（ݱ
。ΞτϦΤل຿。0�年ʙେদढ़ۈߓ߳、（%"3

［専任講師］住環境デザインⅡB / 住環境デザインB、
基礎デザイン（スペースデザイン）、比護 結子ゼミなど

大 松  俊 紀 OM AT SU, Toshik i

桑沢デザイン研究所ଔ業後、಺ాデザイン研究所ۈ຿。ނ಺ాൟに師ࣄ。ϗテル、
঎業ࢪઃ、ॅ ୐、Ո۩デザイン、లཡ会、インスタレーションまで෯広く୲当。「ۄ
઒Թઘ」、「Ϧϥインス」、「.6N*�,:050」、「&NS0�"N(0」などखがける。「.6N*�
,:050」では J'デザイン৆受৆。

［非常勤講師］基礎デザイン（スペースデザイン）

奥 野  ゆかり OKUNO, Yukar i

明࣏学Ӄେ学ଔ業。۾研ݐޗங౎ࢢઃࣄܭ຿所パーτφー、6"ΞーΩテクπ。
%'"�%&S*(N�"8"3%（߳ߓ）、άッυデザイン৆ۚ৆、J'�%&S*(N�"8"3%（ಠ）、
'BJUI���'PSN�3FMJHJPVT�"SU��"SDIJUFDUVSF�"XBSE（ถ）、ॅ୐ݐங৆঑ྭ৆、
ϞμンϦϏンάେ৆など。

［非常勤講師］住空間B

押 尾  章 治 OSHIO ,  Sho j i

1���年໊ݹ԰େ学ଔ業。�� ʙ ��年日経ΞーΩテクνϡΞฤ集෦ۈ຿後、
�000年ಠ立。0� ʙ �0 年ϑϦックスタδΦ共同ओ�0。࠻ 年ʙΦϑΟスɾϒンΨ
共同ओ01。࠻年ʙ桑沢デザイン研究所ඇ常ۈ講師。0� 年ʙ෢ଂ໺美ज़େ学
ඇ常ۈ講師。ஶॻにʰত和Ϟμンݐங८ྱʱh く̈́らがເ見た未来౎ࢢʱh ϙス
τϞμンݐங८ྱʱh ٠஛ਗ਼܇८ྱʱh 日ຊҨ࢈८ྱʱなど。

［非常勤講師］現代建築論、建築・インテリア史

磯  達 雄 IS O ,  Ta t suo

1��� 年ਆಸ઒େ学޻学෦ݐங学Պଔ業。̎つのઃࣄܭ຿所ۈ຿を経て��ʙ
�� 年ૣҴాେ学େ学Ӄम࢜課ఔ。�� ʙ �� 年ミϥϊ޻Պେ学ཹ学。�� 年ʙ
ҏ౻׮ΞτϦΤ。໊ݹ԰デザインതཡ会「ݐங :"5"*」ίンϖۚ৆、ਆಸ઒ݝ
。ஙίンクール最༏ल৆などݐ

［非常勤講師］住環境デザインⅡA

伊 藤  寛 I T O ,  H ir oshi

঺հࢣߨ

朝 光  拓 也

芦 沢  啓 治

市 川  紘 司

伊 藤  邦 彦

温 野  まき

後 藤  武

小 阪  淳

澤 田  航

塩 浦  政 也

志 摩  健

紫 牟 田  伸 子

杉 浦  貴 美 子

鈴 木  紀 慶

鈴 木  康 則

高 瀬  磨 理 子

中 村  駿 介

永 津  努

名 児 耶  秀 美

鳴 川  肇

橋 本  健 史

長 谷 部  匡

松 本  文 夫

三 村 大 介

宮 崎  晃 吉

山 下  泰 樹

山 本  晶

柳 原  博 史

渡 辺  元 佳

ͦͷଞͷ

ඇৗࢣߨۈ

Ϧετ

ຊࢽに掲載しているत業の୲当講師を中৺に঺հします。



あ と が き

この3年、パンデミックによる世界の変化を目の当たりにし、多くの人々が戸惑い、恐

れ、そして新しい生活を受け入れてきた。強制的な圧力によって、変えざるを得ない状

況であったが、その渦中、真に生活とは、労働とは、学びとは、そして人間とは何か、

ということを私自身考え、もがき続けた期間でもあった。その姿を、学生たちはどのよ

うに見つめ、観察し、自身の糧、もしくは戒めとしてきただろう。専任講師として着任

して以来、教員としての役割、また学生との関係性を考えてきた。

私たち教員は、業界での経験や知見を売りに、学校という場で指導する側に立ち学生

と向き合っているが、それは時に一方通行の自己満足の場になっていなかっただろう

か。経験の切り売りではなく、研究所として、学生と共に切磋琢磨しながら、新しい世

界の創造、その一端をデザインによって社会へ掲示してきたのだろうか。

社会状況がどうであれ、人間の感覚を抑えつけている世間の常識や慣習に改めて疑問を

持ち、自分と世界の間にある境界線を広げるため、学生と教員は研究所を共有している。

さらに、新しい校舎が完成したことで、桑沢が今後どのようにデザインの教育活動を広

げていくのか、社会的な責任も増したであろう。

デザインに明確な答えはない。同じ課題に取り組んでも、10人いれば10通りの解答、

作品が生まれる。今年度も、それぞれに構成、形態、そしてプレゼンテーション方法に

至るまで、魅力を持った作品が多く集った。社会や私たち教員が右往左往する最中、

状況の観察から導いたデザインである。この冊子に掲載されなかった作品にも、彼ら

の観察から導いた「道理」のあるデザインが多く存在した。

決まった答えはなくとも、それぞれのデザインには生まれ、存在する背景がある。その

意義を、混乱した社会と学生生活が同時期に重なった特異な経験から、自らが生みだ

すであろう未来のデザインに、十分活かすことができるよう期待する。

（自分に言い聞かせるように）我々が目指すデザインとは、単に美しい造形や物珍しい機能に

終始するのではない。また、SNSで見られるような、スタイルとして見栄えするデザイン

でもない。ささやかで、静かな、しかし時に激しい人間の営み、健康的で平和な日常

に寄り添えるデザイン。そのはじめの一歩を、学生と共に創作し、この場から社会へ向

けて発信していきたい。それが、私がここにいる理由であり、研究所に集う学生たちの

意義である。改めて、そう気付かせてくれた多くの学生と、作品に感謝したい。

スペースデザイン分野 専任講師

髙 平  洋 平




